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1        1 人称 
2        2 人称 
3        3 人称 
SG      単数 
PL    複数 
NOM    主格 
GEN      属格 
DAT      与格 
ACC      対格 
INST     具格 
LOC      所格 
REFL     再帰代名詞 
REL      関係代名詞 
PRES     現在 
PST       確定過去 
AOR       アオリスト 
FUT       未来 
PASS     受身 
APP        能動過去分詞 
PPP      受動過去分詞 
M         男性 
F         女性 
N       中性 
NEG      否定 
TRANS    副動詞 
PART    分詞 




-  形態素境界 （グロスの場合、半角になる。） 
:  同時共起 （例えば、 「PST:1SG」 は過去形の 1 人称単数になる） 
... 文が省略されること 

































































    (1) Požar! 






 (2) Ivan-ø          je vide-o         požar-ø. 
            イワン-NOM:SG    見る-PST:3SG    火事-ACC:SG 
      「イワンは家事を見た。」 
が挙げられる。 


























11 polako「ゆっくり」、daleko「遠く」, ovde「ここ」、dobro「よく」などが副詞の例である。 
12 注 3にあげた数詞(stotina「百」, hiljada「千」, milion「百万」および milijarda「一億」)の他、jedan
「一」から cetiri「四」までは曲用を持つ数詞であるが、それ以降全ては不変化数詞である。 













































(3) Temperatur-a     rast-e.  
    気温-NOM:SG    上がる-PRES:3SG 
   「気温が上がる。」 
(4)  Neko-ø          dolaz-i. 
     誰か-NOM       来る-PRES:3SG 
  「誰かが来る。」 
(5) Vesel-i        dečak-ø       se    igr-a. 
     元気な-NOM:SG   男の子-NOM:SG   REFL  遊ぶ-PRES:3SG              











        
      (6) Ivan-ø             je              vredan-ø. 
           イワン-NOM      である-PRES:3SG  まじめ-NOM:SG 






       「イワンはまじめである。」  
    (7) Ivan-ø        je                učenik-ø. 
            イワン-NOM     である-PRES:3SG   学生-NOM:SG  
       「イワンは学生である。」 
       (8) Taj-ø      problem-ø    je            od     značaj-a.            
      その-NOM:SG  問題-NOM:SG  である-PRES-3SG  ～から  重要だ-NOM:SG           













     (9) Fakultet-ø    je           daleko. 
          大学-NOM:SG   である-PRES:3SG  遠く 
       「大学は遠くにある。」 
    (10) Njegovo        kretanje     je             užurbano.       
             彼の-NOM:SG  動き-NOM:SG   である-PRES:3SG  バタバタ 
       「彼の動きはバタバタしている。」 
    (11）Ispit-ø       je             sutra.   
        試験-NOM:SG   である-PRES:3SG   明日 
      「試験は明日である。」 
 




    （12）Bibliotek-a     je            pored   fakultet-a.        
      図書館-NOM:SG   である-PRES-3SG  隣      大学-GEN:SG 













 直接目的語は他動詞の補語になり、典型的には前置詞がつかない対格で現れる。              
        
       (13) Ivan-ø        vol-i          Maj-u. 
            イワン-NOM    愛する-PRES:3SG   マヤ-ACC 
       「イワンはマヤを愛している。」 
    (14) Ivan-ø       čit-a           roman-ø. 
            イワン-NOM    読む-PRES:3SG    小説-ACC:SG    




       
      （15） Popi-la  sam    malo    mlek-a. 
        飲む-PST:1SG    少し    牛乳-GEN:SG 
       「牛乳を少し飲んだ。」 
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      （16） Ivan-ø      je je-o        kolač-a. 
              イワン-NOM    食べる-PST:3SG   お菓子-GEN:PL 
             「イワンはお菓子を食べた。」 
       (17)  Nisam reka-o      ni   reč-i.               
             言う-NEG:PST:1SG    も   単語-GEN:SG 







     
   （18） On-ø       mnogo      jed-e. 
              彼-NOM:SG  たくさん   食べる-PRES:3SG 
       「彼はよく食べる。」 
 
よく食べることがその人の特徴であることを表している。あるいは、 
    
    (19) On-ø      vol-i        da         piš-e. 
             彼-NOM:SG  好き-PRES:3SG   ～ように  書く-PRES:3SG 













    (20) Ivan-ø        lič-i             na       majk-u. 
             イワン-NOM     似ている-PRES-3SG    ～の上に     母-ACC:SG 
           「イワンは母に似ている。」 
     (21) Maj-a    prič-a         o          Ivan-u. 
            マヤ-NOM   話す-PRES:3SG    について    イワン-LOC:SG  
       「マヤはイワンについて話している。」 
     (22) Maj-a     se     boj-i           grmljavin-e. 
            マヤ-NOM    REFL    おびえる-PRES:3SG    雷-GEN:SG 






    (23)  Maj-a    daj-e          Ivan-u      knjig-e. 
             マヤ-NOM  あげる-PRES:3SG   イワン-DAT    本-ACC:PL 
        「マヤはイワンに本をあげる。」 
       (24)  Maj-a      je rek-la       istin-u      Ivan-u. 
             マヤ-NOM  言う-PST:3SG  真実-ACC:SG  イワン-DAT 













      (25) Ivan-ø      je posta-o      profesor-ø. 
           イワン-NOM    なる-PST:3SG     先生-NOM:SG 
       「イワンは先生になった。」 
    (26) On-ø        se    zov-e           Ivan-ø. 
     彼-NOM-SG    REFL  呼ぶ-PRES:3SG    イワン-NOM     
      「彼は自らをイワンと名のる。」 









     (27)  Koleg-e      Ivan-a        smatra-ju      izuzetn-im        
            同僚-NOM:PL  イワン-ACC:SG  思う-PRES:3PL  優秀-INST:SG          
        profesor-om. 
           先生-INST:SG 
           「同僚はイワンのことを優秀な先生だと思っている。(イワンは優秀な先 
       生とされる。)」 
      （28）  Izabra-li su  Ivan-a     za       predsednik-a.  
        選ぶ-PST:3PL  イワン-ACC:SG ～のために 大統領-ACC:SG 














   (29) Ja           stanuje-m         ovde. 
          私-NOM:SG     住む-PRES:1SG      ここ 
      「私はここに住んでいる。」 
     (30) Knjig-a    se    nalaz-i          na      stol-u. 
          本-NOM:SG  REFL  ある-PRES:3SG     ～の上に  机-LOC:SG 
       「本は机の上にある。」 
     (31) Ivan-ø     se    ponaš-a       čudno. 
           イワン-NOM  REFL  行動をする-PRES:3SG  奇妙な 
      「イワンは奇妙な行動をする。」 
    (32) Ov-e      cipel-e   košta-ju           10000  jen-a. 
           この-NOM:PL 靴-NOM:PL  値段がある-PRES:3PL   一万   円‐GEN:PL  
          「この靴は一万円する。」 
   (33) Ov-a     mašin-a      se    korist-i       za  
           この-NOM:SG  機械—NOM:SG    REFL  使用する-PRES:3SG   ～のために 
      pravljenj-e    kaf-e. 
       作ること-ACC:SG コーヒー-GEN:SG 







   
  （34） Ivan-ø    je stavi-o    dokument-a    na        sto-ø. 
       イワン-NOM   置く-PST:3SG     書類-ACC:PL   ～の上に   机-ACC:SG 




















  (35)  Zbog     loš-eg     vremen-a        otkaza-li smo         
        ～ので  悪い-GEN:SG 天気-GEN:SG     キャンセルする-PST:1PL 
     piknik-ø. 
       ピクニック-ACC:SG 
        「悪天候のためピクニックをキャンセルした。」 
  (36)  Zbog     loš-eg    vremen-a        igra-li smo 
       ～ので  悪天候-GEN:SG          (スポーツを)する-PST:3PL 
        tenis-ø           u            sal-i. 
      テニス-ACC:SG        ～の中に     体育館-LOC:SG 
    「悪天候のためテニスは体育館でしていた。」 
 （37） Ovde  igra-mo           tenis-ø. 
         ここ  (スポーツを)する-PRES:1PL テニス-ACC:SG 
    「ここでテニスをする。」 
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  (38)  Ovde   radi-m          svak-og     petk-a. 
         ここ  仕事をする-PRES:1SG  毎-GEN:SG   金曜日-GEN:SG 
    「毎週金曜日にここで仕事をする。」 
 （39)  Danas  igra-m             tenis-ø. 
         今日  （スポーツ）をする-PRES:1PL   テニス-ACC:SG 
    「今日はテニスをする。」 
 （40） Danas   ide-m      na        piknik-ø. 
         今日   行く-PRES:1SG ～の上に  ピクニック-ACC:SG 
    「今日はピクニックに行く。」 
  （41） Često   igra-m            tenis-ø. 
         よく  （スポーツを)する-PRES:1SG  テニス-ACC:SG 
    「よくテニスをする。」 
  (42)  Često  ide-m       na        piknik-ø. 
         よく   行く-PRES:1SG  ～の上に  ピクニック-ACC:SG 





    (43)  Maj-a      id-e            kuć-i. 
          マヤ-NOM  行く-PRES:3SG    家-DAT:SG     
       「 マヤは家へ行っている。」 
 
 また、状態を表す動詞はその状態を起こす要因を表す特別修飾語を要求する。 
    
  (44) Ivan-ø    se   umori-o        od    trčanj-a. 
         イワン-NOM  REFL  疲れる-APP:M:SG  から  走ること-GEN:SG 






      
 （45）Ivan-ø     trč-i      park-om. 
        イワン-NOM  走る-PRES:3SG  公園-INST:SG 















  (46)  Ivan-ø     se   vrati-o      sa      trening-a        
        イワン-NOM  REFL  帰る-APP:M:SG   ～から  トレーニング-GEN:SG         
         umoran-ø. 
       疲れた-PART:NOM 
       「イワンは疲れた様子でトレーニングから帰ってきた。」 
  (47)  Ivan-ø       je doša-o      na     fakultet-ø  
    イワン-NOM    来る-PST:3SG    ～の上に   大学-ACC:SG 
     sa           zavijen-om              ruk-om. 
     ～と        巻く-PART:INST:SG       腕-INST:SG 




   (48)  Kao   det-e     se    doseli-o       u        Beograd-ø. 
          として 子供-NOM:SG REFL  引っ越す-PST:3SG ～の中に  地名-ACC：SG 
     「子供の時、ベオグラードに引っ越した。」 
  (49)  On-ø   plač-e     tužan-ø. 
          彼-NOM  泣く-PRES:3SG 悲しい-NOM:SG 
      「彼は悲しくて泣いている。」     





 (50)   Ivan-a       smo  ostavi-li    loše    raspolozen-og.    
      イワン-ACC:SG   残す-PST:1PL     悪く    機嫌-PART:GEN:SG 




















      (51)  Onaj-ø         Ivan-ov        poznanik-ø       je doša-o. 
         あの-NOM:SG    イワン-GEN:SG   知り合い-NOM:SG 来る-PST:3SG 
       「イワンのあの知り合いが来た。」 
     (52)  Izloži-li su   veoma    lep-u           slik-u. 
           飾る-PST:3PL   とても    きれいな-ACC:SG      絵-ACC:SG 
     「とてもきれいな絵を飾った。」    
 









      (53)  Kupi-la sam   haljin-u       siv-e        boj-e. 
          買う-PST:1SG   ドレス-ACC:SG     グレー-GEN:SG   色-GEN:SG 






   
    (54)  Oseti-la  je    ljubav-ø    prema        dec-i. 
        感じる-PST:3SG 愛-ACC:SG   に対する     子供-DAT:PL 






   （55） Letovanj-e    na         mor-u      je 
              夏休み-NOM:SG  ～の上に   海辺-LOC:SG  である-PRES:3SG 
        zabavn-o. 
       楽しい-NOM:SG 
       「海辺での夏休みは楽しい。」 
      (56)  Vožnj-a           po       noć-i      je         
             ドライブ-NOM:SG    ～の上に   夜中-LOC:SG  である-PRES:3SG                      
        opasn-a.  
           危ない-NOM:SG 
             「夜中のドライブは危ない。」 
      （57） Vožnj-a           autobus-om     je            
            バスに乗ること-NOM:SG   バス-INST:SG   である-PRES:3SG   
              dug-a. 
              長い-NOM:SG 
             「バスに乗ることは長い。」 
   （58） Radost-ø    zbog    pobed-e     je   
       喜び-NOM:SG  ～ので  勝利-GEN:SG  である-PRES:3SG 
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              velik-a. 
              大きい-NOM:SG 
             「勝利のための喜びは大きい。」 
 




      
       (59)  vozač-ø     početnik-ø    →  vozač-i     početnic-i 
              運転手-NOM:SG 初心者-NOM:SG   運転手-NOM:PL 初心者-NOM:PL 
          「初心者の運転手」 
    (60)  pas-ø      lutalic-a    →    ps-i      lutalic-e 
           犬-NOM:SG  野生        犬-NOM:PL  野生‐NOM:PL 
             「野生の犬」 
 
























 A 補語を必要としない文 
  主語・述語文 (例(3)～(4)) 
  補足的な情報を与える成分を含む文 (例(5)、(32)、(33)、(38)、(40)、(42)、(43)、
(44)、(46)～(49)、(51)、(55)～(58)) 
  
B 補語を要求する文  
  直接目的語を要求する文 (例(13)～(17)) 
  間接目的語を要求する文 （例(20)～(22)） 
  二重目的語を要求する文 (例(23)、(24)) 
  補足的述語内容語を要求する文 (例(25)、(26)) 
  目的語および補足的述語内容語を要求する文 (例(27)、(28)) 
  副詞的補語を要求する文 (例(29)～(31)) 
  副詞的補語および目的語を要求する文 (例(34)) 
  補語および補足的な情報を与える成分を含む文 (例(35)～(37)、(39)、(41)、 
  (50)、(52)～(54)) 
 
 Ⅱ 繋辞述語文 
 
 名詞的述語文 (例(6)～(8)) 





















































(61) Stavi-la     sam23     novčanik-ø     u           torb-u. 
        入れる-PST:1SG        財布-ACC:SG   ～の中に   かばん-ACC:SG 
       「財布をかばんの中に入れた。」 
 
 「前置詞なし対格」の代表的な研究として、Gortan-Premk(1971)「セルボ・クロアチア語
に お け る 前 置 詞 な し 対 格 を 含 む 句 」 24 (Akuzativne sintagme bez predloga u 
srpskohrvatskom jeziku)がある。この論文において Gortan-Premk は「前置詞なし対格」名
詞を含む句の構造、意味および機能について述べているが、その中でも意味について最も詳
しく書いている。「前置詞なし対格」名詞を含む句は大きく「対象的な関係を持つ句」
（sintagme objekatskih odnosa）、「二重対象的な関係を持つ句」(sintagme dvostrukih 
objekatskih odnosa)および「副詞的関係を持つ句」(sintagme adverbnih odnosa)に分かれ
る。それぞれのグループはさらに詳細に分かれる。Gortan-Premk(1971)はセルビア語と日本
語の対照研究の上でも有益であると思われる。しかし、その記述には問題点が少なくない。 






                                                            
22 英語学では「前置詞+名詞」の構造は前置詞が主要部で名詞は前置詞の目的語であるとされるが、セルビア語
学では、名詞がいわば主要部で、前置詞を介して動詞と関係を結ぶかどうかが問題とされる。 
23 セルビア語の確定過去は 動詞 jesam (「be動詞」)の現在形と能動過去分詞から成り立つ。確定過去の部分に

















 この節においては Gortan-Premk(1971)による対格を含む句の意味についてまとめる。 
I 対象的な関係を持つ句 




I.I．具体的な対象的な関係を表す句(sintagme s objektima konkretnih odnosa) 
 この種の関係を作る動詞は他動詞である。動詞は具体的(物理的あるいは精神的)動作を表
す。その動作の影響を受けて、対格で示される対象が変化していく。対象の変化の種類に応
じて、このグループの句を細かく分けることができる。    




a)生産的関係を表す句(sintagme kreativnih odnosa) 
 このタイプの句の対象は動詞が表す動作によって作られた具体物を表している。 
 
(62) Napravi-ti    rup-u      「穴を開ける」   





 (63) Izmisli-ti     laž-ø         「うそを作り出す」 
      作り出す-INF   うそ-ACC:SG   
  




(64) Ispi-ti       vod-u               「水を飲みほす」 
   飲みほす-INF    水-ACC:SG        
 (65) Zapali-ti        kuć-u              「家を燃やす」 
        燃やす-INF      家-ACC:SG    
 





(66) Pra-ti      ruk-e           「手を洗う」 
         洗う-INF     手-ACC:SG    
   
 続いて、「量的変化」の例を挙げる。 
 
(67) Smanji-ti      plat-u            「給料を減らす」 







I.I.III. 対象無変化の単純な含意を表す句(sintagme s odnosima prostog obuhvatanja i 





(68) Udari-ti     nek-oga          「誰かを叩く」     
          叩く-INF     誰か-ACC:SG      
(69)  Koristiti   Sunčevu       energiju 
          使う-INF  太陽の-ACC:SG  エネルギー-ACC:SG  「太陽のエネルギーを使う」 
 
  このグループには、物理的な接触対象だけでなく、言語活動の対象も含まれる。 
 
   (70) Laga-ti      muž-a   「夫をだます(〈直〉夫にうそをついてだます)」   
         うそをつく-INF 夫-ACC:SG   
   (71） Grdi-ti      nek-oga  「誰かを叱る」   




















(72)  Ver-a       pomaž-e           čovek-u. 
      信仰-NOM:SG    手伝う-PRES:3SG     人-DAT:SG 
         「信仰は人に力を貸す。(〈直〉信仰は人を助ける。)」 
(73)  Car-ø           pomaž-e         siromašan-ø      narod-ø. 
          皇帝-NOM:SG    手伝う-PRES:3SG      貧乏-ACC:SG     庶民-ACC:SG   







(74) U         sel-u     tog-a       čovjek-a    bi-o       jedan-ø    
        ～の中に  村-LOC:SG その-GEN:SG  人-GEN:SG  いる-PST:3SG 一人-NOM:SG 
        pametan-ø     čovjek-ø,  pa     je odni-o       t-u   
     頭が良い-NOM:SG 人-NOM:SG  そして  持っていく-PST:3SG   その-ACC:SG 
     bundev-u      k     njem-u,    da     mu26          on-ø     
        かぼちゃ-ACC:SG ～に  彼-DAT:SG  ～ように ～彼-DAT:SG 彼-NOM:SG 
        savjet-uje27         što      je          to-ø. 
        アドバイスする-PRES:3SG  何-NOM:SG  である-PRES:3SG  それ-NOM:SG 
     「その人の村には一人の頭の良い人がいたので、それは何なのか彼にアドバイスし
てもらえるように、彼にそのかぼちゃを持っていった。」 
   (75) Niko-ga          da        je         posavet-uje,           
          誰も～ない-GEN:SG   ～ように   彼女-ACC:SG   アドバイスする-PRES:3SG   
 
                                                            
26 セルビア語の人称代名詞は強調されている形および強調されていない形がある。この例において「mu」は「on」
(彼)の与格の強調されていない形であり、「njemu」は同じ人称代名詞の与格の強調されている形である。 
27 Savjetovatiは savetovati のイェ方言のヴァリアントである。 
セルビア語、クロアチア語、ボスニア語の主要な方言としてシュト方言がある。シュト方言の下位区分はスラ
ブ祖語の母音「ヤト」（Ѣ）の変化によるものである。「ヤト」が、「e」となるものをエ方言(セルビア語の標





         da          je         upu-ti,        niko-ga              
      ～ように    彼女-ACC:SG    指導する-PRES:3SG   誰も～ない-GEN:SG   
      da           joj            pomogn-e. 
      ～ように    彼女-DAT:SG    手伝う-PRES:3SG 
      「誰も彼女にアドバイスせず、彼女を指導せず、また誰も彼女を助けない。」 
 






I.I.IV. 動的関係を表す句(sintagme mobilnih odnosa) 
 このタイプの句においては、動作の実行によって空間における対象の場所が変わる。場所
の変化の種類やそれが行われる方法は動詞の意味による。     
 
(76) Stavi-ti     knig-u       pod       jastuk-ø      「本を枕の下に置く」 
      置く-INF    本-ACC:SG   ～の下に   枕-ACC:SG    
      
対象が衣服を表し、動詞がその着脱を表す句もこのグループに入る。 
 
  (77) Skinu-ti    haljin-u                「ドレスを脱ぐ」 












 (78) Protera-ti     ljud-e     iz     zemlj-e      「人々を国から追い出す」 
         追い出す-INF   人-ACC:PL  ～から 国-GEN:SG   
        
 また、乗り物の運転を表す句もこのグループに属する。 
 
 (79) Vozi-ti      kol-a            「車を運転する」 
      運転する-INF    車-ACC:PL       




  (80) Podi-ći     glav-u              「頭を上げる」 
       上げる-INF   頭-ACC:SG    
       




(81) Ubrza-ti     hod-ø                「歩みを速める」 
         速める-INF   歩くこと-ACC:SG      
   (82)  Okrenu-ti      kol-a       udesno     「車を右に曲がらせる」 
          曲がらせる-INF   車-ACC:PL    右に   
















(83) Pokri-ti     lic-e       maram-om      「スカーフで顔を覆う」 
       覆う-INF    顔-ACC:SG     スカーフ-INST:SG     
  (84) On-a      ga      dočeku-je       lepo. 
         彼女-NOM:SG  彼-ACC:SG  出迎える-PRES:3SG   よく(親切に) 
      「彼女は彼を親切に出迎える。」 
 
 istaći(強調する)および pokazati(見せる)もこのグループに含まれる。 
 
(85) Ista-ći       njegov-u      vrednost-ø     「彼の価値を強調する」 





   (86）Ispisa-ti      det-e      iz     škol-e     「子供を退学させる」 













 (87）Osveti-ti        mrtv-og       oc-a     「死んだ父のかたきを討つ」 
         かたきを討つ-INF   死んだ-ACC:SG   父-ACC:SG    
  (88）Iskaja-ti      svoj-e        greh-e       「自分の罪を反省する」 
        反省する-INF     自分の-ACC:PL30   罪-ACC:PL    
 











    (89）Ima-ti    kuć-u         「家を持つ」      
         持つ-INF   家-ACC:SG        
    (90）Ima-ti    brkov-e        「口ひげをはやす（〈直〉ひげを持つ）」 
       持つ-INF   口ひげ-ACC:PL       
    (91) Ima-ti     razlog-ø      ljutnj-e 「怒りの理由を持つ」 
       持つ-INF   理由-ACC:SG   怒り-GEN:SG     
 






                                                            





92） Vide-ti      putnik-a                 「旅人を見る」 




   (93） Ču-ti      smeh-ø        dec-e         「子供の笑い声を聞く」    
       聞く-INF   笑い声-ACC:SG    子供-GEN:SG     




 (94） Razume-ti       zadatak-ø                 「問題を理解する」 
          理解する-INF    問題-ACC:SG           
 (95） Zapamti-ti     reč-i        pesm-e       「歌の歌詞を覚える」 
          覚える-INF    単語-ACC:PL    歌-GEN:SG  
        




    (96） Vole-ti      nek-oga            「誰かを愛する」 
        愛する-INF    誰か-ACC:SG       
    (97） Omrznu-ti      život-ø                     「人生が嫌いになる」 








    (98） Žele-ti      bogatstvo-ø           「財産を望む」 
       望む-INF    財産-ACC:SG     
(99） Traži-ti      pomoć-ø       od      nek-oga 
          求める-INF    手伝い-ACC:SG   ～から  誰か-GEN：SG   









  (100) Zna-ti    nemački-ø       i       engleski-ø 
         知る-INF    ドイツ語-ACC:SG   ～も     英語-ACC:SG           






(101）Posle   operacij-e  vid-i      samo    velik-e     predmet-e. 
       ～の後 手術-GEN:SG  見る-PRES:3SG  ～だけ 大きい-ACC:PL  物-ACC:PL 
       「手術の後、大きな物だけが見える。 (〈直〉手術の後、大きな物だけを見る。)」 
 







  (102）Bolova-ti     bolest-ø           「病気に苦しむ」 
         苦しむ-INF     病気-ACC:SG        
  (103）Podnosti-ti      udarc-e             「打撃を我慢する」 
         我慢する-INF     打撃-ACC:PL       
 
I.II.VI. 文法的目的語（論理的主語）の状態を表す句(sintagme s odnosima stanja 






  (104） Guš-i                 ga          kašalj-ø. 
          息苦しくさせる-PRES:3SG     彼-ACC:SG  咳-NOM:SG 
          「彼は咳で息苦しくなっている。 (〈直〉咳が彼を苦しくさせる。)」   
   (105） Bol-i        ga        nog-a.    
          痛む-PRES:3SG   彼-ACC:SG   足-NOM:SG   
         「彼は足が痛い。(〈直〉足が彼を痛くさせる。)」 
 
I.III．空間的対象的な関係および時間的対象的な関係を表す句(sintagme s objektima  





I.III.I. 空間的対象的な関係を表す句(sintagme objekatsko prostornih odnosa) 
 このタイプの句はある障害物を乗り越える、または、ある空間を渡ることを表している。 
 
  (106）Pre-ći     ulic-u          「道路を渡る」 
         渡る-INF   道路-ACC:SG     
36 
 
   (107）Prepliva-ti      rek-u           「川を泳ぎ渡る」 
         泳ぎ渡る-INF    川-ACC:SG   
 
I.III.II. 時間的対象的な関係を表す句(sintagme objekatsko-vremenskih odnosa) 
 このタイプの句は時間を過ごすことを表している。 
 
(108） Proves-ti      dan-ø             「一日を過ごす」 
    過ごす-INF    一日-ACC:SG        
   (109） Prožive-ti     mladost-ø        u        t-om         grad-u 
          生きる-INF   青年時代-ACC:SG  ～の中に その-LOC:SG   町-LOC:SG 
        「青年時代をその町で暮らす」 
 




II.I. 二重対格を持つ句(sintagme s dvojnim akuzativom) 





   (110) Uči-ti      đak-e       pesm-u           「生徒に歌を教える」31 
          教える-INF   生徒-ACC:PL   歌-ACC:SG       
   (111) Pita-ti  nek-oga    pitanj-e「誰かに質問をする (〈直〉誰かを質問を聞く) 
        聞く-INF 誰か-ACC:SG 質問-ACC:SG       
     
 




II.II. 述語的対格を持つ句(sintagme s predikativnim akuzativom) 
 これらは現代語では見られないので、ここでは省略する。 
 











  (112) Svak-i       dan-ø       id-e       u       kupovin-u. 
          毎-ACC:SG     日-ACC:SG  行く-PRES:3SG  ～の中に 買い物-ACC:SG 
       「毎日買い物をしに行く。」 
  (113) Svak-i       čas-ø         usta-je       sa     mest-a. 
          毎-ACC:SG    瞬間-ACC:SG    立つ-PRES:３SG   ～から  席-GEN:SG 
       「しょっちゅう席を立つ。」 
 






















  (114) Svake    godine    idem       na        more.   
           毎-GEN:SG  年-GEN:SG  行く-PRES:1SG  ～の上に  海-ACC:SG 
      「毎年海を訪れる。」 
 
III.II. 量的関係を表す句(sintagme mernih odnosa) 
 このタイプの句は三つのグループに分かれる。 
 




(115) Kupu-je      kilogram-ø     jabuk-a.    
          買う-PRES:３SG   一キロ-ACC:SG  りんご-GEN:PL  





がある」および biti težak/težiti「重さがある」、meriti「計る」である。 
 
   (116)  Ov-o        tež-i            jedan-ø      kilogram-ø.  
          これ-NOM:SG  重さがある-PRES:3SG    一-ACC:SG   キロ-ACC:SG 







  (117) Stotin-u     put-a        ga         je   udrai-o. 
         百-ACC:SG    ～回-GEN:PL   彼-ACC:SG    叩く-PST:3SG    
       「彼を百回叩いた。」   
 








  (118) Putova-ti     stotin-e     kilometar-a        voz-om 
          旅行する-INF   百-ACC:PL    キロメートル-GEN:PL   電車-INST:SG 
       「電車で数百キロメートル旅行する」 
 









                                                            
34 上記の Gortan-Premk の説明は理解し難い。この二つのタイプの句の違いは、「時間的対象的な関係を表す句」
における対格名詞が「過ごす対象としての時間」を表すのに対し、「時間的量的関係を表す句」における対格名












(119) Zabun-a      je  traja-la   nedelj-u      dan-a. 
        混乱-NOM:SG    続く-PST:3SG   一週間-ACC:SG  日-GEN:PL 





























(120) Bakren-e     marijaš-e ...       ljud-i      su baca-li 
        銅-ACC:PL    コインの種類-ACC:PL     人々-NOM:PL   投げる-PST:3PL 




 na          dn-o        crn-e        skel-e...  
  ～の上に         底-ACC:SG     黒い-GEN:SG     上-GEN:SG 





 V 移動     [対象]ACC    iz/sa[移動前の場所]   na/u/pod/niz[移動後の場所]      











なお、Gortan-Premk(1971)が挙げている例文には、19 世紀後半～20 世紀 10 年代のもの、
つまり、今となっては古い年代のものが混じっており、また用例から文全体の構造を読み取
ることができないものも多いので、現代セルビア語の分析のためには適切な用例を改めて選





















































































(121）Dec-a       svak-i      dan-ø        pomaž-u        majc-i  
          子供-NOM:PL   ～毎-ACC:SG  日-ACC:SG    手伝う‐PRES;3PL   母-DAT:SG 
 u      kuhijnj-i. 
     ～の中に   台所-LOC:SG 
       「子供たちは毎日母の台所での仕事を手伝っている。（〈直〉子供たちは毎日母 
        に台所で手伝っている。）」 
44 
 
(122）Vlad-a       pomaž-e       stipendij-ama    izuzetn-e    
        政府-NOM:SG  援助する-PRES:3SG   奨学金-INST:PL     優秀な-ACC:PL   
     student-e. 
学生-ACC:PL 












必要があるという事実が見られる。      
   
(123）Lako     je               zdrav-ome       bolesn-oga   
       簡単(ADV) である-PRES:3SG  元気な(人)-DAT:SG   病気の(人)-ACC:SG 
   savetova-ti. 
    アドバイスする-INF  
   「元気な人にとって病気の人をアドバイスで支えることは簡単である。」 
(124）Savetova-ti       det-e/det-etu       da           se    
        アドバイスする-INF  子供-ACC:SG/DAT:SG    ～ように     REFL   
  druž-i                  sa      dobr-im      ljud-ima 
       友達になる-PRES:3SG     ～と    良い-INST:PL   人-INST:PL 











































     運動的関係（navući čarape「靴下を履く」 、vaditi krofne「ドーナツを取り出  
     す」） 
      除去運動的関係 (kidati rese na šalu「マフラーのふさを抜き取る」、otkinuti  
     list「葉っぱを（枝から）取る」） 
         刺激運動的関係（odgurnuti ga「彼を押しのける」） 
   転換的関係（deliti kolače「お菓子を配る」） 
   賠償的関係（prodati vinograd「ぶどう園を売る」） 
 
     所在関係を表す目的語句 
  接続的関係（uvatiti ručku「ハンドルを握る」） 
      位置的関係（pljesnuti nekoga po ramenu「誰かの肩を叩く」） 
 
 変更的関係を表す目的語句 
  運動形成的関係（podići ruku「手をあげる」） 
      変化的関係 （ošišati kosu「髪の毛を切る」） 
     破壊的関係 
    対象の分解（prekinuti konac「糸をちぎる」） 
    対象の排除（razbiti tanjir「皿を割る」） 
        生産的過程（praviti kuću「家を建てる」） 
 
音響的プレゼンテーション動詞を含む目的語句 
   コミュニケーション関係を表す目的語句 
   言語情報的関係（promrmljati pozdrav「挨拶をささやく」） 
   言語使役的関係（pozvati kelnera「ウェイターを呼ぶ」） 
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   言語評価的関係（pohvaliti vino「ワインをほめる」） 
 解釈的関係を表す目的語句（ svirati  Hajdna「ハイドン（の音楽を）演奏する」） 
使役動詞を含む目的語句 
       使役操作的関係（naterati dete da jede「子供に（何かを）食べさせる」） 
       使役知性的関係（uveriti druga u svoju pricu「友だちをその話が本当だと、  
          説得させる」） 





    視覚知覚的関係（posmatrati prolaznike 「通行人を見る」） 
   聴覚知覚的関係（čuti ptice「鳥（の鳴き声）を聞く」、slušati muziku（「音 
    楽を聞く」） 
   他の知覚的関係（mirisati cvet「花（のにおい）を嗅ぐ」） 






 陳述的関係（znati istoriju 「歴史（の知識）を持つ能力」） 
 能力を表す関係 （čitati novine「新聞を読む」） 
 
III 関係動詞の他動性 
   感情的関係を表す目的語句（prezirati rat「戦争を憎む」、 voleti ruže「ばらの花  
     が好きである」） 
     対人関係を表す目的語句（usvojiti dete「子供を養子にする」、kontrolisati     
   radnike「従業員をコントロールする」） 
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     評価を表す目的語句（poštovati oca「父を尊敬する」） 
   使役的指定的語句（krstiti decu 「子供達に洗礼を与える」） 
   意志的関係を表す句（tražiti čekić「ハンマーを探す」、naručiti raskošnu večeru  
    「豪華な夕食を注文する」、tražiti pravdu「正義を求める」） 
   所有関係を表す目的語句（imati kuću「家を持つ」、imati sina「（誰かに）息子が 
     いる」、imati sablju「刀を持つ」） 
 


















 例：navući dugačke pantalone「長いズボンを履く」、obući blejzer「ジャケット
を着る」、skinuti nekome ciplele「誰かに靴を脱がせる」、staviti lepezu na usne「扇
子を唇に当てる」、staviti vedricu pred njega「彼の前にバケツを置く」、zabosti 
sablju u zemlju「刀を地面に突き刺す」、doneti nekome prsten「誰かに指輪を持ってく
る」、nositi cipele na terasu「靴をバルコニーに持っていく」、nositi rakiju na 
imanje「お酒を土地に持って行く」、prineti mu klarinet「クラリネットを彼の方に寄せ
る」 










例：(kidati rese na šalu「マフラーの糸を破る」、otkinuti list sa grane「葉っ






 例：okretali me uokrug「私をぐるぐると回した」、odgurnuti ga「彼を押しのけ
る」、gurnuti devojku lepezom「少女を扇子で押す」、izvesti momka nasred mehane「少
年をビストロの真ん中に連れ出す」、povući ga za čakšire「彼のズボンを引っ張る（*彼
をズボンに引っ張る）」、povući me za jezik「私の舌を引っ張る（*私を舌に引っ張












 例： dati nekome kaput「誰かにコートをあげる」、 davati slobodne dane 
zaposlenima「従業員に休暇を与える」、poslužiti prijatelju laku večeru「友だちに軽
い夕飯を出す」、deliti vino i šećer「ワインと砂糖を配る」、nuditi im kokain「彼ら
にコカインを勧める」、isporučivati oružje Iraku「イラクに兵器を提供する」、dati 
Mariji Vertera da čita「マリアにウェルテルを読ませる（*マリアに読むためにウェルテ
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ルをあげる）」、dobiti katalog「カタログをもらう」、dobiti pismo od prijatelja「友
だちから手紙をもらう」、primiti moje pismo「私の手紙をもらう」、primati njene 
tvrdnje ili pitanja sa ironijom「彼女の宣言や質問を皮肉的に受け取る」、istrgnuti 










 例：prodati vinograde「ぶどう園を売る」、kuiti zgradu「建物を買う」、
iznajmiti sobu「部屋を借りる」、plaćati porez「税金を払う」、dobiti dobru ocenu「良












 例：uhvatiti ručku kofera「スーツケースのハンドルを取る」、držati rukavicu 
desne ruke「右手の方の手袋を持つ」、držati njegovu ruku「彼の手を握る」、dodirnuti 
zid 壁に触る（*壁を触る）」、nositi mušku kapu「男性用の帽子をかぶる」、nositi 
čizme「ブーツを履く」、nositi srebrni puder u kosi「髪の毛に銀色のパウダーをつけ












 例： potapšati me po ramenu「私の肩を叩く（*私を肩に叩く）」、milovati kravu 
i tele「牛と小牛をなでる」、udariti ga「彼を殴る」、pokriti lice rukama「両手で顔
を覆う」、pokriti maramom testo za krofne「スカーフでドーナツの生地を覆う」、













 例：podići ruku「手を挙げる」、nagnuti glavu ulevo「頭を左に傾ける」、
isplaziti jezik 「舌を出す」、raširiti ruke「手を開く」、prevući pantalone preko 
kolena「ズボンをひざの上までたくし上げる」、zasukati rukav「袖を巻き上げる」、 












 例： kvasiti kosu「髪の毛を濡らす」、zapaliti sveće「「ろうそく（に火を）つ
ける（〈直〉ろうそくをつける）」、bojiti cigle「かわらを（色で）塗る」、lampa 
osvetljava sobu「ランプが部屋を照らす」、izmeniti svoju garderobu「自分の服を替え





 例：lečiti zube「歯を治療する」、vlažiti kožu「肌を保湿する）、jagode čiste 
organizam「いちごが体をきれいにする」、jačati imunitet「免疫を強くする」、izmeniti 
svoje navike「自分の習慣を変える」、opravljati sat「時計を修理する」 
 
 変化的関係を表す句には質的変化が含まれるものもあれば（čistiti ribu「魚を捌く」、
razmutiti kašičicom šećer「小さじで砂糖を溶かす」、tuga joj smrkne lice「悲しみが
彼女の顔を暗くする（〈直〉悲しみが彼女に顔を暗くする）」）、量的変化を表すものもあ
る（hladiti vino「ワインを冷たくする」、potamneti belinu tena「肌の白さを黒くす












 例： prekidati razgovor「話を遮る」、rušiti kuću「家を壊す」、 proces 
oksidacije razgrađuje hranljive materije「酸化の過程が栄養成分を分解する」、seći 

















 例：razbiti instrument「楽器を壊す」、razbiti tanjir「皿を割る」、spaliti 
pisma「手紙を燃やす」、 sagoreti kalorije「カロリーを消費する」、uništiti 
Venecijansku republiku「ベネチア共和国を破壊する」、prekinuti štrajk「ストライキを
中止する」、prekinuti igračku karijeru「選手のキャリアを中断する」 
 破壊の極端な現れとして、有情物の排除があり、それを代表的に表す動詞が












 例：praviti sok「ジューズを作る」、napraviti aerodrom「空港を建設する」、
spremiti crnu kafu「ブラックコーヒーを作る」、praviti spiskove「リストを作る」、
prirediti zabavu u rezidenciji「公邸でパーティーをする」、organizovati izložbu「展
覧会を主催する」、sačiniti prvu verziju zakona「法律の初版を作る」、napisati pismo

































 例：reći rodoljubivu frazu「愛国的な決まり文句を言う」、reći ime i prezime
「名前と名字を言う」、saopštiti vest od nikakva značaja「何も重要でないニュースを
知らせる」、reći istinu「真実を言う」、reći svoje mišljenje「自分の意見を言う」、
























 例： komentarisati odluku suda「裁判所の決断についてコメントする（〈直〉裁判
所の決断をコメントする）」、prekorevati kćerku「娘を叱る」、kleti pisce te knjige
「その本の作家に呪いをかける（〈直〉その本の作家を呪う）」、opanjkavati ostale 







例：pevati pesmu「歌を歌う」、pevati bogove i boginje「髪と女神について歌う





















 例：pojiti konje vinom 「馬にワインを飲ませる」、dojiti bebu「赤ちゃんに母乳
を与える（〈直〉赤ちゃんを母乳を与える）」、probuditi dete「子供を起こす」、










































  例：motriti žrtvu「犠牲者を観察する」、gledati vodu Dunava sa prozora「ドナ
ウ川の水を窓から見る」、gledati muža ne razumevajući šta govori「言うことを理解せ
ず、主人を見る」、gledati je krišom「彼女をこっそり見る」、primetiti žensko poprsje 
na slici「絵のなかに女性の胸に気づく（〈直〉絵のなかの女性の胸を気づく）」、videti 







 例：slušati ptice「鳥（の鳴き声）を聞く（〈直〉鳥を聞く）、slušati 
prolaznike「通行人（の声）を聞く（〈直〉通行人を聞く）」、čuti prvu srpsku bandu
「初めてのセルビアのバンドを聞く」、čuti ulazna vrata「玄関のドアの音を聞く
（〈直〉玄関のドアを聞く）」、čuti prozore「窓の音を聞く（〈直〉窓を聞く）」、čuti 




 例：čuti profesora da viče「先生が叫んでいるのを聞く（〈直〉先生を叫んでい







 例：osetiti dim「煙を感じる」、osetiti mirisni vetar「いいにおいの風を感じ
る」、mirisati bočice「小さな瓶（の内容）を嗅ぐ（〈直〉小さな瓶を嗅ぐ）」、osećati 








 例：čuti urlik「叫び声を聞く」、čuti šapat「ささやきを聞く」、čuti 
ranjenikovo disanje「けが人の呼吸を聞く」、čuti svoj plač「自分自身の泣き声を聞
く」、gleda ulazak austrijskih trupa u Beograd「オーストリア軍がベオグラードに入る
のを見る」、gledati dedine teske pokrete「おじいちゃんの苦しい動きを見る」 
 









例：saznati pravu istinu「本当の真実を知る」doznati mračne okolnosti「暗い状
況を知る」、saznati važan podatak iz njenog života「彼女の人生について重要な情報を
知る」、upoznati nekoga「誰かを知る」、upoznati dela svetske književnosti「世界文
学の作品を知る」、upoznati stanje raznih zemalja「いろいろな国の状況を知る」、
razumeti smisao tog problema「その問題の意味を理解する」,razumeti značenje njenih 









例：znati istoriju「歴史を知っている」、znati poneki trač「いくつかの噂を知
っている」、znati vrednost novca「お金の価値を知っている」、znati njihov jezik「彼
らの言語を知っている」、znati napamet redosled rečenica「文章の順番を暗記している
（〈直〉文章の順番を暗記という形で知っている）」、znati njegovu sestru「彼の妹を知







    例：čitati novine 「新聞を読む」napisati seminarski rad「レポートを書く」  
zapisivatii brojeve「数字を書く」 preprojati gledaoce「観客を数える」、objasniti 












    











   例：voleti dete「子供を愛する」voleti srebrne predmete「銀のものを愛する」、 
voleti više kokoš od ovčetine 「マトンより鶏肉を愛する」više voli dan od noći「夜
より昼間が好きである（〈直〉夜より昼間を好きである）」、obožava vatromete 「花火が











   例： sresti prijatelja u crkvi「教会で友だちに会う（〈直〉教会で友だちを会
う）」、ispratiti gosta do avlijskih vrata「お客さんを庭の玄関まで見送る」、
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   例： braniti prijatelja 「友だちを守る」、braniti ljudska prava「人権を擁護
する」、 pratiti standard života u drugim gradovima「ほかの都市での生活水準を観察
する」、proveriti uticaj vremena na useve「天気の作物への影響を確認する」、








 例：tražiti čekic po sobi「部屋でハンマーを探す」、tražiti predele pogodne 
za zemljoradnju「農業にふさわしい場所を探す」、tražiti opravdanje za svoje 







例：imati veliku porodicu i lepu kuću「大きな家族ときれいな家を持つ」、imati 
moć i novac「権力とお金を持つ」、imati veliku biblioteku「大きな図書館を持つ」、
imati inofrmacije o skorašnjim zbivanjima「最近のできごとについて情報を持つ）」、





 所有関係を表す句では性質あるいは衣服の体への付着を表すこともできる（imati loš 
karakter「悪い性格を持つ」、imati nove patalone na sebi「新しいズボンを（体に）履
く（〈直〉新しいズボンを（体に）持つ）」 
 






































































































 ・対象への働きかけを表す連語 （第一章） 
 ・対象の所有、やりもらい、うりかいを表す連語 （第二章） 




















 a もようがえ       「皿をわる」 
 b とりつけ        「受話器を耳にあてる」 
 c とりはすし       「ビールのせんをぬく」 
 d うつしかえ       「菓子折りを海へなげる」 
 e ふれあい        「両手で自分の顔をこする」 
 f 結果的なむすびつき   「家を建てる」 
 













































































































































 a 生理的な状態変化      「子供をなかせる」 
 b 空間的な位置変化      「学生を学校から公園まで走らせる」 
 c 心理的な状態変化      「ゆき子をぞっとさせる」 
 d 社会的な状態変化      「学校の先生をやめさせる」 














































































































 a 変化のむすびつき      「歯車の回転をはやめる」 
 b 出現のむすびつき      「人のこころに海防の念をよびおこす」 
 
 a 変化のむすびつき 
 「変化のむすびつき」は、ヲ格名詞がその所有者を表すノ格名詞で頻繁に広げられる
（「農民の生活水準をたかめる」、「教育の中立性をおかす」）ことが構造上の重要な特徴














































 a やりもらい      「ともだちにノートをかりる」、「計算器をうる」 






























































 a 感性的なむすびつき  「天井をみる」、「ジャズをきく」、「かおりをかぐ」 
 b 知的なむすびつき   「親の気持ちを理解する」、「人口問題を考える 」 
 c 発見のむすびつき   「松の枝に鳥の巣をみつける」 
 
 通達のむすびつき      「妹から父の病状をきく」、「あなたがたの関係を話 
                す」 
 態度のむすびつき 
 a 感情的な態度     「敵をにくむ」、「先生をうやまう」 
 b 知的な態度      「文章を小説の技術とみなす」 
 c 表現的な態度     「子供をほめる」、「学生の遅刻をいましめる」 
 
 モーダルな態度のむすびつき 
 a 要求的なむすびつき  「手術を君にたのむ」、「患者に禁煙を命じる」 








 a 体験の内容規定    「疲れを感じる」、「みじめさをあじわう」 
 b 思考の内容規定    「方針をきめる」、「作戦を考える」  
 c 通達の内容規定    「誰かに冗談をいう」、「日本語をはなす」 
  



























































































a 感情的な態度のむすびつき  「敵をにくむ」、「先生をうやまう」、「へびをおそれる」 
b 知的な態度のむすびつき   「文章を小説の技術とみなす」 











































































a 要求的なむすびつき    「手術を君にたのむ」、「患者に禁煙を命じる」 













































a 体験の内容規定   「怒りを感じる」、「悲しみをあじわう」、「反感をおぼえる」 
b 思考の内容規定   「策略を考える」、「理由を考える」、「方針をきめる」 















































 a 空間的なむすびつき  「堤防をあるく」、「橋をわたる」、「事務所をでる」 
 b 状況的なむすびつき  「暗がりをあるく」、「霧の中をいそぐ」 
 c 時間的なむすびつき  「夕飯のあとをさびしくすわる」 
 d 時間＝量的なむすびつき 「一晩を芸者家にねる」 






 ア うつりうごくところ    「堤防をあるく」、「（川が）谷底を流れる」 
 イ とおりぬけるところ    「橋をわたる」、「山をこえる」 



































































   例： Guš-i                 ga          kašalj-ø. 
          息苦しくさせる-PRES:3SG     彼-ACC:SG  咳-NOM:SG 
          「彼は咳で息苦しくなっている 。(〈直〉咳が彼を息苦しくさせる。)」   
    例： Bol-i         ga        nog-a.    
          痛む-PRES:3SG    彼-ACC:SG   足-NOM:SG   








   例：  Ov-o        tež-i            jedan-ø      kilogram-ø.  
          これ-NOM:SG  重さがある-PRES:3SG    一-ACC:SG   キロ-ACC:SG 
        「これは一キロの重さがある。」 











  例:  Naprasan-ø    odlazak-ø     najpopularnij-eg    Makedonc-a 
   突然-NOM:SG   辞去-NOM:SG   一番人気の-GEN:SG   マケドニア人-GEN:SG   
  ražalosti-o je       i     rasplaka-o      i  
  悲しませる-PST:3SG   ～も  泣かせる-APP:M:SG   〜も 
  staro-ø      i     mlado-ø. 
  年寄り-ACC:SG   〜も   若者-ACC:SG 
 「最も人気のあるマケドニア人の突然の辞去は年寄りも若者も悲しませ、泣かせ        
  た。」(Politika) 
  









































 Meša Selimović, (1966) Derviš i smrt（ダルウィーシュと死）.Svjetlost, 
 Sarajevo. 








































   読んだ    読まない  読んでいる   読めば   読んでも分からない 






   小屋を掃除する   小屋を作る     小屋を出る     小屋を通る 

















    a 公園で歩く   店で服を買う  図書館で勉強する  大学で働く 
    b 寒さで震える  箸で食べる   大声で叫ぶ     台風で家が倒れる 
 
 a において、デ格で示される名詞の文法的な意味は、[動作や出来事の場所]になる。それ




























   a 本棚に本をあげる    お皿に料理をのせる     壁にポスターを貼る 
   b 友達に本をあげる    学生にプリントを渡す    客に商品を売る 







   a [付着先]ニ        [対象]ヲ            
    〈具体物〉        〈具体物〉          〈付着〉Vt 
   b [授与相手]ニ       [対象]ヲ             
     〈人〉         〈具体物〉          〈授与〉Vt 
   c [伝達相手]ニ       [伝達対象]ヲ          







   a かばんに着替えと本とノートを詰めこむ   郵便物をボックスに詰めこむ 
















  [第二の対象]ニ   [対象]ヲ     V 付着 /ものを入れ物に大量に詰める/ 








  [伝達相手]ニ   [伝達対象]ヲ   V 伝達 /色々な知識を無理矢理に覚えさせる/ 


















第二部 本論 （分析結果） 
 




















































(125）Priša-o   sam           nejednak-im             stopa-ma  
            近づく-PST:1SG          一様でない-INST:PL      歩み-INST:PL 
             u         pijesk-u      i          izbrisa-o       trag- ø. 
            〜の中に  砂-LOC:SG     ～も      消す-APP:SG:M    跡-ACC:SG 
          「砂の中の一様でない歩み(の跡)に近づき、跡を消した。」（Proljeća Ivana  
           Galeba） 
   (126）Drža-o            mu             je45                    glav-u   
            握る-APP:SG:M     彼-DAT:SG      である-PRES:3SG        頭-ACC:SG 
         kao          djetet-u,        na        lijev-oj       ruc-i... 
            〜のように   子供-DAT:SG     〜の上に    左の-LOC:SG  手-LOC:SG 
          「子供の（頭を抱える）ように、彼の頭を左手の手で握っていた。（〈直〉... 
      彼の頭を左手の手の上に握っていた。）」  (Proljeća Ivana Galeba) 







 (127) Vrati-li smo      ih           na        obal-u         rijek-e 
             押し戻す-PST:1PL  彼ら-ACC:PL  〜の上に    岸辺-LOC:SG    川-GEN:SG   
             tek       sedam-ø    dana-ø           kasnije. 
             わずか      七              日-GEN:PL        ～後 
           「わずか七日後、彼ら(敵軍人)を川の岸辺へ押し戻した。」(Proljeća Ivana    

















   (128) Izgubi-o sam    prirodnost-ø      i     sigurnost-ø,    kad 
          失う—PST:１SG   自然さ—ACC:SG     ～も   自信—ACC:SG    ～時に 
             sam                 se      susreta-o           s     ljud-ima. 
            である—PRES:1SG       REFL    出会う—APP:SG:M    ～と  人—INST:PL 










 (129）Malo  dan-a     poslije  oproštajn-e      predstav-e,  glumačk-a       
         少し  日-GEN:PL  ～後    お別れの-GEN:SG  劇-GEN:SG    俳優の-NOM:SG   
             družina        napusti-la je    naš-e           mjest-o. 
             一座-NOM:SG    去る-PST:3SG     我々の-ACC:PL  ところ-ACC:PL  
            「お別れの劇の数日後、俳優の一座が我々の小さな町を去った。」(Proljeća  
             Ivana Galeba) 
 (130）Mnogo   nas           je prove-lo      noć-ø      bez    sn-a.          
         大勢    我々-GEN:PL   過ごす-PST:3SG   夜-ACC:SG  なし  夢-GEN:SG 
           「我々の大勢が眠れず夜を過ごした。（〈直〉我々の大勢が夢なしに夜を過 












 (131) Uči-ti        đak-e          pesm-u      
            教える-INF    生徒-ACC:PL    歌-ACC:SG      
     「生徒に歌を教える（〈直〉生徒を歌を教える）」 
(132) Pita-ti       nek-oga        pitanj-e 
          聞く-INF       誰か-ACC:SG    質問-ACC:SG    






















（何か）、否定代名詞 ništa「何も」、指示代名詞46（例(133)）あるいは ovu/tu/onu stvar
「この/その/あのこと」のような、不定の内容を表している表現がほとんどである。例えば、 
 
 (133) Ja         bih              Vas             moli-o47      
              私-NOM:SG である-AOR:1SG   あなた-ACC:SG   願う-APP:M:SG 
              sada    još        ov-o.                   
            今       〜さらに     これ-ACC:SG 
            「私は今あなたにさらにこれもお願いしたいです。（〈直〉私は今あなたを 





                                                            
46 指示代名詞は ovo「これ」、to「それ」、ono「あれ」である。 





 (134）Zamoli-o bih         te               za           pomoć-ø 
             願う-COND.M:1SG     あなた-ACC:SG    〜のために48    手伝い-ACC:SG 
        「あなたに手伝いをお願いしたい。(〈直〉あなたを手伝いのためにお願いし 





 (135）Pita-ti     majk-u       o             očev-oj        bolest-i/ 
             聞く-INF    母-ACC:SG    〜について    父の-LOC:SG     病気-LOC:SG 
             za       očev-u           bolest-ø 
            〜のために    父の-ACC:SG      病気-ACC:SG 























 (136) Uči-ti         neko-ga          astronomij-u/astronomij-i 
             導く-INF      誰か-ACC:SG       天文学-ACC:SG/DAT 







 (137）Savetova-ti           njeg-a/njem-u         nešto 
           アドバイスする-INF      彼-ACC:SG/DAT:SG       何か-ACC:SG 

















8.1.節「生理的な状態」と 8.3 節「心理的な状態」で詳細に説明する。 
 
 (138）Guš-i                   ga          kašalj-ø. 
           息苦しくさせる-PRES:3SG   彼-ACC:SG   咳-NOM:SG 
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           「彼は咳で息苦しくなっている。（〈直〉咳が彼を苦しくさせる。）」   
(139）Bol-i            ga          nog-a.    
           痛める-PRES:3SG    彼-ACC:SG    足-NOM:SG       
        「彼は足が痛い。(〈直〉足が彼を痛くさせる。)」 
 
 Gortan-Premk(1971)はこれらを文法的目的語（いわゆる論理的主語）の状態を表す句 





















 (140）Uhvati-o        me            je                grč-ø             
         握る-APP:SG:M    私-ACC:SG   である-PRES:3SG    けいれん-NOM:SG    
             u         noz-i. 
             〜の中に     足-LOC:SG 














(141) Bol-i          ga       njen-a         hladnoć-a. (Gortan-Premk) 
      痛める-INF     彼-ACC:SG  彼女の-NOM:SG  冷たさ-NOM:SG 
    「彼は彼女の冷たい態度で傷つく。（〈直〉彼女の冷たさが彼を傷つけ 




(142) Zane-la            ga       vrtoglavic-a. (Gortan-Premk) 
      ゆらゆらさせる-PST:3SG 彼-ACC:SG  めまい-NOM:SG 








(143）Zavij-a         ga          u       trbuh-u.   (Gortan-Premk) 
      痛める-INF      彼-ACC:SG    〜の中に  お腹-LOC:SG 
     「彼はお腹が痛んでいる。（〈直〉彼をお腹に痛めている。）」 
 
                                                            
49 主語がなく、述語が中性 3 人称の形をしている文である。 
 Otopli-lo        je.      「暖かくなった。」 
        暖かくなる-PST:3SG:N             
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(144）Zagolica-ø              ga         na         smijeh-ø. 
    くすぐったくさせる-AOR:3SG    彼-ACC:SG    〜の上に  笑い-LOC:SG 
    「彼は笑わされた。（〈直〉彼を笑いにくすぐったくさせた。）」(Gortan-                 
   Premk) 
(145）Nju          bi  žignu-lo...           kad        bi 
     彼女-ACC:SG    鋭く痛める-COND.M:3SG     〜時に     である-AOR:3SG  
    on            spomenu-o                Rašid-a.  (Gortan-Premk) 
      彼-NOM:SG     (名前を)挙げる-APP:SG:M  個人名-ACC:SG 
     「彼女は、彼がラシドの名前を挙げると、 鋭い痛みを感じた。  (〈直〉彼女 






(146) Strah-ø          ga            je.  
     恐れ-NOM:SG      彼-ACC:SG     である-PRES:3SG 
     「彼は怖がっている。（〈直〉彼を恐れである。）」 
(147) Neka     piše51       i     njemu          ako  
       書く-IMP:3SG         ～も   彼-DAT:SG      もし 
       ga            je                 volja.    (Gortan-Premk) 
     彼-ACC:SG    である-PRES:3SG      意志-NOM:SG         
     「もし、彼にその気があれば、彼にも書けば良い。（〈直〉もし、彼を意志   
                                                            
50 名詞的述語は繋辞（jesam/biti という「be 動詞」）と名詞的述語内容語から成り立ち、主語の性質を述べた
り、主語を同定したりする。 
Ivan-ø              je             učenik-ø. 
        個人名-NOM:SG       である-PRES:3SG  学生-NOM:SG  
      「イワンは学生である。」 
 繋辞は jesam/biti という、存在を表す補助動詞で表され、述語の述語的部分をなす。繋辞は特定の意味を持
たず、主語と述語を繋げ、時制･法･みとめ方から文を定めている。繋辞は、述語動詞と同様、主語と一致する。 












 (148）Brig-a     me     (je)             šta              misl-iš! 
            心配:NOM:SG 私-ACC:SG である-PRES:3SG REL(what)-ACC:SG 考える-PRES:2SG 
           「私はあなたがどう思うか気にしない。(〈直〉私をあなたがどう思うかが    
            心配だ52。)」 
      (149） A     reci          ti             što               te  
             そして  言う-IMP:2SG  あなた-NOM:SG  REL(what)-ACC:SG あなた-ACC:SG    
        (je)              volja.         (Gortan-Premk) 
        である-PES:3SG        意志-NOM:SG 
            「そして、あなたが言いたいことを言ってください。（〈直〉そして、あな 









 Temperatur-a        rast-e.   「気温が上がる。」 
    気温-NOM:SG     上がる-PRES:3SG 
 動詞的述語を含む非人称文は注 49 で挙げた。副詞的述語は繋辞と副詞的な単位から成り立ち、主語について副
詞的内容(場所、状態、時間)を表している。例えば、 
 Fakultet-ø             je               daleko.        「大学は遠くにある。」 






が不明になる。つまり、Strah ga je (彼は怖がっている)、Briga ga je（彼は気にしない）
54、Volja ga je（彼は気がある）、Sram ga je（彼は恥ずかしがっている）等は、対格の人





























                                                            
 Danas       je                         hladno.               「今日は寒い。」 






 (150）Ov-o         tež-i                 jedan-ø       kilogram-ø56.  
            これ-NOM:SG    重さがある-PRES:3SG   一-ACC:SG     キロ-ACC:SG 
     「これは一キロの重さがある。（〈直〉これは一キロを重さがある。）」 
 (151) Poje-o  sam       šak-u            jagod-a.    (Gortan-Premk) 
         食べる-PST:1SG    一握り-ACC:SG    いちご-GEN:SG 
            「いちごを一握り食べた。（〈直〉いちごの一握りを食べた。）」 
 (152) Ulaznic-a         košt-a           hiljad-u     dinar-a. 
            チケット-NOM:SG   かかる-PRES:3SG   千-ACC:SG    ディナール-GEN:PL 
           「チケットは千デイナールかかる。（〈直〉ディナールの千をかかる。）」 
 
 このタイプの組み合わせで対格を取るものは曲用を持った数詞あるいは数字的な意味や物
の量を表す名詞であり、動詞は koštati 「値段がある」、vredeti/imati vrednost「価値が













 (153）T-o        jutr-o      je kašlja-o          manje... 
           その- ACC:SG   朝-ACC:SG    咳をする-PST:3SG     〜より少ない程度に 
                                                            







       「彼はその朝（普通より）少ない程度に咳をしていた...（〈直〉彼はその朝  
      を少ない程度に咳をしていた...）」 
 (154）Čas-ø          kasnije...    podig-li su    je           iz  
             瞬間-ACC:SG     〜の後    上げる-PST:3PL  彼女-ACC:SG   〜から 
       naslonjač-a... 
       ひじ掛けいす-GEN:SG 
            「彼らは一瞬後彼女をひじ掛けいすから持ち上げた。(〈直〉彼らは一瞬後を 
             彼女をひじ掛けいすから持ち上げた。)」 
 (155) Udari-o       ga         je               stotin-u    put-a          
             叩く-APP:SG:M  彼-ACC:SG  である-PRES:3SG   百-ACC:SG   ～回-GEN:PL     
         「彼を百回叩いた。（〈直〉彼を回の百を叩いた。）」 (Gortan-Premk:139) 
(156）Abidag-a        obilazi...     sv-e         radov-e       oko 
             個人名-NOM:SG （視察に）訪れる  全て-ACC:PL  工事-ACC:PL   〜の周り 
          mosta...   po     nekoliko         puta         u       danu. 
            橋-GEN:SG  〜の上に いくつか-ACC:SG  〜回-GEN:PL  〜の中に 日-LOC:SG     
         「アビドアガは一日に数回橋の周りの全て工事の視察に訪れている。 (〈直〉    
             アビドアガは一日に回のいくつかを橋の周りの全て工事の視察に訪れている  
        る。)」 (Na Drini ćuprija) 
(157）Gleda-li  smo  se        jedan-ø57   dug-i       tren-ø... 
           （顔を）見合わせる-PST:1PL:REFL  一-ACC:SG  長い-ACC:SG   瞬間-ACC:SG 
           「我々は互いに長い間顔を見合わせていた。（〈直〉我々は互いに一つの長い 
        瞬間を顔を見合わせていた。）」(Projeća Ivana Galeba) 
 (158）Naš-i           junac-i      [su]             stotin-e     i  
             我々の-NOM:PL   英雄-NOM:PL  である-PRES:3PL  百-ACC:PL   ～も 
            stotin-e    kilometar-a         putova-li          voz-om. 
            百-ACC:PL   キロメートル-GEN:PL   旅をする-APP:PL:M  電車-INST:SG 
                                                            
57 この文では例(150)と同様、数詞 jedan「一」の後に二つの対格名詞の連続がある。この場合、数詞 jedan「一」





          「我々の英雄達は何百キロメートルも何百キロメートルも電車で旅をして  
         いた。（〈直〉キロメーロルの何百を何百をも電車で...）」(Gortan- 
































の例は slomiti prozor「窓を割る」、staviti knjige na policu「本を棚に置く」、




   [主体]NOM         Vt          [対象]ACC           




















込む」、okruživati 「囲む」、 zakovati 「（門を）釘付けする」、oboriti 「（頭を）











(159) Gosp-a        Nol-a           pocrvene-ø         naglo... 
     婦人-NOM:SG   個人名-NOM:SG     赤くなる-AOR:3SG   急に 
            dohvati-ø    čaš-u            vod-e       i     raširi 
       取る-AOR:3SG グラス-ACC:SG    水-GEN:SG   ～も    開く-AOR:3SG 
            prozor-ø     širom... (Hronika palanačkog groblja) 
            窓-ACC:SG    広く 
           「ノラ夫人は急に顔が赤くなり、水のグラスを取って窓を広く開いた...」    
     (160) Rek-oh         da       ću oboji-ti      prozorsk-i    okvir-ø 
 言う-AOR:1SG   〜ように  染める-FUT:1SG     窓の-ACC:SG    枠-ACC:SG 
       u      crven—o     ili      zelen-o.  (Proljeća Ivana Galeba) 
            〜の中に  赤-DAT:SG    ～か   緑色-DAT:SG  





(161) Okrenu-o se    oko     drvet-a...  priša-o          dvorišn-oj  
   回る-PST:3SG   〜の周り  木-GEN:SG   近づく-APP:M:SG  中庭-DAT:SG 
              kapij-i    i      oprezno    je           zatvori-o     
              門-DAT:SG  ～も   用心深く   それ-ACC:SG  閉める-APP:M:SG  
        madanal-om. 
        掛けがね-INST:SG 
             「（彼は）木の周りをくるりと周り、中庭の門に近づいて、用心深く(それ   




 [主体]NOM  V 変化   [対象]ACC     ［変化の結果の状態］  ［道具/手段］INST  
〈人〉             〈もの/身体部位〉               〈もの〉   
  
「変化」を表すものには異なる変化の過程の例が見られる。例えば、表面的な変化
(zakovati kapije「ドアを釘付けする」、nakriviti šešir「帽子を傾ける」、brisati 
prozor 「窓ガラスを拭く」など) 、あるいは内部的な変化（razbiti prozor「窓ガラスを
割る」、ubiti nedužnog čoveka 「無実の人を殺す」、rskati kestenje「栗をポリポリか






















 (162) Što    tolik-o               parč-e,           gotovo   pola 
      なぜ   そんなに（大きい)-ACC:SG:N  スライス-ACC:SG    ほぼ   半分    
        tepsij-e,             da         ti             da-la ? 
            オーブン皿-GEN:SG    〜ように    あなた-DAT:SG  あげる-APP:SG:M 
            Nem-a           ni         ona           da          jede... 
            ない-PRES:3SG   否定小辞   彼女-NOM:SG   〜ように   食べる-PRES:3SG 
        「なぜ（彼女が）そんなに大きいスライス、ほぼオブーン皿の半分を（あなた   
            に）あげたの。彼女だって食べられなくて...（〈直〉彼女も食べるためには 





 (163) Zašto  li    sam uze-o     njeg-a     za         slug-u ? ... 
       なぜ  小辞  取る-PST:1SG  彼-ACC:SG  ～のために  召し使い-ACC:SG 
               Ne        samo  da       pij-e...      nego         je 
          否定小辞 だけ  〜ように 飲む-PRES:3SG 〜だけでなく である-PRES:3SG 
 
                                                            
58  Nem-a          da               jed-e.   






         i      bezobrazan-ø. 
              ～も  失礼-NOM:SG:M 
             「いったいなぜ彼を召し使いに雇ったのか。（たくさん酒を)飲むだけでな 
        く、失礼でもある。」   












(164)  ....i  ček-a          da     ga       zadav-e           i 
               ～も   待つ-PRES:3SG  〜ように 彼-ACC:SG  絞殺する-PRES:3PL ～も 
            mrtv-a               spust-e         u        to          blat-o 
              死んだ状態の-ACC:SG  下ろす-PRES:3PL 〜の中に その-ACC:SG 泥-ACC:SG 
           「...そして、（自分が）絞殺されて、死んだ状態でその泥に下ろされるこ 



















obavijati/obaviti「巻く」、 obesiti「掛ける」、 staviti/stavljati「入れる」、 





る」、sakriti/posakrivati「隠す」、 nositi 「（服を）着る」、nositi 「（かばんを脇




(165) Da      im       ne        smeta-ju,       svoj-e 
         ～ように   彼ら-DAT:PL  否定小辞   邪魔する-PRES:3PL 自分の-ACC:PL 
              tog-e          su  obavi-li          oko           grl-a. 
              トーガ-ACC:PL  巻く-PST:3PL       ～の周り      喉-GEN:SG 
        「邪魔されないように、彼らはトーガを喉に巻いた。」 (Afrika) 
  (166) Ponovo  namjesti-ø          daščic-u    i      objesi-ø 
         再び    固定する-AOR:3SG   小板-ACC:SG    ～も     掛ける-AOR:3SG  
              akvarel-ø         na         star-o          mjest-o.... 
              水彩画-ACC:SG     〜の上に    古い-ACC:SG     位置-ACC:SG 
        「再び小板を固定し、水彩画を前の位置に掛けた...」 (Proljeća Ivana   






 [主体]NOM      V 付着       [対象]ACC            ［付着先］        






 (167) Pobijen-ih     je               mnogo,   nisu               samo  
            殺す-PPP:M:PL  である-PRES:3SG  たくさん  である-PRES:NEG:3PL ～だけ 
        Harun-a        zakopa-li        u     tuđ-i          grob-ø. 
            個人名-ACC:SG  埋める-APP:M:PL  〜の中に 他の人の-ACC:SG  墓-ACC:SG 
           「殺された人がたくさんいて、他の人の墓の中に埋められたのはハルンだけ 
            ではなかった（彼らは他の人の墓の中にハルンだけ埋めたのではない）。」    




という意味を表す用法の他にも nositi naočare「（めがねを）かける」、nositi šešir





 (168）...a   vole-la je      crven-a,      plav-a     i    žut-a          
            そして  愛する-PST:3SG 赤い-ACC:PL   青い-ACC:PL  ～も 黄色い-ACC:PL  
            jel-a       i    nosi-la     haljin-e      t-ih        boj-a. 
            料理-ACC:PL ～も  着る-APP:F:SG ドレス-ACC:PL その-GEN:PL 色-GEN:PL 
      「そして、彼女が赤、青、黄色の料理が好きで、その色の服を着ていた。」  




  (169)  Na    glav-i    nos-i         tropsk-i          šešir-ø,    a     
             〜の上に 頭-LOC:SG 着る-PRES:3SG トロピカル-ACC:SG 帽子-ACC:SG そして 
      na     nog-ama    elegantn-e    čizm-e          neverovatno  
      〜の上に  足-LOC:PL  上品な-ACC:PL  ブーツ-ACC:PL  信じられないほど 
      mek-e           kož-e     ispod    jahać-ih            pantalon-a. 
             柔らかい-GEN:SG  革-GEN:SG 〜の下に ライディング-GEN:PL パンツ-GEN:PL 
    「頭にはトロピカルな帽子をかぶり、足にはライディングパンツの下に信じ 
   られないほどの柔らかい革のブーツを履いている。（〈直〉頭にはトロピカ 






  (170) ...njegov-a   mal-a           Maj-a          nosi-la je     na      
             彼の-NOM:SG   小さい-NOM:SG   個人名-NOM:SG  着る-PST:3SG    〜の上に  
             grudi-ma     velik-i         bedž-ø. 
             胸-DAT:PL     大きい-ACC:SG     バッジ-ACC:SG 
            「彼の小さいマヤが大きなバッジを胸にしていた。」(Proljeća Ivana   
       Galeba) 
 (171)  Međutim    i       ona          je                četiri   godin-e  
             ところが   ～も   彼女-NOM:SG   である-PRES:3SG   四       年-GEN:SG 
      bi-la            rob-ø,        nosi-la je       na      grud-ima  
             である-APP:F:SG   奴隷-NOM:SG   着る-APP:F:SG    〜の上に   胸-LOC:PL 
      i      leđ-ima          žut-u           zvezd-u.... 
      ～も    背中-LOC:PL      黄色い-ACC:SG    星-ACC:SG 
     「ところが、彼女も四年間奴隷でいて、胸と背中に黄色い星をつけていた... 
















otkinuti 「 剥 が す / は ぎ 取 る 」 、 kidati 「 破 る 」 、  počupati 「 摘 む 」 、
dizati/dići/podići「上げる」、spustiti/spuštati「下げる」、vaditi/izvaditi「取り出
す 」 、 povaditi 「 取 り 出 す / 引 き 出 す 」 、 izvući/izvlačiti 「 引 き 出 す 」 、








 (172) Nemačk-a          policij-a     je  uhapsi-la       jedn-og        
            ドイツの-NOM:SG    警察-NOM:SG    逮捕する-PST:3SG    一人-ACC:SG   
     muškarc-a     jer     je  otkinu-o      glav-u  
             男性-ACC:S    〜ので   はぎ取る-PST:3SG   頭-ACC:SG   
             sa    voštan-e     figure-e      Adolf-a Hitler-a. 
             〜から  蝋の-GEN:SG  人形-GEN:SG   アドルフ・ヒトラー-GEN:SG 
           「ドイツの警察は、アドルフ・ヒトラーの蝋人形から頭をはぎ取ったので、一 




 (173) ...iz  jedn-og      džep-a           izvuka-o je       maram-u            
             〜から 一つ-GEN:SG  ポケット-GEN:SG  引き出す-PST:3SG スカーフ-ACC:SG 
      koj-u                       je veza-o        oko čela,     a  
      REL(which)-ACC:SG           結ぶ-PST:SG      〜の周り      そして 
      iz     drug-og           rastočen-u         kes-u... 
        〜から   他の-GEN:SG       腐る-PPP-ACC:SG    袋-ACC:SG 
  「（彼は）頭に巻くスカーフを一つのポケットから引き出して、他のポケッ  






(174) A       onda       mi        se   učini-lo       da  
             そして     ～その時に    私-DAT: SG   気がする-PST:3SG    ～ように 
             je  podiga-o      ruk-u,       neodlučno,     jedva      
             上げる-PST:３SG   腕-ACC:SG    ためらいがちに    かろうじて   
             je            odvoji-vši     od         tijel-a... 
             それ(手を)-ACC:SG      TRANS.PST        ～から       体-GEN:SG 
            「そして、彼がかろうじて体から腕を離して、ためらいがちに（腕を)上げた 





 [主体]NOM      V 除去        [対象]ACC             ［除去元］        











 (175)  Podig-la je     kragn-u        na     bundic-i,... 
        上げる-PST:3SG   えり-ACC:SG    〜の上に  ファーコート-LOC:SG 
            「ファーコートのえりを上げた...(〈直〉ファーコートの上のえりを上げ  
             た...) 」 (Leš u fundusu) 
 (176) ...dok   se uspravlja-la,    podig-la je   i     kap-u... 
             〜ながら  立ち上がる-PST:3SG  上げる-PST:3SG  ～も  帽子-ACC:SG 
            「...（彼女は）立ち上がりながら、帽子を上げた...」(Golf) 
 (177)  a         zatim,       pošto        je podig-la     
             そして     それから      〜の後     上げる-PST:3SG   
      naočar-e          na        čel-o.... 
             めがね-ACC:PL      〜の上に     額-ACC:SG 

















 (178) Kraj-em          izbledel-e           crn-e            maram-e  
             縁-INST-SG       色あせた-GEN:SG      黒い-GEN:SG     スカーフ-GEN:SG 
             brisa-la je       ugl-ove              usan-a. 
             拭く-PST:3SG     （口）元-ACC:PL       唇-GEN:PL 
       「色あせた黒いスカーフの縁で口元を拭いていた。」(Ujka Dragi sedi pod   
             jabukom) 
 (179) Proguta-la je     nekoliko    put-a       vazduh-ø     i  
             飲み込む-PST:3SG   いくつか    ～回-GEN:SG  空気-ACC:SG   ～も 
     obrisa-la          znoj-ø       sa           čel-a... 
     拭く-APP:F:SG      汗-ACC:SG    〜から    額-GEN:SG 
    「何回か空気を飲み込み、額から汗を拭いた...」(Politika) 
(180) Obrisa-o      kamen-u      prašin-u       sa       usan-a,... 
      拭く- APP:M:SG   石の-ACC:SG  ほこり-ACC:SG   〜から   唇-ACC:PL 









 (181) Ovaj-ø             je            ljubazno    zamoli-ø       da  
            この(人)-NOM:SG    彼女-ACC:SG    親切に      頼む-AOR:3SG   〜ように 
            kupi-ø         dv-a       kilogram-a         kako        jedan-ø   
            買う-PRES:3SG  二-ACC:SG  キログラム-GEN:SG  〜どのように 一つ-ACC:SG 
            krompir-ø            ne         bi seka-o        na         pola. 
            ジャガイモ-ACC:SG    否定小辞    切る-COND:3SG     〜の上に   半分 
      「（彼は）一つのジャガイモを半分に切らないように、彼女に二キロ買うよう 
            に親切に頼んだ。」(Politika) 
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 (182) Nesreć-a     se desi-la      juče   u          šum-i...     dok 
            事故-NOM:SG  起こる-PST:3SG   昨日   〜の中に  森-LOC:SG    〜の間 
       je                 M. K.       seka-o          drv-a. 
            である-PRES:3SG    名前の頭文字  切る-APP:M:SG    木-ACC:PL 
           motorn-om tester-om. (Radio Televizija Srbije) 
            チェーンソー-INST:SG 
           「事故は昨日、M.K.がチェーンソーで木を切っている間に、 森で...起こっ 
             た。」 
(183) Lopov-ø      je              ulj-e        na     platn-u... 
        泥棒-NOM:SG  である-PRES:SG  油彩画-ACC:SG 〜の上に  カンバス-LOC:SG 
             iseka-o              iz      ram-a... 
             切り取る-APP:M:SG    〜から  額縁-GEN:DG 
            「泥棒は縁から油彩画を...切り取った...」(Radio Televizija Srbije) 
 









る」、 izneti「持ち出す」、 uneti「持ち込む」、 preneti/prenositi 「移す」、
prevoziti/prevesti「輸送する」、ukrcati「（品物を）踏み積みする」、iskrcati「（品
物を）陸揚げする」、 istovarivati 「（荷物を）下ろす」、 slati「送る」、







 (184) Pripadnic-i       Kfor-a   uhapsi-li su        rano    jutros   13  
            メンバー-NOM:SG    KFOR     逮捕する-PST:3PL    早く    今朝   
     Albanac-a,      koji              su prevozi-li       sa    
     アルバニア人    REL(who)-NOM:PL   輸送する-PST:3PL   〜から  
   Kosmet-a        mitraljez-e,      minobacač-e    i     drug-o 
   地名-NOM       機関銃-ACC:PL     迫撃砲-ACC:PL   ～も  他-ACC:SG 
             savremeno       oružj-e         ka       bezbednosn-oj  
             現代の-ACC:SG   兵器-ACC:SG     〜の方へ    セキュリティの-DAT:SG 
             zoni            na          jug-u        Srbij-e.             
   ゾーン-DAT:SG   〜の上に   南-LOC:SG   セルビア-GEN 
    「KFORのメンバーは、今朝早く、コソボ・メトヒヤ自治州からセルビアの南      
     のセキュリティゾーンの方へ機関銃や迫撃砲など他の現代兵器を輸送してい 
   た 13人のアルバニア人を逮捕した。」(Politika) 
 (185) Bakren-e   marijaš-e         koje            su plaća-li  
               銅の-ACC:PL  コインの種類-ACC:PL   REL(which)-ACC:PL   払う-PST:3P 
   za       prevoz-ø,    ljud-i     su baca-li    na  
   ～のために  運送-ACC:SG   人々-NOM:PL  投げる-PST:3PL  ～の上に 
   dn-o       crn-e       skel-e... (Na Drini ćuprija) 
          底-ACC:SG     黒い-GEN:SG    筏-GEN:SG 
              「人々は運送のために払っていた銅貨を黒い筏の上に投げていた。」 
  (186) Jakov-ø          je izne-o          pisaći               st-o  
        個人名-NOM:SG    持ち出す-PST:SG    書くための-ACC:SG    机-ACC:SG 
       na      teras-u,       u        hladovin-u   ladolež-a... 
       〜の上に   テラス-ACC:SG  〜の中に   陰-ACC:SG    ヒルガオ-GEN:SG 







(187) Poštanski     kombij-i    prevozi-li su    građansk-e predmet-e 
    郵便の-NOM:PL バン—NOM:PL 輸送する-PST:3PL 民事-ACC:SG 公文書-ACC:PL 
    iz       Palat-e pravd-e   u       četiri   zgrad-e      
    〜から     司法宮-GEN:SG     〜の中に  四     建物-GEN:PL 
      u       Beograd-u... (Politika) 
      〜の中に  ベオグラード-LOC 
    「郵便バンは司法宮から ベオグラードの四棟の建物へ民事公文書を輸送して 
   いた...」 
(188) Na      spisk-u       bugarsk-ih          carinik-a       i   
     〜の上に  覧表-LOC:SG   ブルガリア-GEN:PL   税関職員-GEN:PL ～も   
      policij-e     naš-lo se        i      26    brodov-a     
     警察-GEN:SG   発見される-PST:3SG   ～も         船-GEN:PL     
      koj-i             su prevozi-li     ovaj-ø       teret-ø     
      REL(which)-NOM:SG     輸送する-PST:3PL  この-ACC:SG   荷物-ACC:SG  
     do    barsk-e     luk-e.  
    〜まで 地名-GEN:SG 港-GEN:SG 
     「ブルガリアの税関職員と警察の覧表にはこの荷物をバルの港まで輸送し      








(189) Prevozi-li su      građansk-e    predmet-e   
      輸送する-PST:3PL   民事-ACC:SG    公文書-ACC:PL  
    poštansk-im      kombij-ima... 
      郵便の-INST:PL   バン—INST:PL 
    「郵便バンで民事公文書を輸送していた...」(Politika) 
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(190) Prevozi-li su    ovaj-ø       teret-ø      brodov-ima... 
              輸送する-PST:3PL この-ACC:SG  荷物-ACC:SG  船-INST:SG 





 (191) Čak      su               i    građan-i       svoj-im         
       さえ  である-PRES:3PL  ～も 住民-NOM:PL   自分の-INST:PL   
     automobil-ima   prevozi-li           ranjen-e        
     自動車-INST:PL  輸送する-APP:M:PL    けが人-ACC:PL    
    do      bolnic-a...  
     〜まで    病院-GEN:PL 
    「住民まで自分の自動車でけが人を病院まで輸送していた...」 




 [主体]NOM  V 移動    [対象]ACC    ［移動前の場所］   [移動後の場所]  






 (192) Iz      džep-a            je izvuka-o         hrp-u  




            zgužvan-ih                 novčanic-a    i    na     moj-ø  
          しわくちゃの-PPP:F:GEN:PL  紙幣-GEN:PL   ～も  〜の上に  私の-ACC:SG 
      ispružen-ø          dlan-ø           spusti-o     četiri 
       広げた-PPP:M:ACC:SG  手のひら-ACC:SG 下ろす-APP:M:SG  四 
       desetodinark-e. 
            10ディナール札-ACC:PL 
           「（彼は）ポケットから 10 ディナール札のしわくちゃの積み重ねを取り出し、 
      私の広げた手の上に 10 ディナール札を四枚おいた。（〈直〉...私の広げた  
            手のひらの上に 10 ディナール札を四枚下ろした。）」(Odmor) 
 (193) Lieberman/Stadler je spusti-o   fotografij-u na    sto-ø. 
       個人名-NOM        下ろす-PST:3SG 写真-ACC:SG  〜の上に テーブル-ACC:SG 
           「リベルマン/スタドレルはテーブルの上に写真をおいた。（〈直〉写真を下    
            ろした）。」(Besnilo) 
 (194) Pilot-ø              helikopter-a...        spusti-o je  
      パイロット-NOM:SG     ヘリコプター-GEN:SG  下ろす-PST:3SG 
            letelic-u        skoro      u      mor-e. 
            航空機-ACC:SG    ほとんど   〜の中に  海-ACC:SG 
           「ヘリコプターのパイロットは...航空機を海に着水させるところだった。    
            （〈直〉航空機を海に下ろすところだった。）」(Politika) 
  







 動詞 ugurati「押し込む」 も似たふるまいを見せている。 
 (195) Onda      sam skin-o      košulj-u        i    ugura-o  
             その時    脱ぐ-PST:1SG    シャツ-ACC:SG   ～も   押し込む-APP:M:SG 
125 
 
             je          u      korp-u   za         prljav-o      rublj-e. 
             それ-ACC:SG 〜の中に バスケット～のために 汚れた-ACC:SG 洗濯物-ACC:SG 
            「そして、私はシャツを脱いで、汚れた洗濯物のためのバスケットにそれを 
             押し込んだ。」 
 (196) ...muškarac-ø  ju           je ugura-o         u      kuć-u  
            男性-NOM:SG    彼女-ACC:SG   押し込む-PST:3SG    ～の中に  家-ACC:SG 
            pritisnuvši       joj            nož-ø           uz      grl-o. 
           押す-TRANS.PST    彼女-DAT:SG    ナイフ-ACC:SG   〜に対して 喉-ACC:SG 
           「（その）男性はナイフを喉にて押しつけて彼女を家に押し込んだ。」    






















かの胸を）突く」、povući(nekoga za uvo)「（誰かの耳を）引っ張る」、izbiti 「殴打す
る」、masirati 「マッサージする」、 odgurnuti「押しのける」 
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(197) Pošto    sam                šak-om        desn-e        ruk-e  
     〜の後   である-PRES:1SG    手-INST:SG    右-INST:SG     腕-GEN:SG 
            čvrsto    stisnu-o      ob-a       štap-a... 
            強く     押す-APP:M:SG     両方-ACC:PL    棒-GEN:PL 
     「右腕の手で強く両方の棒を押してから...( 〈直〉棒の両方を押してか 
       ら...)」   (Golf) 
(198) ...s   ob-e            ruk-e       zgrabio je     
      〜と   両方-INST:PL   手-INST:PL   つかむ-PST:3SG   
    nabačen-u         lopt-u... 
   投げる-PPP:ACC:F:SG  ボール-ACC:SG 














(199) ...on           me        zagrl-i          i     
    彼-NOM:SG    私-ACC:SG    抱きしめる-AOR:3SG     ～も 
   potapš-e       po          ramnen-u. 
             叩く-PRES:3SG  ～の上に     肩-DAT:SG 
        「彼は私を抱きしめて、肩を叩いた。」 
    (200) ...nagnu-o se         i     poljubi-o            ga  
        身をかがめる-PST:3SG  ～も   キスする-APP:M:SG     彼-ACC:SG 
127 
 
             u               čel-o. (Ruski prozor) 
             〜の中に    額-ACC:SG 









(201) ...zatim     bi...               vrhovima         prstiju  
      その後      である-AOR:3SG      先-INST:SG       指-GEN:SG 
      uhvatio             Bobetovu               nadlakticu... 
      取る-APP:M:SG       個人名の-ACC:SG        上腕-ACC:SG 
     「その後、（彼は）指先でボベの上腕をつかんだ...」(Zoe) 
(202) ...uhvati-o  sam      ga             za           ruk-u. 
    取る-PST:1SG           彼-ACC:SG      ～のために   手-ACC:SG 





  [主体]NOM    V 接触     [対象]ACC        ( [接触先] )   [手段/道具]     











(203) Njegov-a     ruk-a,     hrabreći      je,          steza-la     
    彼の-NOM:SG   手-NOM:SG  勇気づけながら 彼女-ACC:SG  つかむ-APP:F:SG    
      ju          je               i    privija-la          sve   jače. 
      彼女-ACC:SG である-PRES:3SG  ～も  引き寄せる-APP:F:SG もっと  強く 
            「彼の手は勇気付けながら、彼女をつかんでもっと強く引き寄せていた。」        





(204) Vrat-ø     mu         je steza-la     kragn-a   od      kaučuk-a. 
      首-ACC:SG 彼-DAT:SG  締める-PST:3SG  襟-NOM:SG  〜から ゴム-GEN:SG 
    「ゴムの襟は彼の首を締めていた。 (〈直〉ゴムの襟は彼に首を締めてい 





















す る 」 、 sastaviti(zbirku oružja) 「 ( 武 器 の コ レ ク シ ョ ン を ) 集 め る 」 、





 (205) Dok       je ple-la      džemper-e,         ši-la  
            〜の間に    編む-PST:3SG    セーター-ACC:PL    縫う-APP:F:SG 
    suknj-e            men-i         i    sestr-i,... 
    スカート-ACC:PL    私-DAT:SG     ～も  妹/姉-DAT:SG 
  「妹/姉と私のために、セーターを編みスカートを縫いながら、...」     
  (Politika) 
       (206) Ovako     kako      pravi-m           ovaj-ø     lonac-ø 
     このように  〜どのように 作る-PRES:1SG     この-ACC:SG   鍋-ACC:SG 
   od      glin-e,.. 
   〜から    粘土-GEN:SG (Uspon i pad Parkinsonove bolesti) 
   「粘土からこの鍋を作っているように、...」 
(207）...skupocen-u   haljin-u...   saši-la      od      material-a  
    高級-ACC-SG     ドレス-ACC:SG  縫う-APP:F:SG 〜から   生地-GEN:SG 
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      koj-i        je dobi-la     na        poklon-ø  
      REL(which)-ACC:SG  もらう-PST:3SG  〜の上に   プレゼント-ACC:SG 
     pre    20    godin-a. 
      ～前に      年-GEN:PL 
     「...20 年前にプレゼントにもらった生地から...高級なドレスを縫った。」     







       (208) ...sagradi-o je  1922. godin-e    na       plantaž-i     pamuk-a  
            建てる-PST:3SG        年-GEN:SG   〜の上に 栽培場-LOC:SG 綿花-GEN:SG 
            teren-ø            za           mini    golf-ø. 
            グランド-ACC:SG     〜のために   ミニ     ゴルフ-ACC:SG 





(209) ...živ-i...   u       Južn-oj     Americ-i,      gde        
             住む-PRES:3SG ～の中に  南の-LOC:SG アメリカ-LOC:SG  REL-(where) 
  se       ponovo    oženi-o,          osnova-o        nov-u       
             REFL     再び      結婚する-APP:M:SG   作る-APP:M:SG    新しい-ACC:SG 
             familij-u,     izrodi-o       djec-u. 
          家族-ACC:SG    生む-PST:3SG    子供たち-ACC:3SG 
        「彼が再婚し、新しい家族を作り、子供たちを生んだ...南アメリカに住んで  







 [主体]NOM     V 生産     [生産の対象]ACC   ([原料]od+GEN)  （[生産の場所]LOC）     





(210) ...kad       ostavim           trag           mastila        
              〜時に       残す-PRES:1SG     跡-ACC:SG      インク-GEN:SG 
              na             ov-oj              hartij-i... 
              〜の上に        この-LOC:SG        紙-LOC:SG 








(211) ...ali    Neimar             se...     sažalio              i  
     しかし     建築業者-NOM:SG    REFL    同情する-APP:M:SG    ～も 
         ostavio         na                stubovima         otvore... 
              残す-APP:M:SG   〜の上に           柱-LOC:PL         穴- ACC:PL 





















(212) Zašto       je                 riđ-u          kos-u  
      どうして    である-PRES:3SG    赤い-ACC:SG     髪の毛-ACC:SG 
              ple-la              u           kurjuk-ø... 
              編む-APP:F:SG       〜の中に       三つ編み-ACC:SG 
     「どうして彼女が赤毛を三つ編みにしていたのか...（赤毛を三つ編みに編  


































   
  (213) Iz      on-og     kontejner-a        uze-o je     




       promrz-lu             beb-u,...      privi-o             
      冷える- APP:F:ACC: SG   赤ちゃん-ACC:SG   寄り添う-APP:M:SG      
      uz       sebe         da     bi           je        
      ～に対して   自分-ACC:SG ～ように  である-AOR:3SG  彼女-ACC:SG  
       zagreja-o,...  
       温める-APP:M:SG 
      「そのゴミのコンテナから赤ちゃんを取り、(その赤ちゃんを)温めるために自 





(214) Aleksandar-ø Stanković-ø     je rasplaka-o     glavn-u 
      個人名-NOM:SG           泣かせる-PST:3SG  メインの-ACC:SG  
     urednic-u         HTV-a               Hloverk-u   Novak- Srzić  
              エディタ-ACC:SG  テレビ局の略称-GEN:SG 個人名-ACC:SG 
          aluzij-ama   na     njen-u      tešk-u     bolest-ø... 
              暗示-INST:SG  ～の上に  彼女の-ACC:SG 重い-ACC:SG  病気-ACC:SG   
        「アレクサンダー・スタンコヴィッチは彼女の重い病気の暗示で HTVの編長  








(215) Naprasan-ø    odlazak-ø     najpopularnij-eg    Makedonc-a 




      ražalosti-o je       i     rasplaka-o      i  
      悲しませる-PST:3SG   ～も    泣かせる-APP:M:SG  〜も 
  staro-ø     i     mlado-ø. 
    年寄り-ACC:SG   〜も   若者-ACC:SG 
     「最も人気のあるマケドニア人の突然の辞去は年寄りも若者も悲しませ、泣 
      かせた。」(Politika) 
(216) Diže-m       se   lak-ø,     opsednut-ø,               ali  
             起きる-PRES:1SG  REFL 軽い-NOM:SG  取り付かれる-PPP:M:NOM:SG しかし 
              me       već    na        prv-om       korak-u       
 私-ACC:SG  既に    ～の上に  一番目-LOC:SG   歩き-LOC:SG -PRES:3SG       
              otrijezn-i            glas-ø       vječito    budn-og 
              正気にする-PST:3SG    声-NOM:SG    永遠に     目が覚めている-GEN:SG   
              djed-a. 
 おじいちゃん-GEN:SG 
             「軽くて(何かに)取りつかれた状態で起きるが、一歩歩いただけで、永遠に    
              目が覚めているおじいちゃんの声が既に私を正気にする。」(Bašta      





 [主体]NOM          V 生理的変化    [対象]ACC  ([原因/手段・方法])INST  
 〈人/現象/事柄〉               〈人〉      〈事柄〉          
 











取る名詞も構造上の必須の要素になる。   
 
(217）Boli-ø            ga          nog-a.    
          痛める-PRES:3SG     彼-ACC:SG     足-NOM:SG       
        「彼は足が痛い。（〈直〉足が彼を痛めている。）」 
  (218) Zane-la              ga         vrtoglavic-a. (Gortan-Premk) 
     ゆらゆらさせる-APP:3SG  彼-ACC:SG  めまい-NOM:SG 
      「彼はめまいでゆらゆらする。（〈直〉めまいが彼をゆらゆらさせる。）」  
  (219）Uhvati-o      me       je              grč-ø             
         握る-APP:SG:M  私-ACC:SG   である-PRES:3SG   けいれん-NOM:SG    
             u       noz-i. 
             〜の中に   足-LOC:SG 
             「私は足がけいれんを起こした。（〈直〉けいれんが私を足に握った。）」 
 
 実例(217)は Boli ga noga「彼は足が痛い」という意味になるが、この三つの要素の組み
合わせから主格名詞 noga「足」を省くと、その意味は完全に不明確になる。Boli gaという























 V 生理的な状態         [対象]ACC          [外的要因]NOM         
                〈人〉             〈身体部位/現象/事柄〉          
 









せ る 」 、 ražalostiti 「 悲 し ま せ る 」 、 urazumiti 「 理 性 を は た ら か せ る 」 、
opterećivati/opteretiti 「 負 担 を か け る 」 、 uznemiravati 「 動 揺 さ せ る 」 、 
zabavljati/zabaviti「（気持ちのうえで）ゆったりさせる」 
  
(220) ..．jer   je osjeća-la    da       ga        oduševljav-a  
        ～ので    感じる-PST:3SG   ～ように  彼-ACC:SG   感動させる-PRES:3SG 
      poznavanj-em    tog       čudn-og       francusk-og  
      知識-INST:SG   その-GEN:SG   不思議な-GEN:SG  フランスの-GEN:SG 
      jezik-a... 
           言語-GEN:SG 
           「 その不思議なフランス語の知識で彼を感動させていたことを感じていた 




(221) Ne        zastaje-m     da     bih         ponek-og 
      否定小辞   止まる-PRES:1SG  ～ように  である-AOR:1SG   誰か-ACC:SG 
      obodri-o      ili   uteši-o       ponek-om     rečj-u,... 
      励ます-APP:M:SG ～か  慰める-APP:M:SG  いくつか-INST:SG 言葉-INST:SG 
     「（私は）いくつかの言葉で誰かを励ますために、または、(誰かを)慰める    






 (222) ...on    želi-ø          da       njegov-ø   glas-ø,    ne  
      彼-NOM:SG  望む-PRES:3SG  〜ように   彼の-ACC:SG 声-ACC:SG  否定小辞 
            padne-ø           u       prazn−o,     da      nađe-ø  
            落ちる-PRES:3SG   〜の中に   虚空-ACC:SG  〜ように  見つける-PRES:3SG  
            odjek-ø,    makar   ga      taj-ø      odjek-ø           
            反響-ACC:SG  ～ても  彼-ACC:SG  その-NOM:SG     反響-NOM:SG  
      u      početk-u      malo   i      uplaši-o. 
            ～の中に  はじめ-LOC:SG   少し   ～も   怖がらせる-APP:M:SG 
      「その反響がはじめに彼を少し怖がらせても、彼の声が虚空に落ちないで反響  




 [主体]NOM          V 心理的変化    [対象]ACC    ([原因/方法])INST  












   (223）Boli-ø           ga         njen-a          hladnoć-a. (Gortan-Premk) 
      痛める-PRES:3SG  彼-ACC:SG  彼女の-NOM:SG  冷たさ-NOM:SG 
   「彼は彼女の冷たい態度で傷つく。（〈直〉彼女の冷たさが彼を傷つけ 
    る）。」 
 (224）Brine-ø         me         njena          bolest-ø.  
      心配させる-PRES:3SG 私-ACC:SG 彼女の-NOM:SG 病気-NOM:SG 
   「私は彼女の病気が心配だ。（〈直〉彼女の病気が私を心配させている。）」 
(225）Plaši-ø              me          samoć-a. 
      怖がらせる-PRES:3SG    私-ACC:SG   孤独-NOM:SG 
   「私は孤独が怖い。（〈直〉孤独が私を怖がらせている。）」 
(226）Veseli-ø          ga         t-a       vest-ø. 
    喜ばせる-PRES:3SG   彼-ACC:SG    その-NOM:SG  ニュース-NOM:SG 
  「彼はそのニュースが嬉しい。（〈直〉そのニュースが彼を喜ばせてい 


























  V 心理的な状態          [対象]ACC         [外的要因]NOM         
                  〈人〉              〈現象/事柄〉 
 




















  (227) ...on-ø    je odve-o           mo-ga        brat-a          
       彼-NOM:SG    連れていく-PST:3SG   私の-ACC:SG   弟/兄-ACC:SG        
               u      tvrđav-u... 
       ～の中に  要塞-ACC:SG 
      「...彼は私の弟を要塞に連れていった...」(Derviš i smrt) 
     (228) A       kad     je iscrp-ena             (pomoć-ø),     
               そして   ～時に   使い果たす-PASS.PRES:F:3SG 援助-NOM:SG  
               izbac-e           ih         iz    mal-og         svratišt-a... 
               追い出す-PRES:3PL 彼ら-ACC:PL ～から 小さい-GEN:SG たまり場-GEN:SG 
        「そして、 援助が使い果たされたときに、彼らを小さいたまり場から追い 




     (229) Starac-ø     me          usjed-e            na        svoj-ø  
         老人-NOM:SG  私-ACC:SG   座らせる-AOR:3SG  〜の上に  自分の-ACC:SG 
              krevet-ø... 
              ベッド-ACC:SG 









  (230) Sutradan   su        opet    doš-li      po     mene,  




    izve-li           me        iz       sob-e      na         
     連れていく-PST:M:PL   私-ACC:SG  ～から    部屋-GEN:SG   ～の上に 
        nečujn-im        bijel-im     kolic-ima,        prevez-li          
             音のしない-LOC:PL  白い-LOC:PL   車いす-LOC:SG   運送する-APP:M:PL  
      kroz...     hodnik-e     i     ugura-li       u      
      ～を通して  廊下-ACC:PL  ～も  押し入れる-APP:PL  ～の中に 
    lift-ø. 
    エレベーター-ACC:SG     
   「翌日は再び私のために来てくれて、音のしない白い車いすに（私を）部 
     屋から連れていって、廊下を通して運びエレベーターに押し入れた。」  









 [主体]NOM  V 空間的変化  [対象]ACC  ［移動前の場所］   [移動後の場所]  
 〈人〉                〈もの〉   〈空間〉        〈空間〉 
 
   8.6. 社会的場面での人への働きかけ 
 









(nekog iz nasledstva)「(遺産から誰かを)除外する」、 osloboditi「解放する」、




(231) Jest,  hti-o sam       da      preda-m        bjegunc-a   
              そう  ～したい-PST:1SG  ～ように  引き渡す-PRES:1SG  逃亡犯人 CC:SG    
         stražar-ima,    i     miran-ø       sam           radi     
          ガードマン-DAT:PL ～も  平静な-NOM:SG  である-PRES:1SG  〜ために  
              to-ga.  
              それ-GEN:SG (Derviš i smrt) 
             「そう、私は逃亡犯人をガードマンに引き渡したかったし、それで平静 





 (232) "Vašington-ø   post-ø"   precizir-a        da      su 
      ワシントン・ポスト-NOM:SG  特定する-PRES:3SG  〜ように である-PRES:3PL 
            najveć-i          donator-i...  zaposli-li         Bil-a     kao     
            最も大きい-NOM:PL 寄付者-NOM:PL 雇用する-APP:M:PL  個人名-ACC 〜として   
            konsultant-a           ili   poslovn-og      partner-a. 
            コンサルタント-ACC:SG  ～か   ビジネス-ACC:SG パートナー-ACC:SG 
      「ワシントン・ポストは最も大きい寄付者がビルをコンサルタントまたはビジ  











sastaviti(dva čoveka) 「(二人を)引き合わせる」 
   
(233) Silaze-ći   u       kabin-u      oko      ponoć-i  
              TRANS        ～の中に  船室-ACC:SG   ～ごろ   夜中の 12時-GEN:SG 
          sreta-m       Robert-a,      mornar-a     Bretonc-a... 
              会う-PRES:1SG   個人名-ACC:SG  船員-ACC:SG  ブルトン人-ACC:SG 
        「夜中の 12時ごろ船室に降りながら、ブルトン人の船員、ロバートに会    
       う。（〈直〉...ロバートを会う。）」 
  (234) Kao da       se    sam-ø     šejtan-ø      potrudi-o  
         ～のように REFL   自身-NOM:SG 悪魔-NOM:SG    努力する-APP:M:SG  
              da          sastav-i         ov-a       dv-a         čovjek-a... 
              〜のように 会わせる-PRES:3SG この-ACC:PL 二人-ACC:PL  人-GEN:PL 
        「悪魔こそがこの二人を引き合わせるために努力したようだ...」 (Derviš     















 (235) Želi-o je         da       spas-e         hadži        Sinanudin-a... 
       ～したい-PST:3SG  ～ように 救う-PRES:3SG  名前の接頭辞  個人名-ACC:SG 
      「(彼は)ハジ･シナヌディンを救いたかった。」。 (Derviš i smrt)  
 (236) Ispriča-o je   kako          su          hajduc-i          
       語る-PST:3SG     ～どのように  である-PRES:3PL   アウトロー-NOM:PL  
             napa-li           dubrovačk-e             trgovc-e... 
       攻撃する-APP:M:PL   ドゥブロヴニクの-ACC:PL   商人-ACC:PL 
            「(彼は)アウトローがドゥブロヴニクの商人を攻撃したことを語った。」     




    [主体]NOM       V 社会的働きかけ           [対象]ACC   
    〈人〉                        〈人〉                  
 










    naterati/nagnati/nagoniti/terati 「（行為の引き起こしの意味の）～させる」  
  pustiti/puštati「(放任の意味の)～させる」  
 
 naterati/nagnati/terati/pustiti/puštati      nek-oga       da       V 




naterati/nagnati/terati        nek-oga         na+名詞 




(237) Prodava-la je  vojnic-ima    hran-u      i      pić-e,  
             売る-PST:3SG   兵士-DAT:PL   食べ物-ACC:SG  ～も   飲み物-ACC:SG 
             pušta-la     ih             da        u          han-u      
        let-PST:3SG    彼ら-ACC:PL    ～ように    ～の中に    宿-LOC:SG    
        kocka-ju...   
        賭けをする-PRES:3PL 
           「彼女は兵士達に食べ物と飲み物を売り、宿で（その兵士達に）賭けをさせて 
        いた...（〈直〉...兵士達を賭けさせていた...）」(Derviš i smrt) 
(238) ...sjećanj-e    i     ovaj-ø        grob-ø    natjera-li su 
       思い出-NOM:SG   ～も  この-NOM:SG   墓-NOM:SG  make- PST:3PL 
             ga          na         poslušnost-ø. 
             彼-ACC:SG    ～の上に     従順-ACC:SG 


































uznemiriti「乱す」、narušiti「侵す」、 remetiti「乱す」、 ometati「妨げる」、 




































        
      (239) Brz-ø        privredn-i     uspon-ø      ojača-o je      ekonomsk-i, 
           急速な-NOM:SG  産業的-NOM:SG  上昇-NOM:SG  強める-PST:3SG 経済的-ACC:SG    
      političk-i,    pa     i  vojn-i,        položaj-ø   Kin-e,      ali 
       政治的-ACC:SG  そして も 軍事的-ACC:SG  地位-ACC:SG 中国-GEN:SG しかし 
      je             mnogo    gde     produbi-o         nepoverenj-e       
      である-PRES:3SG  多くの   どこ    深める-APP:M:SG   不信-ACC:SG    
      u      nju. 
      ～の中に  それ-LOC:SG 
      「急速な産業的上昇は中国の経済的、政治的、そして軍事地位も強めたが、多く 
      のところでは（中国への）不信も深めた。」(Politika) 
  (240) Tako     je             Nemanj-a    uspostavi-o        i      
         そのように  である-PRES:3SG  個人名-NOM  樹立する-APP:M:SG  ～も 
         učvrsti-o           svoj-u         vlast-ø     na        teritorij-i  
         強化する- APP:M:SG 自分の-ACC:SG 政権-ACC:SG ～の中に  領土-LOC:SG 
         od        Kotor-a     do        Sofij-e... 
          ～から   地名-GEN   ～まで    地名-GEN 
          「そのように、ネマニャはコトルからソフィアまでの領土で自分の政権を樹立 











  [主体/原因]NOM        V 変化               [対象]ACC      
 〈人/事柄/現象/組織〉                      〈事柄〉        












































(241) Taj-ø        neobično  topl-i         kraj-ø         mart-a      mesec-a 
        その-NOM:SG 不思議に   暖かい-NOM:SG  終わり-NOM:SG 三月-GEN:SG 月-GEN:SG 
      ubrza-o je     tok-ø      stvar-i       i    done-o            kriz-u. 
       早める-PST:3SG 流れ-ACC:SG 物事-GEN:PL ～も もたらす-APP:M:SG 危機-ACC:SG  
       「その不思議に暖かい三月の終わりが物事の流れを速め、危機をもたらした。    
        (Travnička hronika) 
(242) Taj-ø        pad-ø        okonča-o je        intern-i        konflikt-ø 
      その-NOM:SG 崩壊-NOM:SG  完成する-PST:3SG   内部的-ACC:SG  争い-ACC:SG 
      evropsk-ih           ideologij-a...  
     ヨーロッパの-GEN:PL イデオロギー-GEN:PL  (Politikin kulturni dodatak) 
    「その崩壊がヨーロッパのイデオロギーの内部的争いを完成させた...」 
 (243) Otac-ø     ne       spava-ø        i     brin-e             kako  da      
        父-NOM:SG  否定小辞   眠る-PRES:3SG  ～も  心配する-PRES:3SG ～どのように   
        spas-e              svoj-ø           političk-i         ugled-ø      
        取り戻す-PRES:3SG   自分の-ACC:SG    政治的な-ACC:SG     評判-ACC:SG  
        koj-i           mu        je              sin-ø       naruši-o.  
        REL(which)-ACC:SG  彼-DAT:SG である-PRES:3SG  息子-NOM:SG 侵害する-APP:M:SG 
       「父は寝ておらず、息子に侵害された政治的評判をどのように取り戻せばよいかと     










[主体/原意]NOM      V 変化   [対象]ACC      [動き・状態・関係の所有者]GEN 






















jak →     pojačati 
brz→      ubrzati 
kriv→     iskriviti 
dubok→    produbiti 
visok→    povisiti 
bolji→    poboljšati  
savršen→  usavršiti 
 
 







 (244) Jav-i se         samo    za          trenutak-ø     (zvuk)        
            現れる-PRES:3SG  だけ   ～のために  瞬間-ACC:SG   音-NOM:SG    
           da       bi učini-o  tišin-u       još         već-om,... 
         ～ように    する        沈黙-ACC:SG  ～さらに    大きい-INST:SG 
           「沈黙をさらに大きくするために、(音が)一瞬だけ現れる...」(Travnička  
       hronika) 
 (245) Poče-ću         malo   izdalje,   kako           bih...         
        始まる-FUT:1SG  少し   遠くから   ～どのように   である-AOR:1SG  
             vaš-u        ignorancij-u  učini-o       još    evidentnij-om...     
             あなた方の-ACC:SG 無知-ACC:SG   する-APP:M:SGさらに 明らかな-INST:SG   
             u      t-om        velik-om     i    sramn-om           trenutk-u    
             ～の中に その-LOC:SG 大きい-LOC:SG ～も 恥ずかしい-LOC:SG 瞬間-LOC:SG  
      kada   vam               budem   reka-o     od      čega     
             ～時に あなた方-DAT:PL 言う-FUT.PERF:1SG   ～から  何-GEN:SG   
           je sačinjen-a             duš-a    t-og           vin-a,          
            作り上げる-PASS.PRES:3SG  魂-NOM:SG  その-GEN:SG    ワイン-GEN:SG        
      njeg-ov           lažn-i           sjaj-ø...  
       それの-NOM:SG     偽の-NOM:SG     輝き-NOM:SG 
           「...そのワインの魂、それの偽の輝きが何で作り上げられているかあなた方に  
       言った時、その大きくて恥ずかしい瞬間に、あなた方の無知をさらに明らか   





  učiniti većim               →     povećati   （大きくする） 
  učiniti evidentnjijim/jasnijim  →     pojasniti  （明確にする） 
 
 















 (246) Odgovori-o sam    mu         da        mora-m                         
       答える-PST:1SG   彼-DAT:SG  ～ように ～なければならない-PRES:1SG    
            da    ponese-m             i    beb-u...        Tako                     
            ～ように 持っていく-PRES:1SG  ～も 赤ちゃん-ACC:SG このように  
     sam        popodne   odvuka-o             Džoov-u             
           である-PRES:1SG  午後     引っ張っていく-APP:M:SG  (個人名)の-ACC:SG  
            nosiljk-u        na        četvrt-i      sprat-ø    i       
            ベビーキャリア-ACC:SG ～の上に  四階目-ACC:SG   階-ACC:SG  ～も  
            une-o              je      u          sob-u         za            
            持ち込む-APP:M:SG それ-ACC:SG ～の中に  部屋-ACC:SG  ～のために    
      svirk-e. 
      ギグ-AGG:PL 
           「赤ちゃんも連れて行かなければならないと、彼に答えた...このように、私は 
       午後ジョーのベビーキャリアを四階へ引っ張って行き、ギグの部屋に持ち込ん    
       だ。」 (Politika) 
 (247) Dok-ø  je               s    majk-om       čeka-o           da  
            ～間  である-PRES:3SG ～と  母親-INST:SG  待つ-APP:M:SG   ～ように  
       bude-ø  odveden-ø         na      stratišt-e,    Tomi        se 
            連れて行く-PASS:FUT:M:3SG  ～の上に  処刑場-ACC:SG  個人名-NOM  REFL 
            seća-ø           da     je začu-o      zvuk-ø      jedn-og      
       覚える-PRES:3SG  ～ように  聞く-PST:3SG  音-ACC:SG   一つ-GEN:SG  
         rusk-og      avion-a       ..., koj-i             je                
            ロシアの-GEN:SG  飛行機-GEN:SG    REL(which)-NOM:SG   である-PRES:3SG   
            na        trenutak-ø  odvuka-o         pažnj-u        stražar-a. 
            ～の上に  瞬間-ACC:SG  引く-APP:M:SG   注意-ACC:SG  ガードマン-GEN:PL     
           「トミーは、母親と処刑場へ連れて行かれるのを待っている間に、ガードマン 
        の注意を一瞬引いた、一機のロシアの飛行機の音を聞いたと覚えている。」    





















(248）Jedan-ø       od       uličn-ih        vrtlog-a    odvuka-o je  
      一つ-NOM:SG  ～から  通りの-GEN:PL  渦-GEN:PL  引っ張っていく-PST:3SG 
      šestogodišnj-eg  dečak-a        i    njegovu       majk-u         niz  
      ６歳の-ACC:SG   男の子-ACC:SG ～も 彼の-ACC:SG お母さん-ACC:SG ～の下に   
     Valjevsk-u     ulic-u         ka          Lazarevačk-om    drum-u.    
      地名-ACC:SG    通り-ACC:SG   ～の方へ   地名-DAT:SG     道路-DAT:SG 
     「通りの渦の一つは６歳の男の子とそのお母さんをヴリェヴォ通りを通ってラザレ 










(249）Nek-o        me         je gurnu-o    na        zemlj-u,     zgrabiv-ši  
      誰か-NOM:SG 私-ACC:SG 押す-PST:3SG ～の上に 地面-ACC:SG つかむ  
      me           za          kosu,            odvuka-o                     
      私-ACC:SG    ～のために 髪の毛-ACC:SG    引っ張っていく-APP:M:SG   
      u      kupatil-o    i           zaključa-o. 
    ～の中に   お手洗い    ～も      閉じ込める-APP:M:SG 
     「誰かが私を地面に押し、髪の毛をつかんでお手洗いへ引っ張っていき、（そこに） 














(250）Prijatelj-a  sam             jedva    prepozna-o.       Bio je 
    友達-ACC:SG  である-PRES:1SG  かろうじて 認識する-APP:M:SG である-PST:3SG  
    neobrijan-ø,           zapušten-ø,           prljav-ø.   Nesigurno  
     ひげをそる-PPP:NEG:M:NOM:SG くすむ- PPP:NEG:M:NOM:SG 汚い-NOM:SG 不安定に  
      se kreta-o, kao        da     ni-je              u         svoj-oj  
      移動する   ～のように  ～ように いる-PRES:3SG:NEG ～の中に 自分の-LOC:SG  
      kuć-i,...   Unezvereno,   ćutke,  zgrabi-o                 me   
      家-LOC:SG   やつれた様子で 黙って  ぎゅっとつかむ-APP:M:SG 私-ACC:SG 
      je               za          ruk-u      i       odvuka-o 
     である-PRES:3SG ～のために 腕-ACC:SG ～も   引っ張っていく-APP:M:SG 
      u          kabinet-ø.   
      ～の中に  自習室-ACC:SG 
     「（その人が自分の）友達だとかろうじて分かった。（彼が）ひげをそらず、くす 
     んでいて、汚かった。自分の家にいないように不安定に移動し、...やつれた様子 
      で黙って(私の)腕をぎゅっとつかんで私を自習室に引っ張って行った。」(Novi  




 (251）Dr         Pheapson        ga   je uzeo         pod        ruk-u  
        タイトル（医師） 個人名-NOM:SG  彼   取る-PST:3SG   ～の下に  腕-ACC:SG 
        i           odvuka-o                     u            stran-u. 
        ～も       引っ張っていく-APP:M:SG     ～の中に     横-ACC:SG 
       「Pheapson 医師が彼の腕を取り、横へ引っ張って行った。（〈直〉...彼を腕の下    
       にとり、横へ引っ張って行った。）」(Besnilo) 



































(252) On           je proširi-o        Bogorodičin-u         crkv-u  
      彼-NOM:SG   広くする-PST:3SG   聖母マリアの-ACC:SG   教会-ACC:SG 
      u            tom                 manastir-u. 
      ～の中に    その-LOC:SG        修道院-LOC:SG 
     「彼はその修道院の中に聖母マリアの教会を広くした。」(Ilustrovana   
      istorija Srba) 
(253) Interesantno     si proširi-o       moj-u         idej-u  
    面白く       広げる-PST:2SG   私の ACC:SG  アイディア-ACC:SG 
      o          jevrejsk-im        improvizacij-ama. 
      ～について     ユダヤ人の-LOC:PL 即興-LOC:PL 
     「あなたは私のユダヤ人の即興についてのアイデアを面白く広げた。」  
     (Kronika palanačkog groblja) 
 














a) u（中に）＋名詞 LOC   
b) kod (で/に)＋名詞 GEN 
c) 名詞 DAT 





(254) Pad-ø       američk-og        bombarder-a    21. januar-a  1968.  godin-e  
   墜落-NOM:SG アメリカの-GEN:SG 爆撃機-GEN:SG  1 月 21日-GEN:SG     年-GEN:SG   
        izazva-o  je    kriz-u      u         odnos-ima      izmeđ-u    SAD  i   
        起こす-PST:3SG  危機-ACC:SG  ～の中に 関係-LOC:PL   ～の間    米国 ～も  
        njen-og            NATO                 saveznik-a       Dansk-e,... 
      それの-GEN:SG     北大西洋条約機構    同盟国-GEN:SG   デンマーク-GEN:SG 
     「アメリカの爆撃機の墜落は米国とその同盟国であるデンマークとの間の関係に危   
    機を起こした。」  (Politika) 
(255) Američk-i          plan-ø     za         razvoj-ø    protivraketn-og  
      アメリカの NOM:SG  計画-NOM:SG ～のために 開発-ACC:SGミサイル防衛の-GEN:SG  
     sistem-a          stvori-o je   zabrinutost-ø   kod          sv-ih 
     システム-GEN:SG   作る-PST:3SG 心配-ACC:SG     ～のところに 全て-GEN:PL  
      član-ova          međunarodn-e       zajednic-e,.. 
      メンバー-GEN:PL   国際的-GEN:SG   社会-GEN:SG 
     「アメリカのミサイル防衛システムの開発計画は国際社会の全てのメンバーに心   
      配をもたらした。」  (Politika) 
(256) Prv-i            put-ø       na       trk-ama     u         Despotov-u  
   初めての-ACC:SG  ～度-ACC:SG ～の上に 競馬-LOC:SG ～の中に 地名-LOC:SG  
        bi-la je organizovan-a i    kladionic-a, koj-a             je  
        催す-PASS.PST:3SG     ～も  賭け-NOM:SG   REL(which)-NOM:SG である-PRES:3SG 
        učesnic-ima     i     gost-ima      ov-e            priredb-e  
        参加者-DAT:PL   ～も   観客-DAT:PL   この-GEN:SG     イベント-GEN:SG 
        done-la              posebn-u           neizvesnost-ø,...   
     もたらす-APP:F:SG   特別な-ACC:SG      不安-ACC:SG 
      「デスポトヴォでの競馬では初めてこのイベントの参加者と観客に特別な不安を    
     もたらした賭けも催された...」  (Politika) 
(257) Taj-ø             događaj-ø          prouzrokova-o je       svakako  i  
   その-NOM:SG       出来事-NOM:SG      引き起こす-PST:3SG    確かに  ～も  
        dalj-a             lančan-a          pomeranj-a        stanovništv-a,... 
        更なる-ACC:PL     連鎖的-ACC:PL    移動-ACC:PL      人口-GEN:SG 
        「その出来事は確かに人口の更なる連鎖的な移動も引き起こした、...」           










 [主体]NOM           V 出現        [対象]ACC        [出現のところ] 











 (258）Majk-a      svak-e     zor-e          peče-ø          palačink-e  
        母-NOM:SG   毎-GEN:SG   夜明け-GEN:SG 焼く-PRES:3SG  クレープ-ACC:PL  
            da          bi               mi          ih            vruć-e 
            ～ように  である-AOR:3SG  私-DAT:SG   それ-ACC:PL   熱い-ACC:PL 
            done-la               za            doručak-ø. 
            持ってくる-APP:F:SG   ～のために    朝食-ACC:SG 
           「母は私に熱いままのクレープを朝食に持ってくるために、毎日の夜明けに  
      （クレープを）焼いている。（〈直〉私に熱いままのそれを朝食に持ってくる      


























(259）...Konstantin-ø  je             svoj-ø        drug-i     zlatnik-ø 
      個人名-NOM      である-PRES:3SG 自分の-ACC:SG 他の-ACC:SG 金貨-ACC:SG 
     da-o                pojc-ima. 
     あげる-APP:M:SG     カントル-DAT:PL（教会音楽家） 
    「...コンスタンチンはカントル達に自分の他の金貨をあげた。」(Hazarski   
    rečnik) 
      (260）Krečk-o          mi           je da-o          idej-u... 
      個人名-NOM    私-DAT:SG  あげる-PST:3SG   アイディア-ACC:SG 
    「クレチュコは私にアイディアを与えた...( 〈直〉...私にアイディアをあげ  
      た...)」   (Ciganski nož) 
(261）Reka-o         joj          je               da        godin-e    
     言う-APP:M:SG  彼女-DAT:SG  である-PRES:3SG  ～ように  年-ACC:PL  
     prolaz-e,     da      joj          je               Egon-ø       
      経つ-PRES:3PL  ～ように  彼女-DAT:SG である-PRES:3SG 個人名-NOM  
      svoj-im     odlask-om         da-o             pun-u             
      自分の-INST:SG 離れ去ること-INST:SG あげる-APP:M:SG 完全な-ACC:SG       
   slobod-u,... 
   自由-ACC:SG 
    「数年が経って、エゴンが自分の離れ去ったことで彼女に完全な自由を与え   
    たと、彼は（彼女に）言った...（〈直〉...エゴンが自分の離れ去ったこと   
      で彼女に完全な自由をあげたと、彼は彼女に言った...）」(Sudbine) 
(262）...i   on          ne       nalaža-še          nikad   prav-og  
    ～も  彼-NOM:SG  否定小辞 見つける-IMPF:3SG  全然    本当の-GEN:SG 
      odgovor-a      koj-i                bi              ga  
      答え-GEN:SG  REL(which)-NOM:SG   である-AOR:3SG  彼-ACC:SG  
     umiri-o,...           uni-o               star-o        raspoloženj-e  
            冷静にさせる-APP:M:SG 持ち込む-APP:M:SG   昔の-ACC:SG  機嫌-ACC:SG 
     u          njegov-ø       život-ø        i         da-o  
    ～の中に  彼の-ACC:SG   生活-ACC:SG   ～も   あげる-APP:M:SG 
     sv-ima                stvar-ima        običan-ø          tok-ø. 
     全ての-DAT:PL        物事-DAT:PL      普通の-ACC:SG     流れ-ACC:SG            
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  「...そして彼は、（彼を）冷静にさせ（彼の）生活に昔の機嫌をもたらし、全 
     ての物事に 普通の流れを与えるようなちょうど良い答えを見つけてはいな  
   かった。(〈直〉全ての物事に普通の流れをあげるような本当の答えを見つけ   
   てはいなかった。)」(Bespuće) 
    































 (263)  U              t-om           grad-u      su izgradi-li  
         ～の中に      その-LOC:SG   町-LOC:SG    建てる-PST:3PL 






            siln-e           velelepn-e         bulevar-e... 
            多い-ACC:PL     立派な-ACC:PL     大通り-ACC:PL 
           「その町に多くの立派な大通りを建てた...（〈直〉...多い立派な大通りを   
            建てた...）」               (Politika) 
 (264) ...ministar-ø pravd-e      Srbij-e          postavi-o je   pitanj-e  
   大臣-NOM:SG   正義-GEN:SG セルビア-GEN:SG する-PST:3SG  質問-ACC:SG     
      č-ime      su              to         UNMIK     i    Kfor     uopšte 
      何-INST:SG である-PRES:3PL それ-NOM:SG 部隊名略 ～も 行政名略 いったい 
      izgradi-li     svoj-ø         ugled-ø      na       Kosmet-u...    
     建てる-APP:M:PL 自分の-ACC:SG 評判-ACC:SG  ～の中に コソボ自治州-LOC:SG  
  「...セルビアの法務大臣は UNMIKと Kforがいったい何をしてコソボ自治州で自     
   分の評判を構築することができたのかという質問をした...（〈直〉自分の評判 
    を建てた...）(Politika) 
(265) Jer          t-i           mesec-i,   t-e          godin-e,  
     ～ので      その-NOM:PL  月々-NOM:PL その-NOM:PL  年々-NOM:PL  
    izgradi-li su  najbolj-e       u        men-i,    dok  su  
     建てる-PST:3PL 最も良い-ACC:SG ～の中に 私-LOC:SG ～間 である-PRES:3PL  
           me           bezbrižn-i     dan-i     samo     kvari-li.  
            私-ACC:SG    気楽な-NOM:PL    日々-NOM:PL  だけ    壊す-APP:M:PL 
           「なぜかと言えば、気楽な日々が私を壊してばかりいたのに対して、その月々、     
       その年々こそが私の中に最も良いことを構築したからである。(〈直〉最も良    








(266) A     ni     jedan-ø   od       naveden-ih              slučaj-eva  
    そして 否定小辞  一つ    ～から  指定する- PPP:M:GEN:PL  場合-GEN:PL 
      nije                   do     sada    izrodi-o         valjan-o  
      である-PRES:3SG:NEG  ～まで  今      生む-APP:M:SG  良い-ACC:SG 
      rešenj-e,... 
    解決-ACC:SG 
    「しかし、指定された場合の中の一つも今まで良い解決を生み出していな  
   い、...（〈直〉指定された場合からの一つも良い解決を産んでいない、...）」   
            (Politika)   
(267) Pisa-li su      laž-i          koj-e                je izrodi-o  





      njihov-ø          revolucionarn-i          romantizam-ø. 
      彼らの-NOM:SG   革命的な-NOM:SG     ロマン主義-NOM:SG 
     「（彼らは）彼らの革命的なロマン主義が生み出したうそを書いていた。」  

















 (268) Sefedin-ø Kuk-a  ima-o je      dv-e          rezidencij-e  za 
            個人名-NOM:SG    持つ-PST:3SG  二つの-ACC:PL 公邸-ACC:PL  ～のために  
            vreme-ø       okupacij-e.  
            時-ACC:SG    占領-ACC:SG 
       「セフェディン・クカは占領時代に二つの公邸を持っていた。」(Ciganski  
      nož) 
 (269) ...Konstantin-ø  je             sv-oj         drug-i      zlatnik-ø   
        個人名-NOM:SG  である-PRES:3SG 自分の-ACC:SG  他の-ACC:SG 金貨-ACC:SG 
             da-o               pojc-ima. 
          あげる-APP:M:SG    カントル-DAT:PL 
           「コンスタンチンは他の自分の金貨をカントル達にあげた。」(Hazarski  































































    (270) Reka-o      joj       je               da      godin-e     
     言う-APP:M:SG 彼女-DAT:SG  である-PRES:3SG  ～ように  年-NOM:PL  
          prolaz-e,        da       joj           je               Egon-ø           
          過ぎる-PRES:3PL ～ように  彼女-DAT:SG   である-PRES:3SG 個人名-NOM:SG   
          svoj-im       odlask-om        da-o                pun-u             
          自分の-INST:SG 退去-INST:SG     あげる-APP:M:SG   完全な-ACC:SG    
     slobod-u,...    
      自由-ACC:SG 
         「彼は年が過ぎていて、エゴンが行ってしまったことで彼女に完全な自由を与え    






   [主体・所有者]NOM     V 所有/授受       [所有対象]ACC      













    (271) O             tome            ja            ima-m  
             ～について    それ-LOC:SG     私-NOM:SG    持つ-PRES:1SG 
       precizn-e        statistik-e,...  
             正確な-ACC:PL   統計情報（情報）-ACC:PL 
           「それについて私は正確な統計情報を持っている...」(Sudbine) 
  (272) David-ø        je uze-o         od        čovek-a       cedulj-u          
             個人名-NOM:SG  取る-PST:3SG    ～から   人-ACC:SG    メモ-ACC:SG        
             i        poče-o             je              zagleda-ti. 
             ～も     始める-APP:M:SG   それ-ACC:SG     見つめる-INF    






























 (273）Pasoš-ø,            sreć-om,    ima-m.            Iako  
            パスポート-ACC:SG    幸いに     持つ-PRES:1SG    ～のに   
            nisam    putovala             vekovima. 
            旅行する-PST:1SG:F:NEG        世紀-DAT:PL 
           「何世紀も旅行していないのに、パスポーを幸いにもっている。」  






 (274) Ima-o  sam       samo      slug-e,         kao  što      i     sada 
             持つ-PST:1SG:M ～だけ     召使い-ACC:PL   ～のように    ～も 今 
             ima-m         slug-u.        Slug-u,  a         ne   šegrt-a. 
             持つ-PRES:1SG 召使い-ACC:SG 召使い   そして   否定 見習い-ACC:SG 
            「私には、今も召使いがいるように、召使いしかいなかった。見習いでなく、    
         召使いなのだった。（〈直〉私は、今も召使いを持っているように、召使い 
       しか持っていなかった。見習いでなく、召使いを持っていたのだ。）」 
       (Strah i njegov  sluga) 
 (275) Zašto  ima-m           neodoljiv-u            želj-u         da         
            なぜ    持つ-PRES:1SG   抑えられない-ACC:SG   欲望-ACC:SG   ～ように   
            pođe-m         nek-im           drug-im       pravc-em,      da 
            行く-PRES:1SG  どちらか-INST:SG  他の—INST:SG 方向-INST:SG   ～ように 
       bude-m         nek-o      drug-i ? 
       である-PRES:1SG     誰か—NOM:SG     他の人—NOM:SG 
           「なぜ私は誰か他の人になりたい、どちらか違う方向へ行きたいという抑えら 
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plave oči （青い目）、dugu riđu kosu （長
いジンジャーの髪の毛）、duge noge（長い





težak karakter （きつい性格）、dobar sluh













temperaturu（熱）、  nesanicu（不眠）、 
nadljudsku snagu（人間以上の力）、  oči 















































 (276）Ima-la je     oč-i        pun-e            suz-a.（部分的属格） 
             持つ-PST:3SG 目-ACC:PL  まみれの-ACC:PL   涙-GEN:PL 
     「彼女の目は涙まみれだった。（〈直〉彼女は涙まみれの目を持ってい  
      た。）」 
 (277) Nije ima-o         ni           trenutak-ø     
             持つ-PST:3SG:NEG  否定小辞    瞬間-ACC:SG   
             slobodn-og       vremen-a. （否定小辞に伴う属格） 
        暇な-GEN:SG      時間-GEN:SG 










 (278）Oko   dva  po   ponoć-i      sv-e        zaspi-ø,      i  ker-ovi    
       ～ごろ 2  ～後 真夜中-LOC:SG 全て-NOM:SG 眠る-PRES:3SG ～も 犬-NOM:PL 
            i    petl-ovi,    drum-ovi     su prazn-i,   zvezd-a    više  
            ～も 雄鶏-NOM:PL 道路-NOM:PL 空く-PRES:3PL  星-GEN:PL  もう 
        nema-ø...   A        ja...        baš     onda     ima-m            
       ない-PRES:3SG そして  私-NOM:SG   ～こそ その時   持つ-PRES:1SG  
            nadljudsk-u         snag-u!  
            人間以上の-ACC:SG  力-ACC:SG 
       「真夜中の 2 時ごろ犬も、雄鶏も、全てが眠ってしまい、道路が空いていて、   
       星ももうない...しかし、私はその時こそ人間以上の力がある。（〈直〉真夜 
     中後の  2 時ごろ ...その時こそ人間以上の力を持つ。）  」 (Kronika  




 この実例において oko dva po ponoći「真夜中の 2時ごろ」と baš onda「その時こそ」と




 (279）On-ø       je             uobražen-ø,           ali    je               
        彼-NOM:SG  である-PRES:3SG プライドが高い-NOM:SG しかし である-PRES:3SG   
           na       dobr-om      put-u.    Veruje-ø        u         seb-e...  
            ～の上に 良い-LOC:SG  道-LOC:SG 信じる-PRES:3SG ～の中に 自分-ACC:SG 
            Ima             odličn-e       udarc-e,           ima-ø  
       持つ-PRES:3SG  優れた-ACC:PL ストローク-ACC:PL 持つ-PRES:SG    
            igr-u,          ima-ø          snag-u      i     pokretljivost-ø. 
            ゲーム-ACC:SG   持つ-PRES:3SG 力-ACC:SG  ～も モビリティー-ACC:SG 
      「彼はプライドが高いが、良い方向に向かっている。自分自身を信じて... 
      優れたストロークがあり、ゲームがあり、力とモビリティーを持つ。」         








(280）Ima-la je     blijed-o        lic-e      i      zaklopljen-e         
      持つ-PST:3SG 青ざめた-ACC:SG 顔-ACC:SG ～も 閉じる-PPP:N:ACC: PL  
   oč-i,...  
    目–ACC:PL 
     「（彼女は）顔が青ざめて、目を閉じていた、...（〈直〉青ざめた顔と閉じ 











 (281）Kuć-a      je bi-la obojen-a   plav-o,     ima-la      dv-a       
        家-NOM:SG  染める-PASS:PST    青-ACC:SG   持つ-APP:F:SG  二-ACC:SG 
       velik-a     prozor-a  i     jedn-a      mal-a          vrat-a,      
       大きい-GEN:SG 窓-GEN:SG ～も 一-ACC:SG  小さい-ACC:SG ドア-ACC:SG  
            krov-ø      je  bi-o        visok-ø,    od     žut-ih        dasak-a.  
            屋根–NOM:SG である-PST:3SG:M 高い-NOM:SG ～から 黄色い-GEN:PL 板-GEN:PL 
           「家は青に染められて、二つの大きな窓と一つの小さなドアがあり、屋根が高      
       く黄色い板からできていた。（〈直〉家は...二つの大きな窓と一つの小さ  
       なドアを持ち、屋根は高く黄色い板からだった。）」(Burleska gospodina  








 (282）Nedaleko   od     mor-a        beg-ø                  je ima-o  
            遠くなく    ～から  海-GEN:SG    ベグ（身分名）-NOM:SG 持つ-PST:3SG  
    lep-o          konjsk-o     groblj-e       klesan-o  
    美しい-ACC:SG 馬の-ACC:SG 墓地-ACC:SG  掘る-ACC:AG:PPP:N    
      u      mramor-u,...    
      ～の中に  大理石-LOC:SG 
     「海から遠くないところにベグは大理石に掘られた美しい馬の墓地を持ってい 
     た...」(Hazarski rečnik) 
 (283) ...inače,  ima-o je      i    svoj-ø         štand-ø         na 
      ところで   持つ-PST:3SG  ～も 自分の-ACC:SG ブース-ACC:SG   ～の上に 
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            izložb-i    u     Međunarodn-om  kongresn-om    centr-u  
      展示会-LOC:SG ～の中に 国際-LOC:SG   会議の-LOC:SG センター-LOC:SG 
      u         Berlin-u.  
      ～の中に 地名-LOC:SG 
         「ところで、（彼は）ベルリンの国際会議センターの展示会に自分のブースを  
       持っていた。（〈直〉...ベルリンでの国際会議センターでに展示会にブース  
       を持っていた。）」(Marketing i menadžment biblioteka u svetlu 69.  




 [所有者]NOM   V 物持ち  [所有対象]ACC        (［所有物のありか］u/na+LOC/ADV） 









 (284）Obično  u          takv-im       prilik-ama   uzme-m         da  
       普段   ～の中に  そんな-LOC:PL  機会-LOC:PL 取る-PRES:1SG ～ように 
      čita-m         knjig-u,   ali     tada    nisam ima-la   knjig-u,... 
      読む-PRES:1SG 本-ACC:SG  しかし  その時  持つ-PST:1SG:NEG  本-ACC:SG 
      「（私は）普段そんな時に本を読むことが多いが、その時は本を持ち合わせて   










     (285）...imal-a je   prsten-ø   na     ruc-i;... 
    持つ-PST:3SG  指輪-ACC:SG ～の上に  手-LOC:SG  
      「...手に指輪をしていた...（〈直〉...手に指輪を持っていた...）」    
      （Ljudi govore） 
 
 この実例における na ruci「手に」という要素が物の［付着先］を表すと考えられる。同
じことが次の例における na telu「体に」という要素に関しても言える。 
 
(286) ...jedan-ø   od      poslanik-a      ima-o je      na     tel-u    
    一人-NOM:SG ～から 代議員-GEN:PL  持つ-PST:3SG  ～の上に 体-LOC:SG  
      tetoviran-u              hazarsk-u       istoriju   i  topografij-u. 
      入れ墨をする-PPP:ACC:SG:F 民族名の-ACC:SG 歴史-ACC:SG ～も 地形-ACC:SG 
    「一人の代議員は体にハザールの歴史と地形の入れ墨をされていた...    
     （〈直〉一人の代議員は体に入れ墨されたハザールの歴史と地形を持っていた   







(287）Jedn-a        je ima-la      haljin-u       od      tešk-e,  
      一人-NOM:SG  持つ-PST:3SG ドレス-ACC:SG  ～から 厚手の-GEN:SG  
     otvorenozelen-e            svil-e. 
            ライトグリーンの-GEN:SG   絹-GEN:SG 
           「一人はライトグリーンの厚手絹のドレスを着ていた。（〈直〉一人はライト    
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(288) Zato    je               on-a         ima-la         bluz-u               
      だから  である-PRES:3SG  彼女-NOM:SG  持つ-APP:F:SG  ブラウス-ACC:SG  
      za      balkon-ø,         i    bluz-u         za        dvorišt-e,    
      ～のために バルコニー-ACC:SG ～も ブラウス-ACC:SG ～のために 庭-ACC:SG     
           i   bluz-u         za           parkić-ø,    i     bluz-u                  
           ～も ブラウス-ACC:SG  ～のために   公園-ACC:SG  ～も  ブラウス-ACC:SG  
     za       bioskopčić-ø,...   i     sv-e        jednako    
        ～のために  小さな映画館-ACC:SG  ～も    全て-ACC:SG   同じよう  
             nov-u       bluz-u...  
        新しい-ACC:SG ブラウス-ACC:SG     
      「だからこそ、彼女はバルコニーのためのブラウスや庭のためのブラウスも 
        公園のためのブラウスも小さな映画館のためのブラウスも...そして、ず   
       っと同じように新しいブラウスを持っていた...」(Sudbina jednog   




















dati poklon「プレゼントをあげる」、kupiti nekome knjigu「誰かに本を買う」、
pozajmiti nekome novac「お金を誰かに貸す」等である。それに対し、対象が主体の方に近
づいてくることを表す組み合わせ（「花子が太郎から本をもらう/取る」）は求心的な過程
を示すと言える。その例は dobiti poklon 「プレゼントをもらう」、primiti nagradu「賞





























(289) Posle     je              devojčic-a    Violet-a       da-la  
    それから  である-PRES:3SG  女の子-NOM:SG 個人名-NOM:SG  あげる-APP:F:SG 
      Čarlij-u        češalj-ø     da       se     očešlja-ø  
      個人名-DAT:SG  櫛-ACC:SG    ～ように    REFL    髪をとかす-PRES:3SG 
      pred      ogledalom... 
      ～の前に 鏡-INST:SG 
     「それから、鏡の前で髪をとかすためにヴィオレッタという女の子はチャーリ 









dobiti「もらう/得る」、primiti「受ける」、 uzeti「取る」、 oduzeti「奪う」、 






(290）Dobi-o je     od    mene      mnogo već-i             poklon-ø     
    もらう-PST:3SG  ～から 私-GEN:SG 大分  より大きい-ACC:SG  贈り物-ACC:SG  
      no  što     se       smeo             
     ～より         REFL.     ～てもいい 
      nada-ti,        ali       oseća-ju-ći       da             
    期待する-INF    しかし   感じる-TRANS     ～ように 
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    nije steka-o      moj-e       simpatij-e,... 
    得る-PST:3SG:NEG   私の-ACC:PL   愛着-ACC:PL  
   「（彼は）私から期待してもよかったより大分大きい贈り物をもらったが、  












(291) Seti-o se          moj-e        crven-e       majic-e...           
            思い出す-PST:3SG    私の-GEN:SG 赤い-GEN:SG Ｔシャツ-GEN:SG  
    koj-u...              nisam žele-o          da        proda-m,  
    REL(which)-ACC:SG     ～たい-PST:1SG:NEG    ～ように  売る-PRES:1SG 
      jer    sam             je       i     sam        
             ～ので である-PRES:1SG それ-ACC:SG   ～も  (私)自身-NOM:SG 
          dobi-o        na      poklon-ø. 
          もらう-APP:M:SG    ～の上に   プレゼント-ACC:SG 
         「私自身もプレゼントにもらったので売りたくなかった私の赤いＴシャツを 









(292) Čarli-ø...    je dobi-o      mest-o        za          spavanj-e  
       個人名-NOM:SG もらう-PST:3SG ところ-ACC:SG ～のために 寝ること-ACC:SG 
            pod             Violetin-im            krevet-om.  
           ～の下に       個人名-LOC:SG          ベッド-INST:SG 
           「チャーリーは...ヴィオレッタのベッドの下に寝るところをもらった。」    








(293) Vlajsa     je dobi-o     Nin-ov-u        nagrad-u,... 
    個人名-NOM:SG  もらう-PST:3SG  新聞社名-ACC:SG 賞-ACC:SG 




[主体・所有者]NOM  V 授受   [所有対象]ACC     ［授受相手］DAT/od+GEN   (［所有物のありか］
u/na+LOC/ADV） 








                                                            















 (294) Ona       je             o           Rigout-u      ima-la 
      彼女-NOM:SG である-PRES:3SG ～について 個人名-LOC:SG  持つ-APP:F:SG 
       gor-e        mišljenj-e     i     od        sused-a. 
            より悪い-ACC:SG  意見-ACC:SG   ～も  ～から   隣人-GEN:SG 
           「彼女はリゴウトについて隣人よりもより悪い意見を持っていた。」(Čovek   
      koji je jeo smrt 1793.) 
 






(295) Ima-la je    običaj-ø     da           kasni-ø.  
   持つ-PST:3SG   習慣-ACC:SG   ～ように   遅刻する-PRES:3SG 
   「（彼女は）遅刻する習慣を持っていた。」(Strah i njegov sluga) 
 
 セルビア語では動詞 običavati「習慣を持つ」は頻繁に使われる動詞ではないが、上記の
実例も Običavala je da kasni（遅れる習慣があった） のように言い換えることができる。
したがって、この実例も動詞 imati「持つ」の助動詞化を示していると言える。 
 なお、動作を表す対格名詞と動詞との組み合わせにおける動詞 imati の助動詞化の実例が
見られる。         
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(296) Anđel-i   su             se     smeja-li     najpre  zato što 
      天使-NOM:PL  である-PRES:3PL REFL  笑う-APP:M:PL まず   ～ので 
    bi        već   ima-li     spreman-ø     odgovor-ø,... 
    である-AOR:3PL もう 持つ-APP:M:PL 整える-PPP:SG:M  答え-ACC:SG 
   「天使たちはもう整えた答えを持っていたので、まず笑っていた。」 (Sa   






(297）Milan-ø          još        jedared     pokuša-ø         
    個人名-NOM:SG     ～さらに   一度         やってみる-AOR:3SG    
     da              dobije-ø            odgovor-ø,... 
    ～ように     もらう-PRES:3SG      答え-ACC:SG 
    「ミランはもう一度答えをもらおうとした...」(Kronika palanačkog groblja) 
(298) Kanel-a          beleži-ø         da              je  
    個人名-NOM:SG    気づく-PRES:SG     ～ように    である-PRES:3SG  
      Pantović-ø   jedn-om     prilik-om    ponudi-o   objašnjenj-e... 
    個人名字-NOM:SG ある-INST:SG 機会-INST:SG 提供する-APP:M:SG 説明-ACC:SG 
   「カネラはパントヴィッチがある機会にあたって説明を提供したことに気づい   













(299）...ali   nik-o       još    nije...               objasni-o  
            しかし    誰も-NOM:SG   まだ  である-PRES:3SG:NEG   提供する-APP:M:SG 
       kako         da         se      pomogne-ø     
        ～どのように ～ように   REFL     手伝う-PRES:3SG   
   takv-im      učenic-ima      i      njihov-im       roditelj-ima... 
     そんな-DAT:PL   生徒-DAT:PL    ～も  彼らの-DAT:PL  両親-DAT:PL 
   「...しかし、どのようにそんな生徒たちと彼らの両親を手伝ってあげればいい 













11.1. 「認識の組み合わせ」  
 










 ・「感性的な組み合わせ」   gledati film「映画を見る」 
 ・「知的な組み合わせ」    analizirati okolnosti「状況を分析する」         
 ・「発見の組み合わせ」   pronaći pčelinje gnezdo u uglu zida「壁の角に蜂   

















のグループがある。これらは videti 「見る・見かける」、pogledati「見上げる」、 
posmatrati「監視する」、 promatrati 「観察する」等である。 
  視覚的活動を表す「感性的な組み合わせ」の実例を次に挙げる。 
 
(300） Okrenu-o sam   se     i      vide-o:          vlasulj-u. 
       振り返る-PST:3SG  REFL.   ～も  見る-APP:M:SG   かつら-ACC:SG 
       「振り返ってかつらを見た。）」(Strah i njegov sluga) 
 (301) Gleda-o      me         je               bez  reč-i  
       見る-APP:M:SG  私-ACC:SG  である-PRES:3SG  なし 言葉-GEN:SG 
       nek-o       vrem-e.  
        特定の-ACC:SG  時間-ACC:SG 
       「彼は何も言わずしばらく私を見ていた。（〈直〉...言葉なしに私を見てい   
       た。）」(Strah i njegov sluga) 
 (302） Pogleda-la sam       mu       lic-e,      nije izgleda-o  
       見上げる-PST:3SG     彼-DAT:SG   顔-ACC:SG    見える-PST:NEG:3SG 
        kao            da         je         bolestan-ø. 
        ～のように       ～ように    である-PRES:3SG  病気の-NOM:SG 
       「彼の顔を見上げたが、病気のようではなかった。（〈直〉彼に顔を見あげ 
        た...）(Sve zveri što su sa tobom) 














 (303）Većin-a        je gledala     u         zemlj-u. 
       大部分-NOM:SG    見る-PST:SG     ～の中に     地面-ACC:SG 
       「（人々の）大部分は地面を見ていた。（...地面の方に見ていた。）」 
        (Sudbine) 
 (304）"Kiš-a  će",         pogleda-la je    u         sunce-ø   i  
       雨-NOM:SG である-FUT:3SG 見上げる-PST:3SG ～の中に 太陽-ACC:SG ～も 
             zastrepe-la          od      njegov-og    brz-og      bežanj-a. 
       怖がり出す-APP:F:SG ～から 彼の-GEN:SG  速い-GEN:SG  脱出-GEN:SG 
      「「雨になりそうだ」と太陽を見上げて、彼の速い脱出を怖がり出した...  





 (305）Sta-li smo...  i       ubrzo      sam   ču-o      škrip-u  
       止まる-PST:1PL  ～も   間もなく  聞く-PST:1SG     きしむ音-ACC:SG 
       tešk-e       kapij-e. 
       重い-GEN:SG     門-GEN:SG 
      「止まったら、...間もなく重い門のきしむ音を聞いた。」(Strah i njegov   
      sluga) 
 (306）Irac-ø            ga       opet     nije slušao,... 
       アイルランド人-NOM:SG  彼-ACC:SG   また      聞く-PST:NEG:3SG    
       「アイルランド人はまた彼の話を聞いていなかった...（〈直〉...彼を聞いて 
             いなかった...）」  (Sa silama nemerljivim) 








 (307） Nagnu-o se         i       pomirisa-o    vod-u     u        
       身をかがめる-PST:3SG  ～も   嗅ぐ-APP:M:SG  水-ACC:SG  ～の中に 
       tegl-i.  
        つぼ-LOC:SG 
       「彼は身をかがめて、つぼの中の水を嗅いだ。」(Sve zveri što su sa tobom) 
 (308）Ovako     je...uzviknuo  dom Perinjon-ø    kada   je 
       このように  叫ぶ-PST:3SG   個人名-NOM:SG     ～とき である-PRES:3SG 
            prv-i       put-ø        okusi-o       šampanjac-ø. 
       一番目-ACC:SG  ～回-ACC:SG  味わう-APP:M:SG   シャンパン-ACC:SG 













    [主体]NOM          V 感性            [知覚対象]ACC      




 セルビア語では analizirati problem「問題を分析する」、razmatrati situaciju「事態
































例である。     
 動詞と組み合わさる名詞は主に抽象的である以上、頻繁に修飾を受けることがある。そう
することよって抽象的な[対象]がある程度具体化されるまたは定められると言えよう。例え






                                                            












 (309) Iako    nikada     nije  vide-o      fotografsk-i    apparat-ø,      
             ～ものの ～決して 見る PST:3SG:NEG   写真用の-ACC:SG カメラ-ACC:SG  
       on-ø       je razume-o       ce-o          mehanizam-ø     
            彼-NOM:SG 理解する-PST:3SG 完全な-ACC:S しくみ-ACC:SG   
            rukovanj-a    nj-im;...     
           取り扱い- GEN:SG 彼（それ）-INST:SG 
      「カメラを見たことがないものの、彼はその取り扱いの完全なしくみを理解し 
       ていた、...」(Afrika) 
      (310）On-ø      je reka-o   da       je          Vlad-a    detaljno  
            彼-NOM:SG  言う-PST:3SG ～ように である-PRES:3SG 政府-NOM:SG 詳細に 
        analizira-la      moguć-e          posledic-e     svetsk-e  
       分析する-APP:SG:F   可能な-ACC:PL   結果-ACC:PL   世界的-GEN:SG  
       ekonomsk-e    kriz-e... 
        経済的-GEN:SG  危機-GEN:SG 
        「彼は政府が世界的経済危機の可能性を詳細に分析したと言った...」  












 (311）Dr        John-ø Hamilton-ø    je          skup-ø        
       博士-(略語)   個人名－NOM         である-PRES:SG   集まり-ACC:SG 
       promatra-o             bez        radoznalost-i.  
       観察する-APP:SG:M      なし     好奇心-GEN:SG 






 (312）Ozbiljn-im       pogled-om       promatra-o je     kralj-ø     
        真剣な-INST:SG  まなざし-INST:SG 観察する-PST:3SG  国王-NOM:SG  
        svoj-u         kćerk-u     kako          jeca-ø             i   
        自分の-ACC:SG   娘-ACC:SG   ～どのように  すすり泣く-PRES:3SG  ～も  
       ruk-e          krši-ø,...     
       手-ACC:PL    割る-PRES:3SG 
       「国王は真剣なまなざしですすり泣いたり手をもんだりする娘の様子を観察し  
       ていた。（〈直〉国王は真剣なまなざしですすり泣いたり手をもんだりする 







 (313）...mnog-e     human-e     organizacij-e   sa    otvoren-om  
             多くの-NOM:PL  人道の-NOM:PL  組織-NOM:PL    ～と  あけすけな-INST:SG  
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             podozrivošć-u     promatra-ju         dolazak-ø    američk-ih  
             疑い-INST:SG     観察する-PRES:3PL   到着-ACC:SG  米国の-GEN:PL 
       vojnik-a        u            afričk-u             zemlj-u...(Politika) 
       兵士-GEN:PL    ～の中に   アフリカの-ACC:SG   国-ACC:SG 
   「多くの人道援助関連の組織は米国の兵士の（その）アフリカの国への到着 





 (314）Dobr-o      i   loš-e       raspoloženj-e  doslovce  menja-ø 
         良い-NOM:SG ～も 悪い-NOM:SG  機嫌-NOM:SG   文字通り  変える-PRES:3SG 
            način-ø       na         koj-i            promatra-mo  
        方法-ACC:SG  ～の上に  REL(which)-ACC:SG      観察する-PRES:1PL 
       svet-ø. 
       世界-ACC:SG 
      「良い機嫌と悪い機嫌は文字通り私たちの世界の観察の仕方を変える。 
           （〈直〉良い機嫌と悪い機嫌は文字通り私たちが世界を観察する方法を変え   





 (315）Danas  postavljen-o        pitanj-e     ja     promatra-m 
        今日    載せる-PPP:ACC:SG:N 質問-ACC:SG   私-NOM:SG 観察する-PRES:1SG 
        sa     drug-og-a          ugl-a. 
        ～から    他の-GEN:SG       角度-GEN:SG 
       「私は今日された質問を違う観点から見ている。（〈直〉私は今日された質問 
            を他の角度から観察している。）」 
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 (316）Mora-mo           kritički     da         promatra-mo  
       なければならない（must）  批判的に     ～ように   観察する-PRES:1PL  
       naš-u       istorij-u   a      ne      da       
            我々の-ACC:SG  歴史-ACC:SG   そして    否定小辞  ～ように   
            traži-mo     uteh-u          u        nj-oj. 
       探す-PRES:1PL  慰め-ACC:SG     ～の中に    それ-LOC:SG  
      「そこに慰めを探すのではなく、我々の歴史を批判的に観察しなければならな 
















(317） Njegov-i  interes-i    su se poklapa-li   sa   državn-im...  a 
    彼-NOM:PL 関心-NOM:PL 重なる-PST:3PL:REFL ～と 国の-INST:SG そして 
       sv-i       su mog-li       da     stan-u     u      
    皆-NOM:PL  できる-PST:3SG ～ように  入る-PRES:3PL ～の中に  
       jedn-u       reč-ø:        vlast-ø.       Odmah    sam           
    一つ-ACC:SG  単語-ACC:SG    権力-NOM:SG     すぐに    である-PRES:1SG     
       ga            pročita-o. 
    彼-ACC:SG     読みきる-APP:SG:M    (Strah i njegov sluga) 
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   「彼の関心は国のと重なっており、（その関心は）皆一つの「権力」という単 
     語に入ることができた。すぐに彼の行動を読み取った。（〈直〉すぐに彼を  








 (318）Ćutke     je,            ipak,      proguta-o         
        黙って    である-PRES:3SG    それでも  飲み込む-APP:SG:M  
             odluk-u       kancelar-a    Gerhard-a Šreder-a    i    
        決断-ACC:SG   首相-GEN:SG    個人名-GEN:SG         ～も 
        prihvati-o            resor-ø       odbran-e. 
        引き受ける-APP:SG:M  部-ACC:SG   防衛-ACC:SG  
            「それでも、（彼は）黙ってゲアハルト・シュレーダー首相の決断を認めて、      
             防衛部を引き受けた。（〈直〉...黙ってゲアハルト・シュレーダー首相の 




 [主体]NOM    V 思考    （[思考対象の所有者]）GEN/ACC   [思考対象]ACC      

















  (319) David-ø       je naša-o           u       radionic-i  
        個人名-NOM:SG   見つける-PST:3SG    ～の中に  アトリエ-LOC:SG 
        velik-u,             debel-u             kuk-u. 
        大きい-ACC:SG       重い-ACC:SG     フック-ACC:SG 
       「ダヴィッドはアトリエに大きくて太いフックを見つけた。」(Sudbine) 
 (320）...Aleksandar-ø Albreht-ø   je naša-o      rođak-e       i    
             個人名－NOM:SG          見つける－PST:3SG  親戚-ACC:PL   ～も  
       poznanik-e... u         London-u,       Ženev-i    Pariz-u,  
       知人-ACC:PL  ～の中に  地名-LOC:SG     地名-LOC:SG 地名-LOC:SG 
            Štokholm-u... 
       地名- LOC:SG 
        「...アレクサンダー・アルブレヒトはロンドン、ジュネーブ、パリ、ストッ 




 (321）" Odlično ",    kazah-ø     kao       da      je               
      「すばらしい」   言う-AOR:1SG   ～のように ～ように である-PRES:3SG  
       u      složen-oj        situacij-i     pronaš-la          
        ～の中に  複雑な-DAT:SG   状況-DAT:SG  見つける-APP:F:SG  
        dobitničk-i      potez-ø."  
       勝利の-ACC:SG   動き-ACC:SG 
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      「彼女が複雑な状況の中に勝利を見つけたように、私は「素晴らしい」と言 
        った...」 (Glu pak) 
 





   (322)  Pre   nek-i     dan-ø    je         u     novin-ama  
        ～前に ある-ACC:SG 日-ACC:SG である-PRES:3SG  ～の中に 新聞-LOC:PL 
        vide-o          njen-u           slik-u. 
        見る-APP:M:SG      彼女の-ACC:SG       写真-ACC:SG 
       「数日前に（彼は）写真に彼女の写真を見た。」(Ponedeljak) 
 (323）I     t-u      sam         nakaznost- ø   prv-i      
             ～も   その-ACC:SG  である-PRES:1SG 見苦しさ-ACC:SG  一番目-ACC:SG  
       put-ø     vide-la     u     ov-oj  
       ～回-ACC:SG  見る-APP:F:SG  ～の中に この-LOC:SG 
       blagosloven-oj     zemlj-i. 
       恵む-PPP:SG:F:LOC   国-LOC:SG 
       「その見苦しさをこの恵まれた国に見たのは初めてだった。」(Kronika   








 (324) Pročita-o je     sažaljenj-e   u         njen-im        oč-ima.  
             読み切る-PST:3SG  哀れ-ACC:SG   ～の中に 彼女の-LOC:PL 目-LOC:PL 
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 [主体]NOM    V 発見     [発見物のありか]u+LOC     [発見の対象]ACC      














詞との組み合わせで表す。例えば、pitati za očevu bolest「父の病状を尋ねる」の場合 za
（～のために）と対格名詞からの前置詞句になり、また、govoriti o nečijem odnosu「誰
かとの関係について話す」の場合は o（～について）と所格名詞との前置詞句との組み合わ
せを成す。言語活動を表す動詞は典型的に o（～について）と所格名詞からなる前置詞句と


















(325）"Objasni-o          vam      je         i   rizik-ø  
    説明する-APP:M:SG あなた-DAT:SG である-PRES:3SG  ～も 危険-ACC:SG 
     ko-me         se    izlaže-ø       vaš-a             
    REL(which)-DAT:SG   REFL   さらす-PRES:3SG   あなたの-ACC:SG  
    žen-a ? " 
     妻- NOM:SG     
    「（彼は）あなたに奥様が身をさらしている危険を説明してあげましたか。     
    （（彼は）あなたにあなたの妻が身をさらしている危険を説明しました     
       か。）」(Besnilo) 
(326） Sinhu-a        je          u          celini     prenela  
     新華社-NOM:SG   である-3SG   ～の中に  完全-LOC:SG  伝える-APP:F:SG 
       sv-e       rezultat-e     izbor-a,... 
     全ての-ACC:PL  結果-ACC:PL    選挙-GEN:PL   (Politika) 
   「新華社は完全に選挙の全ての結果を伝えた...」 
(327）...ispriča-la  mi      svoj-u     životn-u   prič-u. 
        語る-APP:F:SG  私-DAT:SG  自分の-ACC:SG 人生-ACC:SG 話-ACC:SG 






 [主体]NOM     V 通達       [伝達相手]DAT      [伝達対象]ACC      
























 (328) U            Carigrad-u      ga         je      
             ～の中に     地名-LOC           彼-ACC:SG   である-PRES:3SG  
            jedan-ø     oficir-ø...         poučava-o  i    astronomij-u. 
            一人-NOM:SG  オフィサー-NOM:SG   教える-APP  ～も   天文学-DAT:SG 
           「コンスタンティノープルでは一人のオフィサーが彼に天文学を教えていた。 






   [主体]NOM   V 教育目的の伝達     [伝達相手]ACC      [伝達対象]ACC/DAT  


















・「感情的な態度の組み合わせ」  voleti knjige「本を好む」 
・「知的な態度の組み合わせ」  smatrati nekoga dobrom osobom「誰かを良い人だとみ  
                    なす」 
・「表現的な態度の組み合わせ」 hvaliti dete「こどもをほめる」 
 







（bojati se zmija「蛇を恐れる」）、与格名詞（zavideti nekome「誰かをうらやましく思
う」）または前置詞句を求めるもの（uživati u pešačenju「ハイキングを楽しむ」、 













 (329) Vole-o              ju               je            i    
        愛する-APP:M:SG   彼女-ACC:SG     である-PRES:3SG      ～も  
             sažaljeva-o      istovremeno. 
             哀れむ-APP:M:SG   同時に 
        「彼女を愛すると同時に哀れんでもいた。」(Ruski prozor) 
 (330)  Sport-ø          sam  zavole-la       uz           oc-a...  
        スポーツ-ACC:SG    好きになる-PST:1SG   ～の傍らに   父-ACC:SG 
        「父の傍らにスポーツが好きになった...（〈直〉...スポーツを好きになっ 
        た...）」 
 (331)   A          tvoj-ø             sud-ø       sam  
        そして     あなたの-ACC:SG    判断-ACC:SG    である-PRES:1SG  
             uvek       ceni-o...  
             いつも    評価する-APP:M:SG 
         「そして、（私は）あなたの判断をいつも高く評価していた...」  
        (Mansarda) 










 (332）...ona     je negira-la      učešć—e      u          prevar-i... 
       彼女-NOM:SG 否定する-PST:3SG 参加-ACC:SG ～の中に 詐欺—LOC:SG 
       「...彼女は詐欺への参加を否定していた...」(Politika) 
 (333）Premijer-ø  Bler-ø         je              potpuno ignorisa-o    
        首相—NOM:SG 個人名-NOM:SG である-PRES:3SG 完全に  否定する-APP:M:SG 
        protest-e    i      zahtev-e      njihov-ih         učesnik-a. 
        デモ-ACC:PL ～も  要求-ACC:PL  それらの-GEN:PL  参加者-GEN:PL 
       「ブレア首相はデモおよびそれらの参加者の要求を完全に無視していた。」 











 (334） Ali,    sv-e           što                  je dolazi-lo   od  
        しかし  全て-ACC:SG   REL(what)-ACC:SG    来る-PST:3SG   ～から 
       Zorke       on         je poštovao       kao        nek-i 
       個人名-GEN:SG 彼-NOM:SG 尊敬する-PST:3SG  ～のように 一種の-ACC:SG 
         fetiš—ø           kao              svetinj-u. 
        フェティッシュ--ACC:SG   ～のように        神聖-ACC:SG  
       「しかし、彼はゾルカからあふれでていたものを全てを一種のフェティッシュ  






   [主体]NOM      V 感情的       [感情の対象]ACC      [感情の内容] 





















 (335）Doktor-ø Vajs-ø         je               sv-e        egzaktn-e  
        博士    個人名-NOM:SG  である-PRES:3SG  全て-ACC:PL  精密な-ACC:PL  
             nauk-e        smatra-o          zanat-ima,     dakle   neč-im 
             科学-ACC:PL  みなす-APP:M:SG  工芸-INST:PL   つまり 何か-INST:SG 
        neintelektualn-im     i      nespekulativn-im,... 
        非知的-INST:SG     ～も    非思索的-INST:SG 
       「ヴァイス博士は全ての精密化学を工芸、つまり何か非知的で非思索的なも 
        のとみなしていた...」(Sudbine) 
 (336）Svoj-u         lepot-u        je smatra-la    za         talenat-ø;... 
            自分の-ACC:SG  美しさ-ACC:SG みなす-PST:3SG  ～のために 才能-ACC:SG 







 (337）Kostjurin-ø     nije  mrze-o       Pavl-a,         ali    ga       
        個人名-NOM:SG  憎む-PST:NEG:3SG   個人名-ACC:SG   しかし   彼-ACC:SG  
        je oceni-o       u     sebi         kao         drsk-og, 
        評価する-PST:3SG  ～の中に  自分-LOC:SG  ～のように 厚かましい-ACC:SG 
        brbljiv-og,         oficir-a,... 
        口の達者な-ACC:SG   士官-ACC:SG 
       「コスチューリンはポールを憎まなかったが、自分の中では彼を厚かましくて 
        口の達者な士官として評価した...」(Seobe) 
 (338）Prv-i          je               "Njujork-ø tajms-ø "      ov-aj  
       最初-NOM:SG   である-PRES:3SG   ニューヨーク・タイムズ   この-ACC:SG 
       dokument-ø     protumačio           kao             ponud-u     
       書類-ACC:SG    解釈する-APP:M:SG   ～のように     申し出—ACC:SG 
       Srbij-e       za               podel-u         Kosov-a...  
       セルビア- GEN:SG  ～のために       分割-ACC:SG    地名-GEN:SG 
       「最初にこの書類をセルビアのコソボの分割の申し出のように解釈したのはニ 


























 (339）Kako     je              još       tumači-o      simbolik-u  
       どのように である-PRES:3SG  ～さらに  解釈する-APP:M:SG  象徴性-ACC:SG 
       svog-a          sn-a?    
            自分の-GEN:SG   夢-GEN:SG  
       「（彼は）他にどのように自分の夢の象徴性を解釈していたのか。」    
           （Peščanik） 
   (340）T-u          činjenic-u  protumači-la je    kao      dokaz-ø 
       その-ACC:SG  事実-ACC:SG  解釈する-PST:3SG   ～のように  証拠-ACC:SG 
       da      njen-i          sugrađan-i  "dobro  zna-ju        šta-ø 
        ～ように  彼女の-NOM:PL   市民-NOM:PL  よく  知る-PRES:3PL 何-NOM:SG 
        je                istin-a,       a         šta         laž-ø".  
        である-PRES:3SG    真実-NOM:SG   そして   何-NOM:SG  うそ-NOM:SG 
       「（彼女は）仲間の市民たちが何が真実であり何がうそであるかよく知ってい  













前に挙げる実例(341)は「知的な態度の組み合わせ」を示すものである。   
 
 (341) Svoj-u        žen-u      i     svoj-u         dec-u      ja 
        自分の-ACC:SG  妻-ACC:SG  ～も  自分の-ACC:SG 子供-ACC:SG 私-NOM:SG 
          nisam   posmatra-o     kao          suprotnost-ø   Crn-ima. 
       監視する-PST:NEG:1SG     ～のように   反対-ACC:SG     黒人-DAT:PL 
      「私は自分の妻と自分の子供たちを黒人とはちがって監視しなかった。」 
            (Afrika) 
 (342) Pognu-o se     prema         men-i       i     pažljivo 
       かがむ-PST:3SG    ～に向かって 私-DAT:SG  ～も   注意して 
       me           posmatra-o           kroz        naočar-e.   
        私-ACC:SG      観察する-APP:M:SG    ～を通して 眼鏡-ACC:PL  
       「私の方に身をかがめて、注意して私を眼鏡を通して観察していた。」  







   [主体]NOM     V 知的      [思考・判断の対象]ACC    [思考・判断の内容] 


























 (343) Hvali-o je       Bosanc-e         što     su  
              ほめる-PST:3SG    民族名-ACC:PL     ～ので  である-PRES:3PL 
       jednostavn-i     i     uzdržljiv-i      i     što     im  
       単純だ-NOM:PL  ～も 遠慮深い-NOM:PL ～も ～ので  彼ら-DAT:PL 
            sirotinj-a       ni-je           nasrtljiva... 
        貧乏人-NOM:SG   である-PRES:NEG:3SG   乱暴-NOM:SG 
      「（彼は）単純で遠慮深く、貧乏人は乱暴でないと、ボスニア人をほ 
      めていた...（単純で遠慮深く、貧乏人は乱暴でないのでボスニア人を   
      ほめていた...）」(Travnička hronika) 
207 
 
 (344）Glavn-i        hašk-i          tužilac-ø     Karl-a del Ponte ... 
       主任の-NOM:SG  地名の-NOM:SG  検事-NOM:SG   個人名-NOM:SG 
       je           nedavno     kritikova-la        hrvatsk-u            
       である-PRES:3SG    最近        批判する-APP:F:SG    国名の-ACC:SG  
       vlast-ø        zbog         njen-e             nekooperativnost-i... 
       政府-ACC:SG    ～ので      それの-GEN:SG      非協力関係-GEN:SG 
       「ハーグの（国際戦犯法廷の）主任検事であるカルラ・デル・ポンテ氏は最近 
            クロアチアの政府を非協力関係のために批判した...」(Politika) 
 (345) ...pa     kad        je                nek—a     gospođ—a  
       そして    ～ときに  である-PRES:3SG  ある-NOM:SG  夫人-NOM:SG 
       na          pijac—i     jedn—u         Kameničank—u  
       ～の上に    市場-LOC:SG  一人—ACC:SG   地名の住民-ACC:SG 
       pohvali-la       da         je                iznenađujuće   
       ほめる-APP:F:SG     ～ように   である-PRES:3SG   驚くほど  
      kulturn-a,... 
      教養のある-NOM:SG 
      「そして、ある婦人は驚くほど教養があると、一人のカメニッツァの女性を 




[主体]NOM   V 知的/感情的   [感情・判断の対象]ACC  [表現の内容]従属節/前置詞句 































tražiti「もとめる/要求する」、 dozvoliti「認める/許可する」、 oprostiti「許す」、 

















 (346）...naredi—ø         oduzimanj-e    životinj—a    ukoliko   se 
       命令する-APP:M:SG  没収-GEN:SG   動物-GEN:SG   ～ば    REFL 
        nije postupi-lo  po       rešenj-u    inspektor-a, koj-i 
       行動する-PST:3SG ～の上に 決定—LOC:SG 検査官-GEN:SG REL(which)—NOM:SG 
        je zabrani-o        ili         naredi—o            mer-u  
       禁止する-PST:3SG     ～か       命令する-APP:M:SG   対応-ACC:SG 
         otklanjanj-a    nedostatak-a. 
       除去—GEN:SG    欠陥-GEN:SG 
       「...欠陥の除去という対応を命令したまたは禁止した検査官の決定に応じて 
             行動しなかった場合、動物の没収を命令した...」(ZAKON O DOBROBITI  




 [主体]NOM    V 要求・願望・禁止   [要求の対象]ACC   [要求の相手]GEN＋名詞/DAT 














 (347）Tvrd—e        da        je         ona       unapred  
      主張する-PRES:3PL ～ように である-PRES:3SG  彼女-NOM:SG 事前に  
      isplanira—la     vojn—u          akcij—u        u 
       企てる-APP:F:SG   軍事の-ACC:SG  行動-ACC:SG    ～の中に 
            Južn—oj               Osetij—i.     
      南の-LOC:SG  地名-LOC:SG 
      「（グルジアは）事前に南オセチアでの軍事行動を企てたと主張している。」 




    [主体]NOM         V 意図・計画・約束       [意図の対象]ACC    






























 ・「離れる過程を表す組み合わせ」：  
     napustiti sobu「部屋を出る」、 ostaviti ostrva「島を離れる」 
 ・「通過を表す組み合わせ」：    
     proći šumu「森を通る」  
 ・「時間を表す組み合わせ」      
      provesti letnji raspust 「夏休みを過ごす」 
 
Ⅱ「状況的量を表す組み合わせ」 
 ・「狭義の量を表す組み合わせ」  
      kupiti kilogram-ø jabuk-a「りんごを一キロ買う」 
 ・「物事の重さ、物事の価値・値段 を表す組み合わせ」 




  provesti jedno veče u hotelu 「ホテルで一晩を過ごす」 
   potrošti jedan sat na dogovor「打ち合わせに一時間を費やす」 
 ・「空間の量を表す組み合わせ」 
    preći malu razdaljinu 「わずかな距離を渡る」 









 離れる過程を表す動詞には代表的に napustiti「離れる」と ostaviti「置いていく」が見
られる。「離れる過程を表す組み合わせ」には次のような例が見られる。  
 
(348）On-ø            je napusti-o      učionic-u. 
    彼-NOM:SG           離れる-PST:3SG     教室-ACC 
   「彼は教室を離れた。」 
(349）Ostavi-li smo      arhipelag-ø      Los-ø,     produži-li  
    動き続ける-PST:1PL  列島-ACC:SG     地名-ACC:SG   続く-APP:M:PL 
    kroz              več-e. 
    ～を通して       夜-ACC:SG 














   [主体]NOM         Vintr/tr 移動       [出発点]ACC       








 (350) Preša-o sam   potom   popreko     cel-u           prašum-u;  
        渡る-PST:1SG  その後 ～を横切って  全体の-ACC:SG  熱帯雨林-ACC:SG 
        preko     dv-e        stotin-e    kilomet-ara. 
        ～以上     二-ACC:SG     百-ACC:PL   キロメートル-GEN:PL 




   [主体]NOM          Vintr 移動           [経路]ACC       
















 (351）Popodn-eva     sam provodi-o    kod             njega  
       午後-ACC:PL     過ごす-PST:1SG   ～のところに   彼-GEN:SG  
            u                apotec-i.  
       ～の中に        薬局-LOC:SG 
      「彼の薬局で午後を過ごしていた。」(Proljeća Ivana Galeba) 
 (352）Zajedničk-i   smo uči-li,      zajedničk-i  provodi-li 
       共同して     勉強する-PST:1PL    共同して   過ごす-APP:M:PL 
      slobodn-e       časov-e,... 
    自由な-ACC:PL   時間-ACC:PL 
         「（私たちは）一緒に勉強して、一緒に自由な時間を過ごしていた。」 




   [主体]NOM          Vintr         [状況的時間の規定]ACC       



















(353) Kupuje—ø          kilogram-ø         jabuk-a.  
           買う-PRES:３SG       一キロ-ACC:SG    りんご-GEN:PL  
       「りんご一キロを買っている。」 
 (354）Potroši-o  sam     milion—ø      dinar-a. 
       費やす-PST:1SG   100万-ACC:SG       ディナール-GEN:PL 




  [主体]NOM       Vtr 動作     [量の規定]ACC      [対象] 
   〈人〉                  〈量〉      〈物〉 
    


















(355)  Ov-o          tež-i             jedan-ø      kilogram-ø.  
             これ-NOM:SG     重さがある-PRES:3SG    一-ACC:SG   キロ-ACC:SG 
            「これは一キロの重さがある。」 
 





    [存在物]NOM      Vintr      [重さ・価値・値段の規定]ACC 
    〈物/抽象物〉                    〈量〉 
 








 (356) Proves-ti    jedn-o        več-e        u         Tokij-u 
     過ごす-INF  一つ-ACC:SG   晩-ACC:SG  ～の中に ホテル-LOC:SG  
    「東京で一晩を過ごす」 
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   (357）Potroši-ti   jedan-ø      sat-ø        na         dogovor-ø 
    費やす-INF  一-ACC:SG  時間-ACC:SG  ～の上に   打ち合わせ-ACC:SG 
   「打ち合わせに一時間を費やす」  
(358）Prespava-ti      dv-e          noć-i      kod           prijatelj-a 
    寝て過ごす-INF  二つ-ACC:SG:  夜-GEN:PL  ～のところに 友達-GEN:SG 
     「二晩を友達のところに泊まる（〈直〉夜の二を友だちのところに泊まる）」 
 
 このタイプの組み合わせを作る動詞には代表的に provesti「過ごす」、 prenoćiti「外









    [主体]NOM              Vtr       [時間の量の規定]ACC 
    〈人/機関〉                    〈時間の量〉 
 






 (359) Pre-ći        mal-u            razdaljin-u       
              渡る-INF      わずかな-ACC:SG   距離-ACC:SG 
       「わずかな距離を渡る」 










 (360) Pretrča-ti        dv-a        kilometr-a   
             走る-INF         ACC:SG      キロメートル-GEN 
       「二キロメートル走る（〈直〉キロメートルの二を走る）」 
  (361) Proputova-ti   stotin-e      kilomet-ara         voz-om 
            旅行する-INF    百-ACC:PL      キロメートル-GEN:PL   電車-INST:SG 
           「電車で数百キロメートル旅行する（〈直〉キロメートルの数百を電車で旅   
       行する）」 
 
 それに対し、数詞 jedan「一」の場合は、数詞も長さの測定単位である名詞も対格になる。 
 
    (362) Skoči-ti      jedan-ø         metar-ø               
              跳ぶ-INF      一-ACC:SG       メートル-ACC:SG 






     [主体]NOM      Vintr          [距離・経路の量的規定] ACC 
























化していると言える。この用法における代表的な名詞は dan「日」、 noć「夜」、 jutro







(363）T-o        jutr-o     je kašlja-o        manje... 
         その- ACC:SG     朝-ACC:SG   咳をする-PST:3SG     〜より少ない程度に 
        「（彼は）その朝（普通より）少ない程度に咳をしていた...（〈直〉彼はそ 
         の朝を（普通より）少ない程度に咳をしていた...）」  
   
                                                            
80 多少は見られる。実例(364)はそうである。 
81 これらの連体修飾語については Gortan-Premkも述べている（Gortan-Premk:131)。 
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 (364）Čas-ø        kasnije...  podig-li su         je           iz  
             瞬間-ACC:SG   〜の後    持ち上げる-PST:3PL  彼女-ACC:SG   〜から 
        naslonjač-a... 
        ひじ掛けいす-GEN:SG 
            「彼らは一瞬後彼女をひじ掛けいすから上げた... (〈直〉彼らは一瞬後を彼  




(365）Gleda-li  smo  se           jedan-ø     dug-i       tren-ø... 
           （顔を）見合わせる-PST:1PL:REFL  一-ACC:SG  長い-ACC:SG  瞬間-ACC:SG 
           「我々は互いに長い間顔を見合わせていた...（〈直〉我々は互いに一つの長 
            い瞬間を顔を見合わせていた...）」 
 
 なお、対格名詞が ceo/čitav「完全の」という形容詞を伴うこともある。 
 
 (366）Cel-o        popodn-e      je gleda-o    televizij-u. 
       完全の-ACC:SG 午後-ACAC:SG 見る-PST:3SG テレビ-ACC:SG 
      「一晩中テレビを見ていた。（〈直〉一晩中をテレビを見ていた。）」 
 (367）Čitav-u     noć-ø      govrio je   o          tom-e.  
           完全の-ACC:SG  夜-ACC:SG  話す-PST:SG ～について それ-LOC:SG 
           「一晩中それについて話していた。（〈直〉一晩中をそれについて話してい 
            た。）」(Gortan-Premk)82 
 
 この他に、序数詞 prvi/prva/prvo と drugi/druga/drugo という連体修飾語を伴うものもあ
る。 








 (368）S...    visin-e        ugleda-ø      prv-i         put-ø  
            ～から  高さ-GEN:SG  見る-AOR:3SG  一番目-ACC:SG  ～回-ACC:SG 
            Skararsk-o   jezer-o.  
          地名-ACC:SG 湖-ACC:SG 
      「高いところから初めてスカダル湖を見た。（〈直〉一回目をスカダル湖を見                     







 〈時間・期間〉             事柄 








(369）Stotin-u     put-a           ga          je   udari-o. 
          百-ACC:SG     ～回-GEN:PL     彼-ACC:SG     叩く-PST:3SG    
        「彼を百回叩いた。」  
 (370）Hiljad-u   put-a        sam         t-i   
            千-ACC:SG   ～回-GEN:PL    である-PRES:1SG あなた-DAT:SG 
       ispriča-o    t-u           prič-u. 
       話す-APP:M:SG その-ACC:SG  話-ACC:SG 








   [外的回数・頻度] ACC 




























































 (371) Čim-ø    je diplomira-la     na        Elektrotehničk-om   fakultet-u, 
            すぐに   卒業する-PST:3SG    〜の上に  電気工学の-LOC:SG   学部-LOC:SG          
            spakova-la  je            kofer-e              i     uputi-la se. 
           （荷物を）詰める-PST:3SG   スーツケース-ACC:PL  ～も  向かう-PST:3SG 
        na      istok-ø.       
            〜の上に  東方-LOC:SG 
       「電気工学部を卒業したとたんに、スーツケースを詰め、東方に向かった。」 
(372) A      gospođ-a    Biljan-a Plavšić-ø  spakova-la je  svoj-ø                 
           そして  氏-NOM:SG  個人名-NOM:SG      詰める-PST:3SG  自分の-ACC:SG    
           neseser-ø     u      omanj-u       putn-u            torb-u. 
            ポーチ-ACC:SG 〜の中に 小さ目-LOC:SG  旅行用の-LOC:SG   かばん-LOC:SG 
           「そして、ビリャナ・プラヴシッチ氏は自分のポーチを小さ目の旅行かばんに 








  [主体]NOM         spakovati 変化                    [対象]ACC          




  [主体]NOM       spakovati 付着             [対象]ACC      ［付着先］u+LOC      
































 (373)...pojavi-o       jedan-ø            sredovečn-i         čovek-ø      
            現れる-PST:3SG     一人-NOM:SG       中年の-NOM:SG        男性-NOM:SG  
            koji                je raširi-o      crnogorsk-u         zastav-u... 
            REL(which)-NOM:SG   広げる-PST:3SG   地名の-ACC:SG       国旗-ACC:SG 





   (374) Onda    sam...podiga-o     svoj-u      jakn-u     i    raširi-o            
            その時  持ち上げる-PST:1SG  自分の-ACC:SGジャケット～も 広げる-APP:SG:M     
            je          preko             naslon-a        fotelj-e 
           それ-ACC:SG   〜を覆って        背-GEN:SG       ひじかけいす-GEN:SG    
    「それから、私は自分のジャケットを持ち上げ、ひじかけいすの背に広げてか 
    けた。（〈直〉ジャケットを持ち上げ、それをひじかけいすの背を覆って広 
   げた。）」 
(375) I    potež-e         iz     donj-eg      džep-a          jedan-ø      
      ～も  引き出す-AOR:3SG 〜から 下の-GEN:SG  ポケット-GEN:DG 一つ-ACC:SG 
      velik-i       plan,       rašir-i        ga 
      大きい-ACC:SG  図面-ACC:SG  開く-AOR:3SG   それ-ACC:SG  
      po        stol-u...      
    〜の上に  テーブル- LOC:SG      
     「そして、下のポケットから大きな図面を一枚引き出し、（それを）テーブル  














  [主体]NOM   držati 接触   [対象]ACC     za(～のために)/u(～の中に)+[接触先]ACC            
  〈人〉                   〈物〉               〈物/身体部位〉        
 
 (376) U      ruc-i        je drža-la      crn-u       lepez-u. 
         〜の中に    手-LOC:SG    持つ-PST:3SG     黒い-ACC:SG   扇子-ACC:SG 





 (377) Papas-ø      Avram-ø          uhvati-ø       papig-u       
             個人名-NOM  個人名字-NOM:SG   掴む-AOR:3SG   オウム-ACC:SG  
             koj-a              je                kandž-ama        drža-la           
             REL(which)-NOM:SG  である-PRES:3SG  かぎづめ-INST:PL  持つ-APP:SG:F    
             fenjer-ø. 
             カンテラ-ACC:SG 
            「パパス・アヴラムはかぎづめでカンテラを持っていたオウムを捕まえた。」 







 (378) Samo       sam                ja              zna-o  
              だけ      である—PRES:1SG     私—NOM:SG       知る-APP:SG:M  
         u         koj-oj       fioc-i            drž-i          veš-ø,                  
           〜の中に  どの—LOC:SG  引き出し—LOC:SG   持つ—PRES:3SG  下着-ACC:SG  
           a             u               koj-oj           nakit-ø.   
           そして        〜の中に        どの-LOC:SG    ジュエリー—ACC:SG 
             「私だけが（彼女が）どの引き出しに下着を入れているかどの引き出しにジ 
              ュエリーを入れているか知っていた。」(〈直〉私だけが（彼女が）どの引  
              き出しの中に下着を持っているか、どの引き出しにジュエリーを持ってい   




  [主体]NOM  držati ものもち  [対象]ACC   u(～の中に)+[所有物のありか]LOC        
   〈人〉                 〈物〉            〈物/空間〉      
 


















     (379)  Ovoga        put-a        je            na       vrh-u,     odnosno      
             この-GEN:SG 〜回-GEN:SG である-PRES:3SG 〜の上に 頂上—LOC:SG つまり    
             visin-i         od       8.850    metar-a,          raširi-o   
             高さ-LOC:SG     〜から            メートル—GEN:PL    広げる—APP:SG:M      
             transparent-ø    "Zaustavi-te      klimatsk-e         promen-e ".  
              バナー—ACC:SG     止める—IMP:2PL   気候の—ACC:PL      変動—ACC:PL 
             「今回は頂上、つまり、8500メートルの高さ(のところ)に「気候変動を止め 
        ろ！」というバナーを広げておいた。」     
     (380)  ...a     Dragan-a        se vrati-la    da         raširi-ø      
              そして   個人名-NOM:SG    戻る-PST:3SG   〜ように   開く-PRES:3SG 
              suncobran-ø       u      dvorišt-u. 
              パラソル-ACC:SG   〜の中に   中庭-LOC:SG 













 (381) Potom   su          kovčeg-ø  od     ružin-og     drv-eta   sa   
            それから である-PRES:3PL 棺-ACC:SG 〜から バラの-GEN:SG 木-GEN:SG 〜と 
            tel-om        pesnik-a     preuze-la        njegov-a     pesničk-a 
            死体-INST:SG  詩人-GEN:SG  引取る-APP:PL:F   彼の-NOM:PL  詩人の-NOM:PL 
            sabrać-a     i     une-la        ga           
            仲間-NOM:PL  ～も    持ち込む-APP:PL:F    ACC:SG 
            u         Saborn-u       crkv-u...  
        〜の中に   大聖堂の-ACC:SG    教会-ACC:SG 
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      「それから、詩人の死体の入ったバラの木の棺を詩人仲間たちが引き取り、  
      大聖堂に持ち込んだ...」    
                                    
 上に挙げた例を元に物の「移動」を表す組み合わせの構造を次にようにまとめることがで
きる。 
   
物の「移動」 
[主体]NOM [対象]ACC  iz/sa+［移動前場所]GEN  u/na/po+[移動後の場所]ACC/LOC  V移動 

















  [主体]ガ            [対象]ヲ            ［付着先]ニ        V 付着  
  〈人〉                〈もの〉              〈もの〉   
 
物の「移動」 
  [主体]ガ    [対象]ヲ   ［移動前場所]カラ  [移動後の場所]ニ/ヘ/マデ  V 移動 
   〈人〉     〈もの〉    〈空間〉         〈空間〉 











(382) Ta           staric-a,      bez     koj-e            ne  
            その—NOM:SG   年寄り-NOM:SG   なし    REL(which)-GEN:SG  否定小辞   
         biv-a            nijedan-ø porođaj-ø  u        imućnij-im    kuć-ama, 
            である- PRES:3SG 一つも    出産       〜の中に 裕福な-LOC:PL 家-LOC:PL 
     raširi-la je   još       više    kazivanj-e    o         gospođ-i 
     開く-PST:3SG   ～さらに  多く    話- ACC:SG    〜について 婦人-LOC:SG 
     Davil-ø         kao            majc-i         i          domaćic-i.  
     個人名-NOM      〜のように    母親-LOC:SG    ～も      主婦-LOC:SG 
    「裕福な家での出産が（彼女が）いなくては一つも考えられないというその年   
   寄りの婦人は母親でもあり主婦でもあるダヴィル婦人についてのたくさんの話 
   をさらに広めた。」 (Gospođa Davil) 
 




 [主体]NOM      raširiti 通達      [伝達対象]ACC     ［伝達相手]  DAT/前置詞+LOC              











    
(383) Strahuj-e se         da       će            obiln-e       padavin-e  
     恐れる-PRES:3SG:REFL  〜ように  want-PRES:3PL  大量の-NOM:SG  雨-NOM:PL 
      naredn-ih       mesec-i         raširi-ti     epidemij-u. 
      次の-GEN:PL     月-GEN:PL       開く-INF       (伝染病の)流行-ACC:SG 
    「大量の雨は次の数ヶ月の間（伝染病の）流行を広げる恐れがある。」 
 
 例(383)の raširiti の現れ方の構造を次のようにまとめることができる。 
 
     [主体]NOM        raširiti 事の 変化          [対象]ACC                       







(384) Vođ-a         kavkask-ih    ekstremist-a...odavno (je)obeća-o    
     リーダー-NOM:SG 地名の-GEN:PL 過激派-GEN:PL 昔から  約束する-PST:3SG  
     da    će raširi-ti rat-ø     na        teritorij-u  cel-e        
     〜ように  開く-FUT:3SG  戦争-ACC:SG 〜の上に 領地-ACCSG  全体-GEN:SG  
      Rusij-e. 
       地名- GEN:SG      
     「カフカスの過激派のリーダーは昔からロシアの領地全体に戦争を広げると約 
     束していた。」 
(385) ...Ugo Čaves      očeku-je            da      će...uspe-ti      
     個人名-NOM:SG     期待する-PRES:3SG  〜ように  成功する-FUT:3SG   
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     da       rašir-i         antiimperijalističk-i   žar-ø         
     〜ように   開く-PRES:3SG   反帝国主義的な-ACC:SG     熱意-ACC:SG   
     po      čitav-om     kontinent-u. 
    〜の上に  全体-LOC:SG    大陸-LOC:SG 
     「ウゴ・チャベスは大陸全体に反帝国主義的な熱意を広めることに成功すると    




















  (386) Bakren-e    marijaš-e     koj-e             su plaća-li   za           
            銅の-ACC:PL コイン-ACC:PL REL(which)-ACC:PL  払う-PST:3PL   ～のために   
           prevoz-ø,    ljud-i       su baca-li     na       dn-o     crn-e          
            運送-ACC:SG  人々-NOM:PL   投げる-PST:3PL  ～の上に 上-ACC:SG 黒い-GEN:SG   
             skel-e... 
             筏-GEN:SG 
     「人々は運送のために払っていた銅貨を黒い筏の上に投げていた。」(Na Drini  
   ćuprija) 
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(387) Odnekud    dovuč-e              svežanj-ø      ilustracij-a,    
     どこからか   引っ張り寄せる-AOR:3SG     束-ACC:SG       イラスト-GEN:PL  
      bac-i            ih            na         klavir-ø      i      
      投げる-AOR:3SG   それ-ACC:PL   〜の上に     ピアノ-ACC:SG   ～も 
             stane            nestrpljivo  listati.  
             始まる-AOR:3SG   性急に    めくる-INF 
     「どこからかイラストの束を引っ張り寄せピアノの上に投げ、性急にめくり始 





































   (388) Rej  Gosling...      prizna-o je      da     je  
      個人名-NOM:SG        認める-PST:3SG   〜ように  である-PRES:3S 
     sv-og         ljubavnik-a    obolel-og       od    sid-e 
      自分の-ACC:SG  恋人-ACC:SG    病気の-ACC:SG    〜から  エイズ-GEN:SG 
      uguši-o                jastuk-om. 
            窒息死させる-APP:SG:M   枕-INST:SG 
           「レイ・ゴスリングはエイズにかかっていた自分の恋人を枕で窒息死させたこ 











  [主体]NOM    V変化      [対象]ACC   （[手段/道具]）INST     ([結果の状態]) 
   〈人〉             〈もの〉    〈もの〉 
 
人の「生理的な変化」 
  [主体]NOM              V 生理的変化                [対象]ACC    




 動詞 ubiti/pobiti「殺す」や ugušiti「窒息死させる」なども組み合わさる対格名詞が抽
象化することによって、事の「変化」を表すこともできる。 
 
(389) Teško   mi         je       da      se      liš-im...       
             悔しい  私-DAT:SG  である-3SG 〜ように  自分-ACC  奪う-PRES:1SG   
             lijep-og       sjećanj-a..    ali     nisam moga-o         da    
             美しい-GEN:SG 思い出-GEN:SG  しかし  できる-PST:1SG:NEG   〜ように   
        uguš-im         sumnj-u. 
             窒息死させる-PRES:1SG  疑い-ACC:SG 
      「自分から美しい思い出を奪うのが悔しかったが、疑いを抑えることができな 
        かった。（〈直〉疑いを窒息死させることができなかった。）」 
 (390) ...Zapad-ø je ćuta-o     kad    je...         Tito...        više  
             西洋-NOM:SG 黙る-PST:3SG  〜時  である-PRES:3SG  個人名-NOM:SG  多く  
        put-a         uguši-o                albansk-e      pobun-e. 
             〜回-GEN:PL   窒息死させる-PST:3SG   地名の-ACC:PL  反乱-ACC:PL 
     「 チトー（大統領）がアルバニアの反乱を複数回鎮圧した時、西洋は黙って 
       いた。(〈直〉アルバニアの反乱を窒息死させた時、...) 
 (391) ...mrz-im       njegov-u      hladn-u       izdvojenost-ø   i   
             憎む-PRES:1SG   彼の-ACC:SG   冷たい-ACC:SG 孤立-ACC:SG    ～も  
           mračn-o     ćutanj-e,     koj-e                 ubij-a            
             暗い-ACC:SG  沈黙-ACC:SG   REL(which)-ACC:SG    殺す-PRES:3SG   
        nad-u.  
       希望- ACC:SG 
            「 希望を打ち砕いている彼の暗い沈黙と冷たい孤立を憎んでいる。（〈直〉 



















    [主体]ガ       [対象]ヲ      [付着先]ニ     V 付着 









[主体]ガ  [移動前の場所] [移動後の場所] [対象]ヲ   ( [付着先]ニ)   V 付着 











  [主体]NOM     uzeti 授受       [対象]ACC      od(から)+[相手]GEN        
  〈人〉                      〈物〉       〈人〉      
 
例：Sestra      je uzela        knjigu        od        prijatelja.  







 (392) Zagrli-la sam   ga        i    poljubi-la           i    uze-la sam    
             抱く-PST:1SG    彼-ACC:SG  ～も キスをする-APP:SG:F  ～も  取る-PST:1SG      
             ga              u                  kril-o. 
             彼-ACC:SG       〜の中に            膝-ACC:SG 
     「 私は彼を抱き、キスをして、膝の上に乗せた。（私は...彼を膝に取っ  





  [主体]NOM     uzeti付着       [対象]ACC           u(～の中に)+[付着先]ACC            
  〈人〉                      〈物〉              〈物/身体部位〉        
 
 また、動詞 uzeti が異なる環境において物の「接触」を表すことがある。この場合は[接
触先]という文法的な意味を表す要素と組み合わさる。 
 
(393) ...uze-la      ga           je               za        ruk-u  
        取る-APP:SG:F   彼-ACC:SG     である-PRES:3SG  ～のために 手-ACC:SG 
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         i          privuk-la           jasl-ama. 
           ～も           引き寄せる-APP:SG:F       まぐさおけ-DAT:PL 
      「彼女は彼の手を取り、まぐさおけの方に引き寄せた。（〈直〉彼を手に取  
        り、...）」(Koreni) 
 
 したがって、例(393)に見られる動詞 uzeti の用法を次のようにまとめることができる。 
 
  [主体]           uzeti 接触       [対象]ACC       za(～のために)+[接触先]ACC            












  [主体]NOM    V 接触     [対象]ACC         ([接触先])     [手段/道具]     
  〈人〉                〈物/身体部位〉      〈物/身体部位〉   〈物/身体部位〉   
 
 (394) Pošto   sam         šak-om         desn-e         ruke  
           〜の後  である-PRES:1SG   手-INST:SG    右の-GEN:SG    腕-GEN:SG 
           čvrsto   stisnuo       oba         štapa.... 
           強く    押す-APP:SG:F     両方-ACC:SG   棒-GEN:PL 
          「右手で棒を両方強く押した後は...」(Golf) 
 (395) Znojav-im               dlan-om       jedn-e         ruk-e 
            汗をかいた-INST:SG      手のひら-INST    一つ-GEN:SG   手-GEN:SG  
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            steza-la je          oružj-e... 
            締め付ける-PST:3SG   武器-ACC:SG      





 (396) ...on         me         zagrl-i            i      potapš-e        
             彼-NOM:SG    私-ACC:SG    抱きしめる-AOR:3SG  ～も   叩く-PRES:3SG     
        po         ramnen-u. 
             ～の上に    肩-DAT:SG 
        「彼は私を抱きしめて、肩を叩いた。(〈直〉私を抱きしめて、肩の上に叩い 






 (397) Stiska-o sam još       dugo   t-u       kutiju    u         naručju,... 
              押す-PST:1SG ～さらに 長い間 その-ACC  箱-ACC:SG 〜の中に  懐-LOC:SG 
             「さらに長い間その箱を懐に押しつけていた...」 
 (398) Kaž-i             mi             reka-o je      Petkutin-ø    
              言う-IMP:2SG      私-DAT:SG      言う-PST:3SG   個人名-NOM:SG 
            Kalin-i     stežu-ći       je           u       naručj-u... 
             個人名-DAT:SG 締め付けながら  彼女-ACC:SG  〜の中に   懐-LOC:SG 
      「ペチュクティンはカリナを懐に抱きしめながら、「私に言ってください」と    












  [主体]NOM       V stiskati/stezati       [対象]ACC      u[付着先]LOC       
















 (399) Pri       odmeravanj-u  novčan-e         kazn-e...    sud-ø 
        〜にあたって 測定-DAT:SG   金銭上の-GEN:SG   罰金-GEN:SG  裁判所-NOM:SG 
       će               posebno      uze-ti      u          obzir-ø     
            である-PRES:3SG  特に          取る-INF     〜の中に       考慮-ACC      









            i          imovn-o              stanj-e         učinioc-a. 
            ～も       財産の-ACC:SG        状況-ACC:SG      違反者-GEN:SG 
           「罰金の測定にあたって裁判所は特に違反者の財産状況も考慮に入れる。      
       (〈直〉違反者の財産状況も考慮の中に取る。)」 
 (400) Po       potreb-i    mor-a         se    uze-ti   u       obzir-ø 
            〜の上に 必要-LOC:SG  must-PRES:3SG REFL  取る-INF 〜の中に 考慮-ACC:SG 
            ponašanj-e    material-a   na      nisk-im       temperature-ama... 
            反応-ACC:SG   原料-GEN:SG  〜の上に   低い-LOC:SG  気温-LOC:SG 
           「必要に応じて原料の低温での反応も考慮に入れる必要がある。（〈直〉反応 






















きかけ （zapaliti kuću 「家を燃やす」） が基本的用法であるが、心理的な過程を表すも
の(voleti nekoga 「誰かを愛する」、zapamtiti reči pesme 「歌の歌詞を覚える」)や状

















 (401) Razbi-ti       šolj-u                  「コップを割る」 
             割る-INF       コップ-ACC:SG 
 (402) Isprlja-ti      pantalon-e              「ズボンを汚す」 




    (403) Zapali-ti       kuć‐u            「家を燃やす」 
      燃やす-INF       家-ACC:SG 
   (404) Rasplaka-ti      prijatelj-a           「友達を泣かせる」 
      泣かせる-INF     友達-ACC:SG 
 








(405) Ima-ti      kuć-u                      
            持つ-INF     家-ACC:SG     
        「家を持つ」      
  (406) Ima-ti     razlog–ø    ljutnj–e 
            持つ-INF   理由-ACC:SG   怒り-GEN:SG   
       「怒りの理由がある（〈直〉怒りの理由を持つ）」 
    (407) Pozajmi-ti      prijatelj-u      novac-ø      
          貸す-INF      友達-DAT:SG       お金-ACC:SG  





        (408) Ima-ti    brkov-e         
            持つ-INF    口ひげ-ACC:PL    




















(409) Razmotri-ti      psihičk-o         stanj-e          izbeglic-a 
             考察する-INF     精神的-ACC:SG      状態-ACC:SG       難民-GEN:SG 





    (410) Razmišlja-ti    o         problem-ima    zagađenj-a 
            考える-INF     ～について   問題-LOC:PL     公害-GEN:SG 
      「公害問題について考える」 
     (411) Misli-ti    o          status-u     žen-a          u  
            思う-INF    ～について     身分-LOC:SG    女性-GEN:PL    ～の中に 
             društv-u 
             社会-LOC:SG 
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            「女性の社会での身分について思う」 
  





 セルビア語ではこのような関係が「o (について)＋所格」という形を取る。 
 
  (412) Priča-ti   nekom-e      o         svoj-oj       strast-i        
  語る-INF   誰か-DAT:SG   ～について 自分の-LOC:SG   情熱-LOC:SG    
    「誰かに自分の情熱について語る」  
 (413) Pita-ti         majk-u       o                očev-om    
             たずねる-INF    母-ACC:SG    ～について     お父さんの-LOC:SG 
             zdravstven-om     stanj-u 
             健康の-LOC:SG    状態-LOC:SG   
            「母に父の病状についてたずねる(〈直〉母を父の病状についてたずねる)」 
  














 (414) Pozdravi-ti      prijatelj-a        na          ulic-i 
              挨拶する-INF     友達-ACC:SG       〜の上の     通り-LOC:SG 
             「道で友達に挨拶する（〈直〉道で友達を挨拶する）」 
     (415) Pomo-ći        prijatelj-a    u         nevolj-i 
               助ける-INF     友達-ACC:SG    〜の中に   困ったこと-LOC:SG 






     (416) Dec-a       svak-i        dan-ø        pomaž-u     
               子供-NOM:PL  ～毎-ACC:SG  日-ACC:SG    手伝う‐PRES;3PL   
               majc-i         u        kuhijnj-i. 
           母-DAT:SG      ～の中に   台所-LOC:SG 
            「 子供たちは毎日母の台所での用事を手伝っている。(〈直〉子供たちは 
       毎日台所での母に手伝っている)。」 
 










     (417) Proves-ti     letnj-i      raspust-ø     na       mor-u. 
            過ごす-INF    夏の-ACC:SG  休み-ACC:SG   〜の上に  〜海辺-ACC:SG 
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           「夏休みを海辺で過ごす」 
 (418) Prespava-ti   dv-e         noć-i         u        prijateljev-oj        
             寝る-INF     二つ-ACC:PL   晩-GEN:SG    〜の中に    友人の-LOC:SG    
             kuć-i.  
             家-LOC:SG          
       「二晩を友人の家で寝る」 










 (419) Hoda-ti      obal-om          mor-a            
           歩く-INF     海岸-INST:SG     海の-GEN:SG  
        「海岸を歩く(〈直〉海岸で歩く)」 
       (420) Trča-ti       hodnik-om                        
        走る-INF      廊下-LOC:SG 






   (421) Lete-ti   iznad     jezer-a          
        飛ぶ-INF    ～の上     湖水-GEN:SG      







  (422) Silazi-ti      niz       padin-u/padin-om     
       降りる-INF     ～の下に    坂-ACC:SG/INST:SG 





(423) Iza-ći     iz       sob-e      
         出る-INF    ～から    部屋-GEN:SG  
       「部屋から出る」 
(424) Udalji-ti       se      od      obal-e          
             離れる-INF      REFL    ～から     海岸-GEN:SG 
        「海岸から離れる」 
 
 セルビア語にもこのような関係が対格名詞で表される場合も多少あるが、ostaviti「置い
ていく」と napustiti 「離れる」という動詞の場合に限られる。 
 
    (425) Ostavi-ti     za        sob-om            grčk-a               
             残す-INF      ～の後ろ    自分-INST:SG      ギリシャの-ACC:PL   
        ostrv-a 
        島-ACC:PL 












  (426) Hoda-ti      kroz      miris-ø         cveć-a   
         歩く-INF      ～を通して   匂い-ACC:SG    花-GEN:SG 
      「花の匂いの中を歩く」 
(427) Žuri-ti     prema     stanic-i      kroz        magl-u 
             急ぐ-INF     ～の方へ    駅-DAT:SG     ～を通して    霧-ACC:SG 
            「霧の中を駅の方へ急ぐ」 
 







 (428) Pre-ći     mal-u          razdaljin-u       
               渡る-INF    わずかな-ACC:SG   距離-ACC:SG 






 (429) Trča-ti     dv-a      kilometr-a   
               走る-INF   ACC:SG    キロメートル-GEN 
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        「二キロメートル走る」 
    (430) Putova-ti       stotin-e    kilometar-a        voz-om 
             旅行する-INF    百-ACC:PL   キロメートル-GEN:PL   電車-INST:SG 
           「電車で数百キロメートル旅行する（〈直〉数百キロメートルを旅行す    
              る）」 
 
 また、数詞 jedan「一」の場合は、数詞も長さの測定単位である名詞も対格になる。 
 
     (431) Skoči-ti      jedan-ø        metar-ø               
               跳ぶ-INF      一-ACC:SG      メートル-ACC:SG 


















(432) Kupu-je       kilogram-ø       jabuk-a.  
            買う-PRES:３SG    一キロ-ACC:SG  りんご-GEN:PL 
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          「りんごを一キロ買っている。」 
 






「かかる」、imati vrednost/vredeti「価値がある」と biti težak/težiti「重さがある」、
meriti「計る」である。 
 
(433)  Ov-o        tež-i            jedan-ø       kilogram-ø.  
             これ-NOM:SG   重さがある-PRES:3SG   一-ACC:SG   キロ-ACC:SG 
           「これは一キロの重さがある。」 
 





(434) Stotin-u     put-a         ga          je   udari-o. 
           百-ACC:SG     ～回-GEN:PL   彼-ACC:SG    叩く-PST:3SG    















(435)  Guš-i                  ga          kašalj-ø. 
             息苦しくさせる-PRES:3SG      彼-ACC:SG  咳-NOM:SG 
             「彼は咳で息苦しくなっている 。(〈直〉咳が彼を苦しくさせる。)」   
(436)  Bol-i           ga           nog-a 
    痛む-PRES:3SG    彼-ACC:SG    足-NOM:SG          
             「彼は足が痛い。(〈直〉足が彼を痛くさせる。)」  
        (437) Brin-e            me             njen-a            bolest-ø.  
            心配させる-INF    私-ACC:SG     彼女の-NOM:SG   病気-NOM:SG 
           「私は彼女の病気が心配だ 。(〈直〉彼女の病気が私を心配させる。)」 
 






 15.2.7. 二重対象的な関係を持つ組み合わせ 
 




(438) Uči-ti      đak-e        pesm-u          
            教える-INF   生徒-ACC:PL   歌-ACC:SG  
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          「生徒に歌を教える（〈直〉生徒を歌を教える）」     
      (439) Pita-ti      neko-ga       pitanj-e  
           聞く-INF     誰か-ACC:SG   質問-ACC:SG       



































     組み合わせ 
 対格名詞的単位が動詞と組み合わさるときは、ほとんどの場合対象的な関係を表している。
名詞的な単位は典型的に「直接目的語」という機能を果たしている。obrisati trag「跡を






















(110) Uči-ti       đak-e       pesm-u          
            教える-INF   生徒-ACC:PL   歌-ACC:SG  
      「生徒に歌を教える（〈直〉生徒を歌を教える）」 
 
















(217）Boli-ø           ga          nog-a.    
          痛める-PRES:3SG    彼-ACC:SG     足-NOM:SG       
        「彼は足が痛い。（〈直〉足が彼を痛くさせる。）」 
 
人の心理的な状態 
 (223）Boli-ø         ga          njen-a         hladnoć-a. (Gortan-Premk) 
      痛める-INF     彼-ACC:SG  彼女の-NOM:SG  冷たさ-NOM:SG 












み合わせ」（Potrošio je million dinara「100万ディナールを費やした」）、「物事の重












期間を表す対格名詞的な単位」（To jutro je kašljao manje「（彼は）その朝少ない程度
に咳をしていた」）と「外的回数・頻度を表す名詞的な単位」（Stotinu puta ga je 
udario「彼を百回叩いた」）がある。 
 これらの要素は文から省いても文が成り立つことが特徴であり、「副詞的修飾語」















   [要素の文法的な意味]NOM     V の性質    [要素の文法的な意味]ACC           
   〈要素のカテゴリカルな意味〉          〈要素のカテゴリカルな意味〉      
  







 ① 対象に対する働きかけ 
 (a)  物に対する働きかけ 
  変化 
   [主体]NOM   V 変化     [対象]ACC      ［変化の結果の状態］  ［道具/手段］INST  
    〈人〉             〈もの/身体部位〉                  〈もの〉   
  slomiti tanjir「皿を割る」、obojiti prozor u crveno「窓を赤く染める」 
  付着 
   [主体]NOM     V 付着      [対象]ACC            ［付着先］        
    〈人〉              〈もの/身体部位〉     〈もの/身体部位〉   
  obaviti toge oko grla「喉にトーガを巻く」、okaciti akvarel na zid「水彩画を壁にかける」 
  除去 
  [主体]NOM     V 除去     [対象]ACC             ［除去元］        
    〈人〉             〈もの/身体部位〉     〈もの/身体部位〉   
  otkinuti glavu sa voštane figure「蝋人形から頭をはぎ取る」 
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     移動 
  [主体]NOM   V 移動    [対象]ACC    ［移動前の場所］   [移動後の場所]  
   〈人〉               〈もの〉       〈空間〉        〈空間〉 
  prevoziti predmete iz Palate pravde u zgrade「司法官から建物へ公文書を輸送する」  
       接触 
  [主体]NOM     V 接触     [対象]ACC        ( [接触先] )   [手段/道具]     
  〈人〉                 〈もの/身体部位〉    〈もの/身体部位〉  〈もの/身体部位〉   
   šakom stisnuti oba štapa「手で両方の棒を押す」 
     生産 
  [主体]NOM     V 生産      [生産の対象]ACC    ([原料]od+GEN)  （[生産の場所]LOC）     
 〈人〉                  〈もの〉            〈もの〉         〈空間〉   
  praviti lonce od gline「粘土からなべを作る」、sagraditi teren na plantaži pamuka 
  「木綿栽培に運動場を建てる」  
  
(b) 人に対する働きかけ 
            生理的変化 
 [主体]NOM    V 生理的変化   [対象]ACC   ([原因/手段・方法])INST  
 〈人/現象/事柄〉         〈人〉      〈事柄/抽象概念〉          
   rasplakati glavnu urednicu aluzijama「暗示で編集長を泣かせる」 
  生理的な状態 
 V 生理的な状態         [対象]ACC          [外的要因]NOM         
                〈人〉              〈身体部位/現象/事柄〉          
  Boli ga noga.「彼は足が痛い。（〈直〉足が彼を痛めている。）」 
  心理的変化 
 [主体]NOM           V 心理的変化     [対象]ACC     ([原因/方法])INST  
 〈人/現象/事柄/抽象概念〉             〈人〉        〈事柄/抽象概念〉          




        心理的な状態 
 V 心理的な状態          [対象]ACC         [外的要因]NOM         
                 〈人〉              〈現象/事柄〉 
  Brine me njena bolest.「私は彼女の病気が心配だ。（〈直〉彼女の病気が私を心配させてい     
   る。）」 
       空間的位置変化 
  [主体]NOM    V 空間的変化   [対象]ACC    ［移動前の場所］   [移動後の場所]  
  〈人〉                   〈もの〉         〈空間〉        〈空間〉 
  izbaciti glumce iz malog svratišta 「俳優たちを小さいたまり場から追い出す」、odvesti    
   brata u tvrđavu「兄を要塞に連れて行く」 
      社会的場面での人への働きかけ 
   [主体]NOM        V 社会的働きかけ           [対象]ACC   
    〈人〉                         〈人〉                  
  zaposliti Bila kao konsultanta「ビルをコンサルティングとして雇用する」、sastaviti dva  
   čoveka「二人を引き合わせる」 
       人の行為の引き起こし/放任 
 naterati/nagnati/terati/pustiti/puštati      ［対象］ACC        da      動詞 
   ～させる                〈人〉       ～ように 
  puštati vojnike da se kockaju「兵士たちに賭けをさせる」 
naterati/nagnati/terati        [対象]ACC         na+名詞 
   ～させる            〈人〉            前置詞(〜の上に)+ACC 
  naterati dete na poslušnost「子供を従順になるようにさせる」 
 
 (c) 事に対する働きかけ 
  変化 
 [主体/原意]NOM      V 変化   [対象]ACC      [動き・状態・関係の所有者]GEN 
〈人/事柄/現象/組織〉          〈事柄〉        〈もの/人/事〉 
 ubrzati tok stvari「物事の流れを速める」、okončati interni konflikt「内部的争いを完成す  
 る」   
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           事の出現 
  [主体]NOM           V 出現       [対象]ACC      [出現のところ] 
  〈人/事柄/現象/組織〉                  〈事柄〉             〈事柄〉   
 izazvati krizu u odnosima između SAD i Danske「米国とデンマークの関係に危機を起こす」 
 
 ② 所有関係 
  物持ち 
 [所有者]NOM    V 物持ち    [所有対象]ACC          (［所有物のありか］u/na+LOC/ADV） 
 〈人/物/空間〉          〈具体物/身体部位/人/事柄〉      〈空間/機関〉 
 imati pasoš「パスポートを持つ」、 imati kuću na obali mora「海辺に家を持つ」 
      授受 
[主体・所有者]NOM V 授受 [所有対象]ACC ［授受相手］DAT/od+GEN (［所有物のありか］
u/na+LOC/ADV） 
〈人/物/空間〉            〈具体物/抽象物〉  〈人〉          〈空間/機関〉 
 dati Čarliju češalj「チャーリーに櫛をあげる」、 dobiti poklon od prijatelja「友達からプ 
 レゼントをもらう」 
 
 ③ 心理的なかかわり 
 （a） 認識の組み合わせ 
  感性的な組み合わせ 
    [主体]NOM          V 感性            [知覚対象]ACC      
     〈人〉                       〈具体物/現象/人〉        
  gledati film「映画を見る」、 čuti škripu kapije「門のきしむ音を聞く」 
  知的な組み合わせ 
 [主体]NOM    V 思考    （[思考対象の所有者]）GEN/ACC   [思考対象]ACC      
 〈人〉              （〈人/出来事/事柄〉）    〈事柄・抽象物/人〉        
 razumeti mehanizam rukovanja「取り扱いのしくみを理解する」、analizirati posledice 
svetske krize「世界的危機の結果を分析する」 
  発見の組み合わせ 
 [主体]NOM    V 発見      [発見物のありか]u+LOC      [発見の対象]ACC      
 〈人〉            〈具体物/出来事/事柄〉    〈具体物/事柄・抽象物〉        
 naći rođake u Londonu 「ロンドンに親戚を見つける」 
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 （b） 伝達の組み合わせ 
  通達 
 [主体]NOM     V 通達       [伝達相手]DAT      [伝達対象]ACC      
  〈人〉               〈人〉         〈事柄/状態〉        
 ispričati prijatelju svoju životnu priču「友達に自分の人生の話を語る」  
        教育目的の内容伝達 
   [主体]NOM   V 教育目的の伝達     [伝達相手]ACC      [伝達対象]ACC/DAT  
   〈人〉                    〈人〉              〈内容〉    
  podučavati nekoga astronomiju「誰かに天文学を教える（〈直〉誰かを天文学を教える）」 
 
 （c） 態度の組み合わせ 
  感情的な態度の組み合わせ 
   [主体]NOM      V感情的        [感情の対象]ACC      [感情の内容] 
   〈人〉                 〈もの/人/事柄〉      〈人/事柄/抽象物〉 
  voleti nekoga 「誰かを愛する」、poštovati profesora「先生を尊敬する」 
  知的な態度の組み合わせ 
   [主体]NOM      V知的        [思考・判断の対象]ACC    [思考・判断の内容] 
   〈人〉                〈もの/人/事柄〉       〈物/人/事柄/抽象物〉 
 smatrati egzaktne nauke zanatima「精密化学を工芸とみなす」 
  表現的な態度の組み合わせ 
 [主体]NOM  V 知的/感情的  [感情・判断の対象]ACC  [表現の内容]従属節/前置詞句 
   〈人〉               〈もの/人/事柄〉        〈もの/人/事柄/抽象物〉 
 pohvaliti nekoga da je kulturan「誰かを教養があるとほめる」 
 
 （d） モーダルな態度を表す組み合わせ 
  要求的な組み合わせ 
  [主体]NOM     V 要求・願望・禁止    [要求の対象]ACC    [要求の相手]GEN＋名詞/DAT 
   〈人〉                  〈動作/もの/抽象物/状態〉       〈人/機関〉 
 narediti oduzimanje životinja「動物の没収を命令する」 
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       意図的な組み合わせ 
  [主体]NOM      V 意図・計画・約束          [意図の対象]ACC    
   〈人〉                         〈動作/もの/抽象物/状態〉        




 ① 状況的空間・時間を表す組み合わせ 
（a）空間を表す組み合わせ 
      離れる過程を表す組み合わせ 
 [主体]NOM         Vintr/tr 移動          [出発点]ACC       
  〈人〉                            〈空間〉       
  napustiti sobu「部屋を離れる」、 ostaviti ostrva「島を離れる」   
      通過を表す組み合わせ 
 [主体]NOM          Vintr 移動             [経路]ACC       
  〈人〉                             〈空間〉       
 preći prašumu「熱帯雨林を渡る」、prepilvati reku「川を泳ぎ渡る」 
 
（a）時間を表す組み合わせ 
 [主体]NOM          Vintr         [状況的時間の規定]ACC       
  〈人〉                        〈時間〉       
  provesti popodne 「午後を過ごす」、prespavati dan「日を寝て過ごす」 
 
 ② 状況的な量を表す組み合わせ 
 （a）狭義の量を表す組み合わせ 
 [主体]NOM       Vtr 動作      [量の規定]ACC       [対象]ACC 
  〈人〉                   〈量〉        〈もの〉 





 [存在物]NOM      Vintr      [重さ・価値・値段の規定]ACC 
 〈もの/抽象物〉                    〈量〉 
  Ovo teži jedan kilogram「これは一キロの重さがある」 
 
 （c）時間的量を表す組み合わせ 
 [主体]NOM              Vtr       [時間の量の規定]ACC 
 〈人/機関〉                   〈時間の量〉 
 provesti jednu noć u hotelu「ホテルで一晩を過ごす」  
 
   （d）空間の量を表す組み合わせ 
 [主体]NOM      Vintr          [距離・経路の量的規定] ACC 
  〈人〉                   〈距離・経路の量〉 
  skočiti jedan metar 「一メートル跳ぶ（〈直〉一メートルを跳ぶ）」、pretrčati dva metra
「二キロメートルを走る（〈直〉キロメートルの二を走る）」 
 





 ① 外的時間・期間を表す名詞的な単位 
 [外的時間的状況] 
 〈時間・期間〉                 事柄 
 To jutro je kašljao manje.「（彼は）その朝（普通より）少ない程度に咳をしていた。」  
 ② 外的回数・頻度を表す名詞的な単位 
 [外的回数・頻度]  
  〈回数〉                  事柄 


















  [主体]NOM         spakovati 変化                    [対象]ACC          




  [主体]NOM         spakovati 付着             [対象]ACC        ［付着先］u+LOC       
    〈人〉                                      〈もの〉          〈もの〉   














(380) ...a      Dragan-a         se vrati-la      da          raširi-ø      
      そして    個人名-NOM:SG    戻る-PST:3SG     〜ように    開く-PRES:3SG 
      suncobran-ø       u     dvorišt-u. 
      パラソル-ACC:SG   〜の中に  中庭-LOC:SG 














 本論文では ubiti čoveka 「人を殺す」、zadaviti nekoga「誰かを絞殺する」のような
組み合わせを「物に対する働きかけ」の下位カテゴリーである「変化」を表すものとして扱
っている（14.3.節を参照）。その根拠として、[対象]の消極的な性質が挙げられる。これら
を rasplakati dete 「子供を泣かせる」や probuditi nekoga「誰かを起こす」など「人に対
する働きかけ」の下位カテゴリーである「生理的な変化」を代表的に表すものに比べると、
[対象]の意志性や積極的な役割に程度の差が認められるために、前者と後者の性質が異なる

















  [主体]NOM    držati V 接触   [対象]ACC    [接触先]      [手段/道具]     
  〈人〉                    〈もの/身体部位〉 〈物/身体部位〉 〈もの/身体部位〉   
 







  [主体]NOM         V 接触        [対象]ACC      u[付着先]LOC     
  〈人〉                            〈もの〉          〈もの〉 
  






































ではこのような組み合わせは必ず前置詞句になる（misliti na nečiji položaj「誰かの身
分について思う」、razmišljati o problemima zagađenja「公害問題について考える」、











 (c) 待遇関係 
 セルビア語では社会的場面における「待遇関係」を表すものは対格名詞と動詞との組み合
わせが頻繁に見られるが、これらは日本語でニ格名詞を取ることが多い。例えば、
pozdraviti prijatelja 「友達に挨拶する」、sresti profesora na ulici「道で先生に会








（〈直〉ひどい気性を持つ」）や身体的特徴 imati bradu 「ひげをはやす」、imati plave 





temperaturu 「熱がある（〈直〉熱を持つ）」imati upalu pluća 「肺炎になる（〈直〉肺













句で表すことが多い（proći pored kolibe 「小屋を通る（〈直〉小屋の隣を通る）」）。
また、上方向への移動や下方向への移動も必ず前置詞句で表される（leteti iznad jezera 



















(217）Boli-ø           ga          nog-a.    
         痛める-PRES:3SG     彼-ACC:SG     足-NOM:SG       
        「彼は足が痛い。（〈直〉足が彼を痛くさせる。）」 
 
人の心理的な状態 
 (223）Boli-ø           ga          njen-a         hladnoć-a.  
      痛める-PRES:3SG  彼-ACC:SG  彼女の-NOM:SG  冷たさ-NOM:SG 
       「彼は彼女の冷たい態度で傷つく。（〈直〉彼女の冷たさが彼を傷つけ 

























量を表す組み合わせ」（provesti dve noći「二晩を過ごす」、potrošiti jedan sat na 
dogovor「打ち合わせに一時間を費やす」）、また、「空間を表す組み合わせ」（ostaviti 















例えば、govoriti japanski 「日本語を話す」、reći laž 「うそを言う」、osmisliti 
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